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ま か きえ

第34回日米学生会議は、日米関係が近年になく注目される中で、約1ヶ月間、アメリ

カで開催されました。

日米学生会議は、企画、運営、その他全てが学生による自主運営によって創り上げられ

ていきます。特定の利害関係を持たない学生が、これからも国際社会において大きな役割

を果たすであろう日米両国、更にはこれを基盤に全地球的な諸問題を討論することにより

相互理解を深め、社会に働きかけていこうとするものです。これは将来、参加学生にとり

必ずや有意義な糧となることでしょう。

さて、1982年夏の第34回会議は、国籍も文化背景も価値観も異る88名の学生の

共同生活の場であり、またそれは「自分」を磨くすばらしい自己啓発の場でもありました。

この会議を通して、私たちは様々なことを学ぶことができ萱したが、中でも異文ｲ燗コミ

ュニケーションの難しさをじかに認識させられ玄した。しかし、それゆえに互いに理解し

あえた時の喜びはひとしおでした。今回の会議で得られた貴重な体験は、これから社会に

出て21世紀を担っていく私たちの中でいつまでも生きつづけることでしょう。

この小冊子は、私たちの会議かたどった軌跡を再現しようとした試みです。私たちが、

この夏何を見、感じ、語り、そして今、何を考えているかを、1人でも多くの方々が垣間

見て下さり、日米学生会議をより深く御理解頂くための一助となれば、この上ない慶びで

す。

最後に、第34回日米学生会議の参加者を代表して、会議開催にあたり御援助下さった

方々、御助言を与えて下さった方右に、この場をお借りして、心から感謝の意を表させて

頂きたいと思い費す。

第34回日米学生会議実行委員長

岩 永 聡

~一一一へ,共共苦～～～升芙升～～～芸芳美～～～升・汁升～～～ず升共そ～～～共共升～～～

なお日米学生会議の公式報告書は英文で発行されていをすが、本書はその翻訳では左<、

日本語で読める報告・エッセイ等の必要性を感じた日本側の参加者か、独自に編集したも

のです。したかってアメリカ側参加者の原稿は載っておりません。
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第34回日米学生会議は一昨年同様ワシン

トンで開かれたが、私は日本側主催団体、国

際教育振興会を代表し、又第1回会議創立委

員の一人として、開会式に参列し、会議の実

現に最善を尽した米側学生実行委員諸君と、

彼らに強力な支持を与えてくれたJASC

Inc.及び他の支援団体に対して感謝の意を

述べる機会をもった。

開会式で代表諸君の前に立つと、いつも会

議の起源と経緯について話さざるを得左<な

る。第1回会議以来、二度の中断と復活から

今日まで、会議の継続に微力を尽して来た故

か、私はこの会議に強い愛着と誇りを持つよ

うになったらしい。

代表諸君も知っているように、第1回会議

は1933年の春頃から、各大学のESSの

有志によって準備が始められた。1931年

の満州事変以来悪化しつつあった米国の対日

感情を和らげるため学生として出来ることは、

米国の大学生50名を招き、卒直な意見の交

換によって相互理解を図ることであると考え、

翌年夏、日米学生会議を開くことにし、直ち

に準備を始めた。

1934年の春 米国学生50名を誘致す

る目的で、学生親善使節として4名の委員が

派遣された。その結果、99名の代表及びオ

ブザーウアー（大学教授及び夫人22名）の

参加を得、その夏開かれた第1回会議は予想

外の大成功を収めた。

会議終了後、米側代表及びオブザーウァー

は満州誉での研修旅行に出たが、その帰途の

釜関連絡船上で米側代表が会合し、日本側学

生委員の創意と努力に報いるため、第2回会

議を米国で開くことに決定し、実行委員を選

出して帰国した。

斯して第2回会議は1935年夏、ポート

ラント・のリート・・カレヂで開かれ、爾来会議

は日米両国で毎年交互に開かれることになっ

た。而し、1941年の第8回会議が米側で

準備完了していたにも拘らず、日本側代表が

ヴィザを拒否され、残念承から会議は中断の

已むなきに至った。

終戦2年目の1947年に会議は復活され

たが、日本が占領下にあり、米国から代表を

呼ぶことが出来左かつた為、第8回から14

回までの会議は戦前と異左る型で、即ち毎年

日本だけで開かれた。1954年の第15回

会議は、戦後初めて米国のコーネル大学で開

かれたが、経済的理由で日本側の参加者は僅

かに15名に過き、なかったので、学生実行委

員は「日米の会議は第15回で打ち切り、国

際学生会議を開くことに決定した」ので、日

米学生会議は再び中断されることになった。

而し、第1回会議創立の30周年に当る1

964年に、第16回会議としてリート’・カ

レヂで復活されて以来、会議は今日玄で続い

ている。学生会議としては、最長の歴史を誇

り得るものといえるだろう。

会議の総合テーマ「FurtheringHuman

IntegrityThroughMutualUnder-
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standingandGlobalCooperation」

を読んだが｢Humanlntegrity」の意味を

正確に把握できず、代表諸君に何を話すべき

かについて大いに迷った。辞書によると

「Integrity｣は「誠実、完全、無欠、無傷

保全」の意味であり、そのどれを「R,,man」

と組み合せても充分に納得できなかったから

だ。

日本側実行委員の翻訳「人間の尊厳」とい

うのが当を得ているような気もしたが、私は

「人間が人間として、人間らしく存在するこ

と」と解釈して、話を進めることにした。

「人間が人間らしく存在すること」を阻ん

でいる最大の力は戦争であり、止めどなく進

んでいる軍拡競争が、結局「力の均衡体制」

を破綻に追い込み、戦争の危険を拡大してい

る現状を良く考え、代表諸君がこの点につい

てじっくり討議する事を願っていた。国連の

デ・クエラル事務総長が第2回国連軍縮会議

に提出した報告を紹介したのは、この主うな

考えからである。

同報告は私が日頃知りたいと思っていた点、

即ち地球資源と軍備の関係などについて触れ、

加速度を早めている軍拡競争は環境を破壊し、

減少しつつある世界の資源を浪費しているこ

とを次の様に指摘している。

(1)世界の石油の5乃至6％、銅の11筋、

鉛の8兜は軍事目的に消費されている。(2)欧

州の総労働人口に匹敵する6千万人が軍事関

係の仕事に従事している｡(3)科学者及び技術

者の20冊が軍事関係の仕事についている。

(4)1980年度に軍事研究及び兵器開発に使

われた金額は350億弗に達する。これは科

学的研究及び開発費の総額の25妬に及ぶ。

(5泄界の軍事費は1900年当時の30倍に

左り、1980年度には5千憶弗に達してい

る。軍事費が年平均3.2妬の割で増え続ける

と今世紀末には年平均1兆弗の巨額になる。

以上の数字はいかに世界の国々が軍事問題

を重視しているかを示しているが、同報告は

更に、戦争は人命を奪うだけで凌ぐ、自然環

境とくに農地を破壊し、地球の沙漠化に拍車

をかけている点を挙げ、その実例として、ヴ

ェトナム戦争で使われた枯葉剤はマングロー

ウ林を1500平方キロ米に亘り壊滅させ、

1万5千平方キロ米に亘り損傷したが、その

恢復は遅々として進んでいないという。

又もし核兵器が北半球で使われたら、放射

性物質による死が南半球まで拡がり、又上空

のオソ.ン層の破壊によって皮膚ガンなどの病

気が蔓延し、人類の健康か脅かされ、壊滅へ

の道を辿るだろうと述べ、次の様な行動をと

ることを勧告している。

(1)科学研究機関を調査し、それらの協力体

制を強化する。(2)環境保全の観点から、重要

な地域を非武装化する。(3)宇宙空間の軍事的

使用を禁止する。(4)核兵器使用を全面的に禁

止するための交渉を開始する。(5)核兵器凍結

地域を設定する。

以上の諸点を叩き台にして、代表諸君が私

の希望通り討議してくれたかどうかは、会議

の報告書か出来るまで、残念乍ら知る由もな

い。而し「明日を担う」代表諸君は、軍拡競

争が人類を危険にさらしていることをよく知

っている。従って諸君は今後ともこの問題を

真剣に検討し、人類を戦禍から救う道を見い

出して貰いたい。

今夏の会議で大変嬉しく感じたことが二三

ある。1964年の第16回会議以来米国で

開かれた会議の中で、第34回会議が最もよ

－V一



ある。この事実は日米学生会議の存在価値が

国務省に認められたことを意味し、会議の将

来がゆるき．ない基盤の上におかれることにな

ったとも考えられ、会議の関係者一同にとり、

誠によろこばしいことである。

もう一つ嬉しかったことは、国務省での代

表歓迎会で、戦前戦後のOB数名と会えたこ

と､又ニューヨークでは48年振りに第一回会議の米

側OBと会えたこと、更にﾛｽｱﾝｾﾙｽでは同じく

48年ぶりにサンフランシスコに住む米側OBと

電話で話したことであるが、その時の「学生

会議か僕の一生の在り方を変えた」という彼

の言葉は、私に大きな感激を与えた。

第1回会議以後、太平洋戦争でお互いに敵

味方の環境に置かれ、50年近くも会う機会

を持たなかった者が互いに昔を語り合ったが、

学生時代に結ばれた友情の絆の強さを思い知

らされ感慨無量であった。絃に会議の最も大

きな意義があるのでは左かろうか。

会議創立50周年に当る1984年に、日

米合同OB会を開こうという声か上っている。

米側OBは米国で、日本側OBは東京でと考

えている。両者か合意できめた場合は、時期

をずらし、東京と米国のどこかで開くことに

寂るかもしれぬと考えている。

〈組識されていたという印象を受けたことで

ある。これは米側実行委員の努力によるもの

であるが、それを可能にした原動力はJAS

C Inc.である。

戦後の米国での会議の中で、余りよく組識

されていないものがあったのは、日本のIE

Cのような主催団体が左〈、学生委員が毎年

交替するので継続性がなく、又募金を受ける

主体がなかった為である。

この欠陥を除くため､1972年のハーヴァード

大学での会議の後、ニューヨークのJapan

Societyを訪れ、学生委員の連絡、会議資

料の保存及び募金受け入機関としての役割を

お願いした処、引き受けて下さったので、そ

の後の米国での会議は順調に開かれた。

而し1978年頃JapanSocietyから、

その役割を辞退したいという申し入れかあり、

一時ワシントンのUS-JapanCulture

Centerに肩代りして頂いたか、1979年

戦前の米側代表Schmidt氏の尽力でJAS

C Inc.が組織され、同年9月非営利法人

として米国々税庁から免税の資格を与えられ、

本格的に活動することになった。

一昨年同様、開会式の晩に国務省で代表歓

迎会が開かれたのは、嘗て国務省に勤務した

ことのあるSchmidt氏の尽力によるもので
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第1部

会 議 の 概 略

第34回会議の構成

「シンポジウム」、「家庭滞在」が設けられ

た。講演は、パリッシュ日米協会理事長田

中常雄・ロサンゼルス駐在総領事、溝口道郎・

駐米特命全権公使、大河原良雄・駐米大使、

リチャート・ソン・YFU会長、ストッセル国

識官、セルグマン・国務省東アジア太平洋

局日本部長、ジャクソン上院議員、シェーファ

ー･ボルチモア市長､本野盛幸・ニューヨーク駐

在総領事、苫米地俊博・米国三菱商事会社取

締役社長、明石康・国際連合広報担当事務次

長らによって行われた。シンポジウムは、

「社会変動」、「平和」、「第三世界」、

「社会における男女の役割」の計4つ力殼け

られた。家庭滞在は、日本側のみ、ロサンゼ

ルスとボストンとで行った。

会議中は、分科会を中心とする討論はもち

ろんだが、両国学生間の精神的・文化的交流

も盛んで、多くの友情か生蚕れたoJAPA

N NIGHT.AMERICA NIGH

Tでは、両国学生が、各々の文化を紹介し合

い、楽しいひとときを過ごした。

第34回日米学生会議は「人間の尊厳を求

めて一相互理解と全地球的協力一」という総

合テーマの下に行われた。平和が維持され、

人権が擁護された社会こそ「人間の尊厳」が

守られた社会であると考え、それを達成する

には、相互理解から始め、全人類普遍の立場

に立つことが必要であると考えたわけである。

本会議に向けて、日本側は2か月余りの準

備期間を持った。

本会議の討議の中心として、11の分科会

が設けられた。すなわち、「ライフサイエン

ス」、「文化と.伝統」、「教育と社会」、

「エネルギー・資源・環境」、「科学技術と

社会」、「人権問題」、「企業問題」、「国

際関係」、「社会における男女の役割」、

「社会変動」そして、「第三世界」である。

各分科会は、討論に現実的な視野を盛り込

むために、「野外研修」(FieldTrip)を

行った。これは、分科会単位で、議題に関連

する団体、人物、施設、機関などを実際に訪

れるものである。

全体の活動及び討議として、「講演」、

－3－



程日

1982年7月23日から8月20日誉で会議期間

5月15日(i)･16日（日） 合同合宿

準備期間

7月21日（水）～23日（金） 最終合同合宿

程日

日本側代表ロサンゼルス到着①／家庭滞在

家庭滞在

ジョーシワシントン大学（ワシントンD.C、：

開会式(YFU)/国務省訪問

分科会討論

国会議事堂訪問

社会変動シンポジウム

分科会討論

分科会討論／自由行動

デューク大学（ノースカロライナ）へ移動③

分科会討論／ジャパンナイト

分科会討論／中間反省会

分科会討論／アメリカナイト

分科会討論／平和シンポジウム

ボルチモアへ移動④

ニューヨーク大学へ移動⑤／自由行動

野外自由研修

分科会討論

第三世界シンポジウム

国連訪問／実行委員選挙

ウェルズリー大学（ボストン）へ移動⑥／

男女の役割フォーラム／反省会

分科会討論（総括）／報告書作成

自由行動／サヨナラパーティー

閉会式／アメリカ側代表 解散

日本側代表 ボストン地区家庭滞在

〃

7月23日（金）

24日（土）

25日（日）

26日（月）

27日（火）

28日（水）

29日（木）

30日（金）

31日（土）

8月 1日（日）

2日（月）

3日（火）

4日（水）

5日（木）

6日（金）

7日（土）

8日（日）

9日（月）

10日（火）

11日（水）

12日（木）

C、）へ移動②

13日（金）

14日（土）

15日（日）

16日（月）

17日（火）
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ニューヨークへ移動

ニューヨーク発

成田着・解散

8月18日（水）

19日（木）

20日（金）

h 一 一 一

－5－



第34回会議参加者

＜ライフサイエンス＞

芙赤林 朗 東京大学

赤津 晴子 聖心女子大学

井伊 雅子 国際基督教大学

粂 和彦 東京大学

松浦 淳 北海道大学

Bioethics

Ms.SusanAsomaning

Mr、Andrewlnforslno

YaleUniversity

Amherstcollege

＜文化と伝統＞

芸西芝 久徳 関西大学

石津 達也 東京大学

大三輪洋子 青山学院大学

樋口 尚子 関西学院大学

渡辺香弥子 国際基督教大学

CultureandTradition

長.Ms・BethRohde HarvardUniversity

Ms.ShariBashin UCBerkeley

Princeton

Mr・ScottScharer &"｣ 'tiHi\;rsity
Ms.TeresaSt.Martin-Cress

Univ"K職｡｡

＜教育と社会＞

芸河合 雅美 大阪大学

大浦真裕美 広島大学

佐敷 尚子 関西大学

高橋 動 九州大学

広里 恭史 上智大学

EducationandSociety

Ms・BeverlyChan

Ms･KarenHata

Ms，KeikoNakamura

Ms.SusanPasterczyk

UCDavis

UCBerkeley

YaleUniversity

Universi:Mi:;｡

＜エネルギー・資源・環境＞

美藤井 真 東京大学

下川真樹太 東京大学

山本 恵子 聖心女子大学

Energy,ResourcesandEnvironment

Mr・TimotlWSullivan BostonCollege

Univer"tyof
Mr.BrianBray uL&wc&6+\o;
Ms.LaurieFreeman UCBerkeley

Ms・LucilleIto UCBerkeley

＜科学技術と社会＞

妾渡辺 聡明 東京大学

許 昭苑 東京大学

田中 智之 東京大学

Engineering,Technology

升Mr・BradHall

%Mr.SteveSorger

Mr、KenAnderson

andSociety

DukeUniversity

N.』・Instltuteof

TechnOlogy

BrighaWn\鯉§1ty
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升＜人権問題＞

外日馬由美子

岸本 浩

村松 尚子

森 勝弘

く企業問題＞

￥吉田 直人

西田 尚弘

村田 隆

物部 敦

NorthCarolina
StateUniversity

LewisandClark

SeattleUniverSity

YaleUniversity

成城大学

東京大学

上智大学

京都外国語大学

InternationalBuslness

Mr.PatrickMorris AmericanUniversity

Mr・LintonDavis TexasWesleyan

MS.JeanSpradley Texaslハセsleyan

Mr.AndrewWlegalaCornellUniversity

InternationalRelationsandPolitics

Ms.JoniHiramoto HarvardUniversity

美Mr・RobertMaitland UCLA

Ms.ValarieMark UCBerkeley

Mr，TerranceTehranian PrincetonUniversity

Mr･RobertUriu UCDavis

RolesofMenandWomeninSociety

XMr.TsunehikonnagiharaAmherstCollege

Ms.SusanCho SmithCollege

Ms・KimRobinson CreightonUniversity

Ms.SherylWilkins HarvardUniversity

Ms・CarrieZePeda StanfordUniversity

SocialDynamics

xMr・StuartSouther DukeUniversity

Ms，JuliaHaven AmherstCollege

UniverilWn:1｡Ms.LeAnnRunstrom

Mr・GaryWanser CreightonUniversity

ThirdWorld

Ms・JeanSullivan UniversityofBuffalo

Univers;Wt:iurghMs.StephanieBergman

Mr,KenBonds UniversityofArkansas

Mr.DouglasHillaryUCLA

慶応大学

慶応大学

関西大学

同志社大学

＜国際関係＞

升山脇 啓造

土川 元

福田 伸生

八木 健

東京大学

一橋大学

国際基督教大学

一橋大学

＜社会における男女の役割＞

升益田 栄壮 広島大学

木村 明子 上智大学

清川 貴子 山形大学

岩川 倫子 慶応大学

＜社会変動＞

升升岩永 聡

西岡 浩美

藤丼 薫

国際基督教大学

大阪大学

関西学院大学

＜第三世界＞

升菅原 鈴香

岩島 牧夫

窪田 祐司

滝田 祥子

萩原 浩幸

国際基督教大学

東京大学

慶応大学

学習院大学

東京大学
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第2部

垂ロ

会 議 報

ライフサイエンス(Bioethics)

北海道大学5年 医学

松 浦 淳

厳を視野に入れつつ概括的報告を試みようと

思う。

フィールトﾞトリップとして、ワシントンで

は堕胎の権利を守るための宗教者連合という

圧力団体とNIH(NationalInstituteof

Heaith)を、ノースカロライナではデューク

大学医学部附属病院を、また、ニューヨーク

ではベルビュー病院を訪れたoNIH及びデ

ューク大学では講師を招いて、それぞれ癌宣

告と科学史（特に科学の急激な発達と社会と

の危機的関係について）の講演をして頂いた。

個人的にではあるが、メンバーの幾人かは、

ジョージワシントン大学医学部並びに附属病

院を、そしてハーバード大学医学部関連病院

を見学する機会を得た。日本の病院と比較し

て特に気づいた点は二つある。まず第一に、

設備か最先端を行っているということ、中で

もコンピューターの利用が常識になっている

ことであった。ボタンひとつで、患者の記録

の全てを画面に映し出し、また治療方針をコ

ンピューターを使って探り出すこともできる。

物質文明のある種の開花とも言えた。そして

Bioethicsのテーブルにはアメリカ側から

スーザン・アソマニング（エール大学、コー

ディネイタ－）、アント･ルー・インフェルシ

ノ（アムハースト大学）、日本側から赤林朗

（東京大学、コーディネイタ一）、粂和彦

（東京大学）、赤津購子（聖心女子大学）、

井伊雅子（国際基督教大学）、松浦淳（北海

道大学）の計七名が参加した。

Bioethicsは日本語では主に生命倫理と訳

され、最近著しく発展を遂げつつある生命科

学と一般社会倫理との間に生じた軋礫解決を

目指している｡Bioethicsは、およそ人間の

生命に関係するあらゆる問題を考究し、その

範囲は極めて広い。今回の分科会参加者各自

の取り上げた項目も、遺伝子工学、堕胎、癌

宣告と死、安楽死、心身症、自殺など多岐に

渡っている。それら個々の内容について短い

説明を繰り返すことには表面的記述に陥る危

険を伴うので（それらの詳細については英文

報告書を参照して頂きたい）この場では、フ

ィールト・トリップ、インターテーフ・ル、そし

て今回の会議の総合テーマであった人間の尊

－8－



第二に、捨て切れぬ精神文明としてか、病院

内にチャペルと牧師が存在して、患者の心理

的側面へのケアに当たっていたことであった。

NIHとハーバート・の病院内には、患者のた

めにいつでも開放されている教会があったが、

これはアメリカにある他の大きな病院につい

ても言えることらしい。机一個にコンピュー

ター（の端末機）一個と思われる程の科学の

発展も、教会の十字架を不必要なものとはし

ないという事実、ここにBi"thicsの発祥せ

ざるを得ない下地を見たような気がした。

インターテーブルは、「文化と伝統」及び

「社会における男女の役割」の分科会と行な

った。前者とは自殺と死について、後者とは

堕胎について、日米間の歴史的社会的背景を

盛酌したから話し合った。Bioethicsの分科

会の中で話し合っている時には、日本人米国

人ということは余り問題とはならず、キリス

ト教徒の立場から、医学生の立場から、そし

て最終的に愛することと働くことを欲し、平

和左社会を求めている「同じ」人間としての

立場からというようにして倫理を話し合うこ

とかできたのだが、インターテーフ．ルでは日

米間の常識の隔たりが鮮明となった。とは言

え、日米間の社会通念の乖離が将来、漸減し

てゆくのでは左いかという感触を得たのも事

実である｡(特に堕胎に対する考え方は一致

する点が多かった。）実社会という文脈の中

に入れた時に顕著となる、日本人と米国人と

の間に横たわる生と死に関する了解期嬬は、

私達に国を越えたBioethiGs確立の難しさを

改めて教えてくれた。

最後に、「人間の尊厳を求めて」というテ

ーマとの関連から、この分科会を描いてみよ

う。「人間」とは何か？「尊厳」とは何か

？ 極言してしまえば、Bioethicsはその二

つの問いを考えることに他ならない。受精時、

受精後三カ月、六カ月、出産時、出産後三日

等々、いつからひとつの生命を「人間」とし

て扱うか、堕胎や重症奇形児の安楽死につい

ての論議の際には、これか大問題と左ったo

また、人間はいつから人間ではなく承るのか

？ 社会的死の時か、心理的死 生物的死、

脳死、植物人間への転落の時か？ これらに

ついても、安楽死討議の折に、長い時間を割

かざるを得なかった。更に、「尊厳」につい

てはどのようなコンセンサスが得られるだろ

うか。植物人間になったら「尊厳死」を望む

という人がいるかと思えば、いか承る苦悩や

困難な状況にも耐えて生きぬくことこそが、

人間の「尊厳」だという人もいる。同じ言葉

も使う人の立場如何んで、全く反対の意見に

利用されるというのが事実である。蓋し、

Bioethics的な問題へのアブ・ローチの仕方は、

人間の尊厳というものの輪郭を明らかにする

ために優れた試金石の役割を果たすものであ

った。

Bi"thicsというものか、死者のためでは

なく生者のための倫理である以上、生存の保

証か得られなければお話にならない。シンポ

ジウムで扱われた「平和」そして「第三世界」

も、その意味ではBioethicsの領域外のもの

ではない。戦争は端的に人間の生存の否定で

あり、第三世界の人々を悩在せている飢餓と

貧困は生存への脅威以外の何物でもない。人

間の尊厳のベースラインは、即ち、人間の生

存を求めるということになる。生存のために

は平和が必要であり、物質的にも精神的にも

豊か左社会か必要である。そのためにこそ、

教育や資源・環境、経済・国際関係等といつ
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「ライフサイエンス」の参加者

筆者は左端

た分科会で扱ったテーマに対する検討が必須

となっている｡Bioethi℃sの分科会は、特に

「生存」の境界領域にある事例を取り上げた

と言える。それらの問題は勿論、短期間の話

し合いによって基本的な合意さえ得るのが不

可能であったし、また話し合いの中でも私達

は幾度か、「結論は得られ左いにしる意見を

交換することに意義を認めよう」と確認し合

っては、議論を続けてゆくのがやっとだった。

ただし、生存への讃歌という点では私達七人

の意見は一致していたと言え為生と死につ

いて話し合うことは、人種や国籍を離れたあ

る意味での裸の人間の付き合いを引き起こし、

私達七人は終始極めて友愛に溢れた関係を楽

しむことができたのだから。－人間の尊厳

のセカント・ステップ.は、そうした友情や愛情

の中に生きることであろう。人間は、犬や猫

では左い。単なる生存とその維持ならば、人

間以外の動物達の方が成功しているとさえ思

われる。しかし、人間は友情や愛情の中に生

きることを欲する。人間の尊厳も、それらな

しには確立し得ないだろう。堕胎や安楽死と

いった問題が複雑になるのも、対象である人

間への愛情を断ち切ることが（特に当事者や

家族にとって）困難だからであろう。

人間の尊厳を実現するためのサート・ステッ

プは、一言で表現すれば労働（奉仕）に存る。

生と愛とを具体的に保証する社会（世界）を

建設するためには、全ての人間かその能力を

十分に活かして働かなくてはならない。その

社会に於いてこそ、生存、愛情、個性の実現

といった、人間の尊厳の基本が達成されるだ

ろう。分科会のメンバーのうち五名は、医学

部または医学進学課程のものであり、残り二

名の者も含めて、将来私達の手にする仕事の

遂行に於いて、Bioethicsの理念を生かすよ

うに努めることだろう。（蛇足になるが、労

働を失うことが人間の社会的な死、愛を失う

ことは心理的な死、そして生存を失うことが

生物的な死に、それぞれ対応している｡)

かつてデカルトは、「我思う、故に我在り」

という命題から懐疑論を打破し、新しい哲学
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けてゆくことだろう。そのトッブバッターと

して、日本側のメンバーである赤津さんが、

第35回JASC実行委員に選出され、Bio－

ethicsテープ．ルをコーディネイトするとい

う。来年のBi"thicsテーブルを彼女が一層

実り豊か蔵ものにするということを私達は確

信している。

最後に、この分科会を担当した日米双方の

コーディネイタ－（二人とも極度に忙しい中

で、最高の場を提供してくれた）、並びにイ

ンターテーブル、フィールト・トリップの際に

御世話して下さった全ての方々に感謝の意を

表明して、この報告の結びとしたい。

を打ち立てようとした。同様にBioethiesは、

「人間の生存は絶対的善（目的）である」と

いう命題から新しい倫理を現在模索している。

今回の学生会議に於いては、遺伝子工学や癌

宣告などについて、私達の意見は大きな隔た

りを残した玄を終会した。しかし、それは決

して不都合なことではない。人間は死ぬとい

うこと（死を考えることは、己れの生を真剣

に生きることにつながる）、人間は愛すると

いうこと、人間は働くということ、それらを

了解し、再確認した七人は、各自の人生の中

で、この分科会での討論を活かしてゆくだろ

うし、これからも人間の尊厳について考え続

文 化 と 伝 統

関西学院大学4年 英米文学

樋 口 尚 子

TeresaSt.Martin-Cress

-日米文化類型学

BethRohde－人間の空間使用について

大三輪洋子一国際企業における日米コミュ

ニケーションギャップ

渡辺香弥子一反核運動の文化的相違

以下、野外研修、討論、そして、会議前後

2回に渡って行なわれたアンケートの結果の

概要である。

I 野外研修

1)Dr.Szaleyとの対談

私達のテーブルは、ワシントンDCで行な

われた、InstituteofIntercultural

mmnunicationO,Dr.Szaleyを招いて

の、相互理解の為の異文化の正しい認識に関

日米両国間は、政治、経済面で様々な問題

を抱えている。それらは、多少なりとも、背

景に存する国独自の思考形式一文化一に影響

された結果生じたものであり、それゆえに解

決が困難になっている面もある。

「文化と伝統」は、その耐背景”を論ずる

分科会である。上記のことを考え、今回、私

達は、文化と国民性のつながり、異文化間交

流のあり方の把握に努めた。ペーパーの内容

は次の通りである。（発表順）

石津達也一真の相互理解とは

Sharimshin一日本の庭園

ScottScharer-1860年来の日米建築

樋口尚子一工地所有意識について

西芝久徳一言葉と文化の関連性
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するディスカッションから始まった。自身、

ハンガリー人であるDr.Szaleyが、異民族

間の文化的違いを数量的に把握する方法を紹

介した後 これに関係して、私達は、社会言

語学上の問題について活発に意見を交した。

同じ1つの単語から、異文化グループ・に属す

る人々が抱くイメージは、時として異なり、

これが相互理解をさをたげる要因たりうる、

というのである。この点は、その後のテーブ

ル討論の中で、私達力、しばしば、実際に体

験したことの1つであり、その意味で、Dr・

Szaleyとの討論は、「文化と伝統」のテー

プ・ル討論の、蚕たとない幕開けであったと言

えよう。

2)FreerGalleryofArt

(SmithsOnianlnstitution)

異文化に接することは、他の文化を理解す

る上で、ある意味では大きな意義を持つ。異

文化の理解の一環として、私達は、ワシント

ンDCで、スミソニアン・インスティチュー

ションの中の東洋博物館を訪れた。そこで、

アメリカ各地で日本の伝統文化を講義してこ

られた清水義明氏に、館内を案内して頂いた。

「美術館は、人々が可能なだけ多くの時間を

気楽に過ごせる場所、また、開いていなけれ

ば何の意味もない場所である。」との考えか

ら、清水氏は、一年中休みなしに美術館を開

放されており、館内には、随所に大きな安楽

いすをおかれたりしている。展示物は、日本

のようにガラスで覆われたりしていない。

をた、唯一人、表具師として一切の巻物、

掛物、屏風症どの修繕に従事しておられる方

に会い、その驚くべき技術と精神を、私達は

目のあたりにすることができた。

3）インディアン文化についての研究

私達は、DukeUniversityでの一日、

NorthCarolina州立、Conmissionof

IndianAffairsから、2人の講師(Sally

Migliore,LarryJanes)を招いて、アメリ

カインディアンについて学ぶ機会を得た。ス

ライドで、インディアンに関する一般的説明、

インディアン迫害の歴史を観た後、アメリカ

大陸各地に散らばる種々のインディアン、今

なお残る、インディアンと非インディアン間

の心理的・社会的壁、インディアン社会の問

題（閉鎖性、内部での軋礫、文化維持の困難

さ）についてQ&Aの形で説明していただい

た。それらを通して、私達は、インディアン

か独自の文化を持動xために、アメリカ社会

内で不利な立場に置かれているという現状を

知り、多文化共存の困難さを学んだ。

4）演劇｢TheDiningRoom」

アメリカ日常生活の一場面をかいを見るた

め、私達は、演劇「TheDiningRDom」

をニューヨークの小さな劇場で見ることにし

た。との卜・ラマはアメリカの様々左WASP

家庭を扱っており、ダイニングルームを舞台

に、6人の出演者が1シーンごとに違った場

面をこなしていった。その内容は、平和な家

庭の団らん、悦惚の老人をめく．る子供達の心

労、浮気など日本でも多く話題にのぼる事柄

ばかりで、それゆえに一層、アメリカ、日本

の日常生活における考え方を比較することが

容易であったように思われた。

5)ChinaTown

最後の野外研修として、ニューヨークの

ChinaTown見学を予定していた私達は、

ChinaTownのSeniorCitizens

CoalitionCenterの理事の方に案内をお
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合的に知ることがあるのではないだろうかと

いうことになった。

2）芸 術

国士面積の差という日米両国の決定的差異

が芸術にもたらす影響を、双方の造園技術と

建築様式にみた。それらを基に、次の2点が

主に話しあわれた。a)両文化の融合性につ

いて。日本技術を、その童まアメリカに導入

し得るかどうか。これは主に造園技術につい

て取り上げられた問題である。日本の造園技

術の観賞点か狭い空間をより広く見せる所に

あることを考えると、たとえ導入されたとし

ても、広い空間に慣れたアメリカ人の目には

日本技術の特質は、なかなか理解しがたいの

ではないだろうかという意見が主流であった。

b)文化の国民性への影響について。国民性

については、次の点でも話しあわれたことで

あるが、特に、芸術（建築）が与える影響を

みた。この場合、フ・ライバシーに対する考え

方の強弱が、建築が生み出した国民性の顕著

な例であると考えられ、その差異が話しあわ

願いしていた。しかし、との時期 日中間で

は、教科書記述問題が起こっており、China

Townの中国人の反日感情をあおることに左

るかもしれないとの危倶から、その方は案内

役を辞退された。問題をそれほど深く考えて

いなかった私達にとっては、か左りショッキ

ング蔵出来事であった。をた、異文化間交流

では、ある1つの問題が、すぐゞに、他の交流

部分にまで支障をきたすようになることを知

り、とても残念に思われた。

Ⅱ 討 論

l)総合テーマと「文化と伝統」の関連性

今回の学生会議の総合テーマは、相互理解

と全地球的協力である。分科会討論の最初に

私達は、JASCにおいて文化と伝統につい

て話しあう意義を総合テーマと絡めて考える

ことにした。相互理解は、言語、マスメディ

ア、政策などによって容易に妨げられる。こ

れら阻害要因は、文化が背景となって生み出

されるものである。すなわち、相互理解を進

める第1段階として、文化・伝統を深く、総

翼

鐸
識
鍛
灘
灘
癖
辮

，--？ －』凸11謡

「文化と伝統」の参加者

筆者は前列中央
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以前にアメリカへ行ったことのある日本人

36粥、日本に来たことのあるアメリカ人

76粥であることから考えて、日本のことを

普通以上に知っているアメリカ人が調査の対

象と塗ったことがわかる。また、今回の会議

がアメリカで開かれたことからも、その影響

は日本人側に大きく現われるのではと考えら

れた。実際、「アメリカという言葉から何を

連想するか」との問に対して、会議前では、

自由と答えた日本側が1/4を占めトップで

あったのに対し、会議後は広大という答えが

1位であった。アメリカという物理的影響が

かなり大きかったことがうかがえる。アメリ

カ人にも同様の質問を試みたが、会議前後と

も、まちまちの結果が出たのみである。▼そ

れでは、JASCという会議を通して、日本

人、アメリカ人が相手に対して抱く感情がど

う変化したかを見るため、国民性を表わす単

語12個のうちから相手の性格としてあては

まるものを選んでもらった。をた、自分たち

自身、どういう国民性であると考えているか

も調査するため、同様の選択肢から該当番号

を選んでもらった。その結果、日米双方共認

めた日本人、アメリカ人の特性は次の通りで

ある。日本人：勤勉礼儀正しい、平和友好

的。アメリカ人：実際的、寛大、勇敢。相違

点として、アメリカ人の半数近くが、日本人

は実際的であると答えているのに、日本人自

身は、ほとんどの人がそうだとは考えておら

ず45名中3名しか選んでいなかった。果して、

JASC日本人メンバーの何が、アメリカ側

に実際的だと写ったのだろうか。この質問で、

会議前後で変化が見られた点は、お互いに相

手をより平和友好的であると認めた点である。

特に、日本側では、アメリカ人を平和友好的

れた。

3）国民性と社会

私達の討論の流れは3つのポイントに分け

られる。a)国民性の分規，'垂直・水平”

徹合わせ・選び”碗親密さと距離の度合い”

などの尺度を用い、国民性を理論的に区別し

実例をあげてみた。例えば、日本社会の年功

序列制とアメリカ社会の能力選抜制などであ

る｡これに関するペーパーはすべてアメリカ

側から提出され、話しあいは、日本側カヘそ

れらに対して、実例を挙げてサポートすると

いう形で進められた。b)国民性の形成過程。

歴史的側面と言語的側面からの解釈を試みた。

歴史的解釈の場合は、土地執着の度合いの差

という国民性の一つを捉え、宗教、政策など

の要因を比較検討した。言語的解釈は、敬語

の有無と影響、単語の裏の意味、友人間の呼

称を考えることによって行なった。c)case

study・国民性か違うと社会活動にどのよう

な差を生ずるか2つのcasestu町を行って

みたo1つは、在日外資系企業内での意思決

定方法の差で、もう1つは、反核運動に参加

する際の意志決定の差である。テープ・ルの最

終段階と言うこともあって、ペーパーの内容

に従うだけでなく、異文化間交流全般を主に

考えてみた。テープ・ルの性格上、確固たる結

論を出すことは不可能ではあったが、異文化

間交流に対する問題意識を持つ姿勢をかなり

養えたのではと思う。

Ⅲ アンケート結果

日米学生の対米対日意識が、JASCを通

してどう変化したかを調査するため、会議の

前後2回に渡ってアンケートを実施した。主

な質問と結果は以下の通りである。（回収率、

日本側100妬、アメリカ側55%)
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ことを、もう少し考慮に入れて質問を考える

べきであった。そうで履ければ、会議前後の

意識差を知ることは不可能に近い。と、反省

か、かなりの部分を占めるアンケートであっ

た。しかし、少しではあるが、対日対米意識

の変化をうかがえる部分がある。例えば､日

本人のもつアメリカ人観の変化である。私個

人についてみても、今回のJASC参加の一

番の糧は私自身のアメリカ人観か大きく塗り

変えられたことだと思っている。これをでに

書物、テレビで得た徹個人主義”云々の皮相

的知識が形成したアメリカ人像が徐々にくず

されたのだった。会議後のアンケートで、私

は、何も迷わず平和友好的をアメリカ人の国

民性として選んだのだが、日本側参加者の多

数の人が、同じ意見を持っていることを、こ

のアンケート結果から知ることができた｡そ

して、改めて、JASCという国際交流プロ

グラムの持つ意義を実感したのである。

Ⅳ 会議を終えて

異文化間交流の際、相手の国民性を理解す

ることが重要であると言われ、様々左方法が

考えられている。例えば、多くの日本人、日

本社会研究の書物が述べるような尺度を用い

て分類を試みるのも1つであるし、何か1つ

の差異を挙げ、それの形成過程を比較検討す

ることからも国民性は容易に察せられる。つ

在り、国民性（文化、社会）を形成する要因

は数限りなく存在するのであるoそして、そ

れら諸要因が混合し、影響を及ぼしあうこと

によって国独自の価値基準が形成される。こ

のような価値基準同士がぶつかりあうのが異

文化間交流であるが、その場合、果して単に

相手がどのような国民であるかを知るだけで

交流が完壁に行なわれ得るのだろうか。今回

であるとした人が倍増していた。▼その他の

質問と解答を列挙しておく。

対日本人

oアメリカを好きな理由

友好的、大らか、自由、率直

○アメリカの印象

豊かな物質、貧富の差の激しさ、軍事

力、科学技術の発達、民主的

oアメリカを知る情報源

新聞、雑誌 本 テレビ（ニュース、

NHK特集、本多勝一他のアメIノカに

関する書籍）

oアメ'ノカの著名人

ライシャワー教授、エズラーボーケル

氏、歴代大統領マンスフィールド駐

日大使

対アメリカ人

○日本を好きな理由

経済的成功、文化伝統の維持、適応性

○日本の印象

外から学ぶ姿勢や文化に対する賞賛

○日本を知る情報源

日本での経験、友人、本、(Jdpq,"

α8/ml,TheJapcfzese、夏目漱石、

三島由紀夫）

o日本の著名人

田中元首相、三菱(?k王貞治

あ費り成果がなかったのではと集計しつつ

考えた。日本滞在経験かある為、日本につい

てかなりの固定観念をもっているアメリカ人

に対して行なうアンケートとしては質問内容

があをりにも大童か、単純すぎたようである。

しかも、場所はアメリカなのだから、アメリ

カ人か日本観を変えるとしたら、その原因は

唯-JASC日本人参加者のみである。その
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私達が話しあいを持ったのは、日立、三菱ス

パイ事件の直後であり、日本の社会構造を説

明する際に、私達日本人側は、できるだけ日

本社会の特質、社会の中（特に企業内）での

人間の変容ぶりを、アメリカ側に理解しても

らうように努めた。アメリカ側も、それら日

本人の行動を納得はした。しかし、根本的な

部分でstrangeという印象をぬぐい去れ底い

でいたようである。同じことが、日本側から

アメリカ側への印象についても言える。

異文化間交流は、自国の基準だけでもって

相手と接しては成立しないと考えられている。

今回の会議を通して私達が認識したことは、

そのような考えの肯定というよりはむしろ、

上記のよう左多くの要因か作りあげた価値基

準を一体どの程度とり除き、どの程度、相手

の価値基準に従って理解を深めることができ

るのかということであった。相手の行動を納

得するのは容易だが、その行動を評価する段

階では、やはり、自分達の価値基準を使うの

は必至である。しかし、そうしている限り相

手の行動に関してstrangeな感情が残ること

は否め症い。そのような状態が果して真の異

文化理解、交流と言えるのかどうか、会議が

終った今でも、私達は思案中である。問題意

識を持つことは大切である｡JASCで得た、

この問いに対する答えを、これからの生活の

中で、少しずつ見出してゆこうと考えている。

と 社

奉閂 今云

教

大阪大学4年 英語学

河 合 雅 美

間の尊厳」観などが話し合いの中心と左り、

お互いの持つイメージを確認し合うことがで

き蚕した。最初、日本語の「尊厳」と、英語

の「Integrity」では、ややニュアンスが違う

のではないか、という議論もあり玄したが、

最終的には、私達力誇っている概念そのもの

は、それ程違わないということに落ち着きま

した。「尊厳」という言葉は、非常に抽象的

で、各々とらえ方に多少の違いもありをした

が、分科会としては、これを「節義・完全性

。一体性・権利・良心・内面性」を意味する

ものととらえ、･人間の尊厳のための教育とは、

「単に知識を詰め込むだけでなく、節義・完

全性・一体性・権利・良心・内面性を兼ね備

1982年夏－このとき程、日本の教育が

国際的な舞台でクローズアップされたことは、

かつてなかったのではないでしょうか。日本

の教科書問題か、中国や韓国を相手に、大き

な外交問題に蚤で発展したのと時を同じくし

て、私達日米の学生9人が、教育と社会の関

わりについて話し合ったということは、全く

偶然とは言え、玄さにﾀｲﾑﾘｰなものであ

ったと言えをしよう。

私達は、総合テーマに即して、私達の分科

会独自の「人間の尊厳確立のための教育とは」

というサブテーマを設け、分科会討論の最初

の時間をつかい、総合テーマについて話し合

いました。ここでは、私達の持っている「人
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えた人間を育てあげることを目的とするもの」

と考えることにしました。ともすれば総合テ

ーマが忘れられがちな分科会討論の場で、こ

ういった機会が持てたことは非常によかった

と思います。

また、単にお互いの国の教育制度を知らな

いことによって生じる誤解をできるだけ避け

るために、各々のベーパーの議論に入る前に、

質疑応答形式で、互いの国の教育制度を概観

し玄した。

き、をた逆に日本人は、アメリカ人が思って

いた程開放的でないことにびっくりしたよう

でした。

2）教科書問題 大浦真裕美

私達がアメリカで、日本の教科書の検定に

ついて議論をしていたときに、この日本の教

科書をめく．って、国際世論が湧いていたわけ

ですが、実は私達は、日本に帰る蚤でほとん

どそのことを知りをせんでした。これはある

意味ではJASCの矛盾とも言えることです

が、会議期間中、私達は世の中の出来事に疎

くなる傾向があります。日本の教科書問題な

どはアメリカではそれ程重要視されていなか

ったせいもあって、た室にアメリカの雑誌の

片隅に日本の教科書に関する記述を見つけて

も、おや、どうしてこんなことが今頃アメリ

カの雑誌に載っているのかしらと思う程度で

した。日本へ帰ってきてから新聞などを見て、

へえ、随分と問題になっていたのだなあ、と

驚いた仕末です。こん左具合でしたから、せ

っかく教科書問題をとりあげたにもかかわら

ず、日本で問題に左っていたようなことには

ほとんど触れず、教科書検定に見られるよう

な政府の教育統制の在り方や望をしい教科書

の在り方などについての総論的な話が中心と

なりをした。中国や韓国の、日本の教科書書

き換えに対する抗議などについて知っていた

らどん症議論になっていただろうかと、少々

残念な気がしないでもありません。しかし、

ここで行なわれた議論は、フィールト・トリッ

プ先の教育省での議論につながり、大変有意

義なものでした。

3）日本の学歴社会 SusanHsterczyk

Susanは高校時代日本に一年間いたことが

あり、その時の経験をもとに日本の学歴社会

I 教育と国内社会

1）性教育 KarenHata

性教育において、よく問題にされることは

「何を」「誰が」「どのようにして」教える

べきかということです。私達の議論の中では、

「何を」教えるべきかという点で、生物学的

な面を中心に教えるべきか、あるいは道徳的

な側面を含め教えるべきかということが問題

となり蚕した。私達が今まで受けてきた性教

育をふり返るならば、圧倒的に前者が中心で

した。性道徳の荒廃か青少年の間に誉で広が

ってきたと言われる現代社会においては、道

徳的な側面を教える必要性が高まっていると

言えをしよう。しかしこれを学校で教えると

なると、教師に相当の負担がかかります。道

徳的な面は、両親が家庭で教えるべきではな

いかという意見も出玄した。しかし、おもし

ろいことに、私達の中で両親から性について

の話を聞いたことがあったのは、高校生にな

った時、自分から両親に、性に関する質問を

したというSusanだけでした。

話は性教育から更に発展して、互いの性に

対する考え方にまで及びをしたが、アメリカ

人は、日本人が意外に開放的であることに驚
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「教育と社会」の参加者

筆者は左から3人目

を鋭く分析していきました。彼女は日本国憲 いった感じで、日本の授業のように、統制が
● ● ● ● ● ● ● ●

法に「その能力に応じて、ひとしく教育を受 とれていないの忙驚かされ注した。アメリカ

ける権利を有する」とあることをとりあげ、 の個人主義日本の全体主義、とよく言われ

日本では、すでに学歴による不平等を認めて をすが、その差は学校に、歴然とあらわれて

いると指摘し注した。普段、日本国憲法の記 いたように思います。

述などを注意して読んでいない私達には、や 4）アメリカの統一テスト BeverlyCIBn

や意表をつかれた思いでした。 日本とはか症り様子は違いをすが、アメリ

話は、学歴社会に子供達を組み込んでいく 力にも入学試験はあります。最も一般的なの

受験体制へと進み、日本の学校にみられる、 カヘSATと呼ばれるものですが、これらの

画一的傾向の問題へと及び蚕した。制服やホ StandarlizedTest，統一テストは、大学で

一ムルームの在り方等に見られる全体主義的 勉強するのに最低限必要左学力を持ちあわせ

左傾向に対し、生徒の個性を損うものである ているかを見るものです。このテストだけで、

との批判が出る一方、こういった教育の中か 大学が決まるわけでもありをせんし、をた、

らこそ、社会全体のことを考えて行動すると 年に何度も受験でき、TOEFLのよう左性

とのできる人間が育つのであり、ある意味で 格のものです。とは言っても、これらのテス

は、日本の経済発展もこういった教育に負う 卜に対しても、ベーパーテストだけで学力を

ところが大きいのでは左いかといった反対意 計ることはでき左いとか、金持ちで社会環境

見も出され萱した。 のよい子供達に有利である、などといった日

フィールト・・トリップ.で、高校の夏期補習 本の入学試験に対するのと同様の批判がなさ

授業を見学したのですが、日本の学校と較べ れてい宣す。しかし、入学制度そのものの違

ると、生徒が各々好きなようにやっていると い、また国民性の違いなどもあって、日本で
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「受験地獄」といわれるような現象は、アメ

リカではあまり見られないようです。

5）生涯教育 佐敷尚子

教育を、学校教育の中だけでとらえるので

左〈、より広い社会教育といった観点からと

らえなければならないとしてとりあげられた

のが、この生涯教育です。生涯教育とは、具

体的には、アメリカのコミュニティー・カレ

ッジ、イギリスのオープン・ユニバシティー、

日本の放送大学などによって行なわれる社会

人教育を指し、広義には種々の文化講座丘ど

も含蚕れをす。教育を受ける権利は、生涯保

障されるべきであり、そのために生涯教育を

より推進するための行政努力か左されるべき

であるという主張に対し、社会に出てからも

勉強を続けるかどうかということは、帝|膣や

施設の問題ではなく、個人の意識の問題で、

本人さえその気になれば現状でも十分教育を

うける機会はあるのではないか、といった議

論がなされ蚕した。

かしていない。これでは子供達に無力感を植

えつけるばかり。もっと事実を系統立てて教

えるべきではないか。」「いや、子供達には、

まず感情にうったえて平和を願う気持ちを育

てることか重要。国際関係の平和理論のよう

なことを教えてもムダ。」「平和教育は単に

反戦争というだけでなく、より広く国際理解

教育に萱で広げていくべき。」等々、案の条、

議論は白熱し蚕したが、よく注意して見てい

ると、必死で発言しているのは日本人ばかり

なのです。実はこれと全く逆の状況に、後述

する民族アイデンティティーの話し合いにお

いてなったのですが、日米の、関心、問題意

識の違いか、このように、発言し左い、とい

う形をとって表われたのは、私にとっては非

常におもしろい発見でした。

7）民族アイデンティティー形成教育

河合雅美

民族のアイデンティティーとは何か。そし

て、その形成のために教育は何を蔵し得るの

か。これがとの問題のテーマでした。これを

探るために、ケーススタディーとして、日本

人海外帰国子女、在日朝鮮人、アフロアメリ

カンの場合がとりあげられ、それぞれの場合

における民族意識 民族アイデンティティー

の形成過程が分析されをした。しかし、こう

いったケーススタディーを待つ蚕でもなく、

私達の分科会には、帰国子女か2名、日系ア

メリカ人、ポーラント・系アメリカ人、中国系

アメリカ人がそれぞれ1名ずつおり、各人の

考える民族アイデンティティーということを

中心に議論はすすみました。日系のKaren

は、「私はアメリカ人でもなく、日本人でも

ない。日系アメリカ人だ。」と言いきり、帰

国子女で、日本に10年、アメリカに10年

Ⅱ 教育と国際社会

1）平和教育 高橋 勤

五月の合同合宿のときのことでしたが、平

和シンポジウム担当係の顔ぶれを見回してみ

て、私達の分科会のメンバー全員か入ってい

るのに鷺いたことがあり費した。会議がはじ

誉ってからの平和宣言文を考える話し合いの

場でも、教育と社会テープ・ルの日本人参加者

はほとんど残っていたようでした。このよう

に日本人側は特に「平和」に関心のある人が

多い分科会でしたので、平和教育の討論は、

さぞかしヒートするであろうと期待していを

した。「現状の平和教育は映画や写真などに

よって戦争の悲惨さを感情的に訴えることし
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住んできたKeikoは、「私はアメリカ人のよ

いところと日本人のよいところを吸収できれ

ばよいと思っている」と述べました。日本に

生れ、まわりには日本人しかいない環境で育

つ日本人とは違い、アメリカ人は、毎日「自

分は何なのか」という問題に直面しています。

そういった彼らの内面を知ることは、アメリ

カを理解するうえで大変大き左問題であると

感じさせられました。

8）アメリカ在住日本人学生

KeikoNakamura

先に帰国子女がとりあげられたのに対し、

今度は、アメリカの日本人にスポットがあて

られをした。アメリカの日本人は、短期の留

学生にしろ、アメリカで生れ育ったような日

本人にしろ、かなりの程度アメリカ社会に溶

け込むことが可能ですし、彼ら自身もアメリ

カ社会に同化しようと努力し在す。その意味

では、アメリカ社会は多様性に富み、開放的

であると言えるかもしれ童せん。しかし、ア

メリカ社会は、深入りすればする程、今度は

根深い人種差別の問題に直面するようです。

逆に日本のアメリカ人ですが、一つには彼ら

のほとんどが軍の関係で日本に来ているため、

彼ら自身日本社会にあをり入っていこうとし

ませんし、日本社会そのものも、彼らを受け

入れる体制が整ってい室せん。中には、日本

に長い間滞在し、日本社会に溶け込もうと努

めるアメIノカ人もいますが 彼らがどんなに

努力し、日本人的になっても、日本社会は、

結局彼らを「ガイジン」として扱い、決して

受け入れようとしをせん。いわゆる異文化間

教育を考えるとき、こういった社会そのもの

の特質といったことを無視することができな

いということか言えをしよう。

9）政治的社会化と政治教育 広里恭史

広里氏カー通り発表を終えたあと、皆ウー

ンと頭をかかえこんでしまいをした。今をで

の議論が比較的具体的であったのに対して、

彼の発表はきわめて抽象的で、高度な国際関

係論と教育理論にもとづいていたからです。

玄ず「政治的社会化」とは何を意味するのか、

というところから討論がはじ蚤りました。

社会化とは社会での個人の役割を学ぶこと

であり、従って「政治的社会化」とは、政治

の中における個人の役割を身につけるのに必

要な知識や態度を学ぶ過程を指し戎す。政治

教育を、このような政治的社会化のための教

育と考えるとき、単に社会科の授業などだけ

でなく、学級会の討論等も、広義の政治教育

ということができるでしょう。また、テレビ、

ラジオ等、マスコミの果たす役割も見逃すこ

とはできをせん。

従来の政治教育は、国内社会に中心を置い

たものでした。しかし、これからの国際社会

を考えるにあたって、この政治教育の果たす

べき役割は大きなものだと言えましょう。こ

れからの政治教育は、いわば「国際的社会化」

を目指したもので左ければならないと思いを

す。

最後に、私達は、教育の場としてのJAS

Cに言及し、私達がJASCで経験し、得た

ことのすべてが、私達の「国際的社会化」に

大いに役立っている、とJASCの意義を再

認識し、すべての分科会討論を終了しました。
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エネルギー・資源・環境

聖心女子大学2年 英語英文科

山 本 恵 子

と様相が異なる。

l)エネルギーの90兜を輸入し石油の99_8%

を輸入している日本に対し、米国はエ

ネルギーの20冊、石油の45筋の輸入に

留玄っている。中東からの日本の石油輸入

は4分の3、アメリカは4分の1である。

2）日本の石油資源は皆無、石炭等潜在的エ

ネルギー源の存在が微少に対し、米国は石

炭、ウラニウム、天然ガス等国産エネルギ

ー資源が豊富である。

3）日本では石油がエネルギー供給の4分の

3を占めているのに比し、米国では2分の

1弱を占めているに過ぎない。

4）エネルギー消費に占める産業部門の比率

では日本が米国を大幅に上回っている。

（日本556筋、米国303易）

又、家庭・商業部門における1人当たりの

エネルギー消費量はアメリカの4分の1以

下である。

5）日本の人口1人当たりのエネルギー消費

は米国の3分の1、GNP単位当たり消費

は2分の1以下である。

以上のように先ず需給関係での日米の基本的

相異のポイントを押さえた。両国が選択し得

る行動の観点からみるとこれらの差異は大き

いものではあるが、石油枯渇に対する脆弱性

は双方とも同じである。代替エネルギー、エ

ネルギー消費効率の増進（節約）、国内資源

利用の促進、海外供給源の多様化等様々な計

地球資源有限性が叫ばれ、適性価格でのエ

ネルギー安定供給源確保の促進が今後の経済

成長等全てを決定づける時代に我々は生きて

いる。様々な問題に直面し、提起されること

が予想される将来にかけて、エネルギー安全

保障や有効利用への影響という観点に立った

エネルギー面での国際協力は最重要課題であ

る。我々の分科会では、各自の問題提起後、

ペーパーを中心とした討論と野外研修を織り

込みながら全体的に把握した上で、問題を掘

り下げていった。現時点では直接解決につな

がらなくとも国際的視野に立った将来展望の

必要性を痛感する活発な意見交換もあり、有

意義な討議であったことを報告する。

TimothySullivan-エネルギーの現状と環

境

Lucillelto －省エネルギー政策

BrianBray 一生活水準とその質

LaurieFYeeman -エネルギー安全政策と

理解

藤井 真 一南北のエネルギー問題

下川真樹太 一エネルギーと資源の公

平かつ効率的な分配の

為の国際協力について

山本 恵子 一今日のエネルギーと原

子力問題

I 日米エネルギー構造の比較

日米両国のエネルギー状況は多角的に観る
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画が実施されてきたカヘ国内事情の差異によ

る日米両国の重点の置き方、国産エネルギー

資源の量によるエネルギー事情の枠組みでの

根本的差異は存続している。

いる。これらに対する分科会の討論は、短期

的にいえば平和的利用の上での原子力が必要

であろうが長期的にみて原子力エネルギー利

用基準、核拡散問題の再検討の必要性は両国

にとって大きく、長期的視野において水力、

地熱、太陽エネルギーの諸技術に対する指導

国としての立場をとっていくべきであるとい

う結論に達した。

Ⅱ エネルギー危機の見方

1982年5月の通産省の発表によると、

同時期董での原油需要価格は世界的石油供給

過多により落ちている。米国市場で1日140

万バレル石油需要が減少、日本は本年4月

現在、昨年比較25．8錫減少している。産油

国は、需給状態から見て1バレル34卜・ルの

価格基準を保ち続けている。一方、北海、ア

マゾン、南米の油田開発の可能性が見込まれ

ているものの､資源生産の限界により、2030

年には日本の石油依存度ゼロになる見通

しが大きい。これらに対し新エネルギー政策

の展開は危急の問題である。

V 安全供給体制と国際協力

我々は米国エネルギー省を訪問し、他のエ

ネルギー源への移行が十分達成される迄は石

油が主要エネルギー源であり、その供給は向

こう10年間は可能であるとの再確認を得た。

アメリカ自身、供給力に限界のある世界石油

市場からの輸入を続けている現状では、緊急

時日本に対し、石油供給の安全保障の為に独

自で行ない得る事はない。供給混乱に対処す

る為には主要消費国による多国間取決めの確

立と実施により構成される国際エネルギー機

関があたり、その役割は増進しつつある。10

年の短期間で消費を極力減少させ、石油代

替燃料の開発を促進しながら自立体制を固定

させ、日米両政府間レベルの全ての機関が一

貫性のある行動をとらなければ左ら左い･

自由世界の二大先進工業国として日米両国

は経済的、社会的利害関係で大きな共通点を

持っている。世界的エネルギー問題は先進T

業諸国の経済に大きな影響を及ぼしている力､

その影響は発展の初期の段階にある国々の方

がより深刻である。東南アジアの－部の諸国

ではその発展の為の大量のエネルギーの必要

性か増大しているにもかかわらず大幅に高騰

したエネルギー代金を支払う余裕がなくなっ

ているのが現状である。日米両国等主要エネ

Ⅲ エネルギー多様化の時代

1990年代から21世紀初期の石油枯渇

に備え、石油時代と無尽蔵エネルギー時代の

過渡期の谷間を原子力で埋め、新エネルギー

開発促進が我が国の緊急目標である。日本の

原子力発電体制がこれ童での米国依存時代か

ら脱却したことから2000年には原発百基

時代（現在の5倍）を迎えるに備え安全性と

信頼性の向上を最大の眼目とした原子力発電

高度化の長期ビジョンと基無轄備作りに取り

組む必要性が増大した。コストの安価な原子

力だが核アレルギーは依然根強い。原子力世

界第1位の米国は2000年をでに今の4倍

に拡大させる構想でレーガン政権は政府の民

間活動への介入を極力少なくし、自由市場の

メカニズムを最大限機能させる方針をとって
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ルギー消費国による、自らのエネルギー消費

削減の実施は開発途上国にとって恩恵と左る。

日米はその規模と影響力の故に、同盟諸国間

だけでなく、産油諸国との間にも建設的対話

関係を推進する責任を負っている。さらに、

双方共発展途上世界との関係で主導的役割を

果たし、開発途上国におけるエネルギー生産

の為の投資を促進していかなければならない。

米国は国内産より安価な石油輸入が増大しつ

つありこのような状態を契機として1985

年に向けてエネルギー需要の伸びを年率2妬

以下に押え、ガソリン消費の削減、戦略的石

油備蓄への計画の実行に力を注いでいる。あ

る意味で手早く対応出来る省資源には限界が

あるが、これらの政策への国民の個人レベル

の関心の積み重ねは代替エネルギーまでの消

費減に向けて大きく貢献することに癒るだろ

局
／0Ⅵ 省エネルギー政策

第1次石油危機以来、日米共、冷暖房温度

の調整 マイカーの使用の自粛など産業、民

生、輸送の各分野において節約運動、省エネ

ルギー投資の際の助成などの優遇措置等の国

の政策による誘導が大きく貢献している。日

本政府は、エネルギー使用の節約促進策、産

業の省エネルギー設備投資の助成策さらに新

規の省エネルギー技術開発の体制整備を石油

消費節約効果のテコとしている。その一環と

して節約目標を掲げ、1982年度は2500

万K必と前年比57妬伸びを見込んでいる。

Ⅷ 環境問題

エネルギーと環境保全はトレート・・オフの

連鎖関係により結びついている。我々はフィ

ールト・トリップ．としてワシントンのRFF

(ResourcesfortheFuture)を訪ね、環

境の質とエネルギー政策研究を進めるにあた

り、データや情報収集により、資源･環境を

地球的視野でみた上で相互関係を深めていく

ことを中心課題としていることを知った。又、

後日、ノースカロライナ州の環境保全局から

「エネルギー・資源・環境」の参加者

筆者は右から3人目
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講師を招き科学的、生物学的に環境の人体へ

の影響の研究か推進されている現状を聞き意

を強くした。

米国側は、石油輸送事故による汚染、炭鉱

作業による土地の廃地化、原子力発電所事故

の際の対処方法及び生態学的に見た安全性等

の問題提起を行ない、併せて海洋、風力等の

クリーンエネルギーに向けて研究、開発を進

めることを主張していた。日本側は1970

年代初期の公害問題から環境基準が厳しく強

化された為国内汚染の広がりは急減した一方

で、日本企業の発展途上国進出により一部で

は公害輸出問題が起こっていることを紹介し

た。

さらに環境面における南北問題として現在

より注目を換起すべき点として砂漠化と森林

破壊が挙げられる。19世紀初期の35億ヘ

クタールの熱帯樹林が現在約25億ヘクター

ルに減少し、地球上から毎分10ヘクタール

の森林が消滅している。この速度が続くと、

21世紀初頭には地球の砂漠は現在の20筋も

拡大すると予測される。人口の食糧確保の為

の焼き畑農業と薪伐採により森林が失われ、

拡大砂漠による難民流出という地球的社会問

題に萱で及びかねない。木材需要の7割を輸

入に依存している日本の責任として、米国の

技術も含め、成長の早い樹木の品質改良など

で造林に尽くしていく必要性かある。家庭用

の木材に焦点を絞った時、南側の石油の需要

も考慮に入れながら新エネルギーに力を注い

でいくという案も出た。これらの点で環境問

題をもう一度、根本から見直すという視点か

ら出発し増大を続ける人工物質と、エネルギ

ーの流れと自然の営みを支えているエネルギ

ー循環を追究し、自然の活力を活かしつつ、

エネルギー資源の流れを多面的に管理してい

くという構想は新鮮なものであった。日米両

国ともに国際的な義務感を持って、環境分野

における南北問題解決への道を開くべきであ

るということで意見の一致を見た。

Ⅷ 結 語

アメリカの日常生活と社会を現実に見、自

分達も生活し宏から話し合いを進行させてい

ったがアメリカの広大さにより米国人が資源

や省エネルギーに対する実感と実際行動が薄

れがちに左るという意見にも大きくう左ずけ

られた。その点日本はエネルギー危機に対す

る表面的意識は強くても本当に国民の全てに

注でその深刻さが浸透しきっていない点も痛

感される所である。両国にとり、短期的な供

給混乱に備える一方で、長期的に新エネルギ

ーを研究し、実用化に向けていくべきである。

少蔵〈とも我々の手でGlobalCrisisを回避

し得る事は、あらゆるレベルでの情報、意見

交換や人的交流を強化しながら、省エネルギ

ーを心力輔ることであろう。人類の発展、環

境、経済発展は決して一国家という枠組みに

分離出来症い共通した関連性の上に立ってい

る。一国に焦点を当てるばかりで左〈地球的

命題が明示されるべきである。個人レベルで

の資源・エネルギー・環境問題に取り組む姿

勢の重要性を拡げていくことは我々JASC

メンバーの今後の使命であろう。
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科学技術と社会
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現代はハイ・テクノロジーの時代だと言わ

れる。我々が新技術からうける恩恵は絶大な

ものである。しかし一方では、この新技術革

新の中にあって、人類は科学技術を正しく使

いと荘せ症いでいるのが現状である。それは、

公害、職場における人間疎外、巨大軍事力の

脅威、管理化社会到来の可能性左どの社会問

題としてクローズ・アップされてきている。

また、発展途上国を中心とする適正技術問題

は、｜日来の科学技術のあり方についても再考

を求めている。

我々が日米学生会議において「科学技術と

社会」分科会を設けたことは、こうした時代

背景ゆえに大きな意味をもつ。討議は、各人

か興味のある分野について作成した論文を中

心にすすめられた。一貫したテーマなどは特

に設け危かったが、広範囲にわたって自由左

討論のできたのは有益だった。

この問題を扱う場合の視点を私の考えに従

って列挙すれば、① 科学技術の社会におけ

る理想的位置づけ、② どの分野をいかなる

方法で開発するか？ ③ その際の決定権は

だれが握るか？ ④ 決定権をうまく実現す

るための社会的機構 ⑤ 現状はどう筬って

いるか？ ⑥ 現状のどこをどう改変するか

？ ⑦ 改変のための具体的方策は？時間

の都合もあって全てを網羅することはでき荘

かつたが、我々はできるだけ多くの視点をも

りこもうと努力した。以下、トピック別に討

論内容を簡単にまとめることにする。

I 日米技術移転問題（問題提起:BradIh11)

日本の戦後の技術進歩を支えたのは欧米諸

国からの技術移転であり、政府の努力・教育

レベルの高さ・技術者交流の促進等がこれを

支えた。最近の米国企業は経営難に落ち入り、

R&D費に充分投資でき左いのか現状である。

今こそ、従来の米国→日本という一方的荘技

術移転の図式を改め、日本企業・政府が新技

術の開発の責任の一端を担うべき時期であり、

それが長期的には日米両国の利益となるであ

ろう。

Ⅱ核兵器問題（問題提起：渡辺聰明）

近年の核兵器の命中精度向上は、対軍事施

設攻撃と先制攻撃をより有利にし、核戦争の

危機を増大させた。核軍縮条約などは必要だ

が、複雑な兵器体系の故障による偶発戦争や

テロリストによる悪用の可能性は依然として

残る。ゆえに、現在最も急を要するのは攻撃

型兵器開発・装備力を防御型兵器のそれにふ

りむけることであるoABMや米国のE－2

C，SAGEシステムは防御型兵器の典型で

ある。

Ⅲ生物工学問題①（問題提起：許昭苑）

生物工学はここ10年間に開発された新技

術で、医薬品、農業、エネルギー承どの分野
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で大きな恩恵をもたらすと言われる。その一

方で、生物兵器、生物災害、生態系破壊倫

理混乱丘どの潜在的な危険も大きい。健全左

発展のためには、実験規制だけでなく、充分

な市民参加を実現し、科学者か社会的責任を

自覚する必要がある。状況によっては実験停

止期間を設け、市民の問題意識を高揚し、討

論の輪を広げる必要があろう。

る。国防総省とNASAの思惑の違いからシ

ャトル計画が当初の予算を大きく上回り、完

成が遅れたのはその典型例である。蚕た、レ

ーガン大統領の軍事技術を最優先した宇宙開

発政策のために、惑星探査などの長期的視点

に立った開発が遅延している。我々は、宇宙

開発が平和目的にのみ行われるべきことを確

認し、長期的展望に立脚した有用症開発を促

進すべきである｡

Ⅳ生物工学問題②（問題提起：田中智之）

生物工学の無批判な開発と企業エゴの結合

は、医薬品乱造や生物兵器開発などの潜在的

危険性をもつ。これを回避するためには、広

い視点と具体的展望をもった市民運動を展開

させる必要がある。この際、ある程度の専門

知識をもつが、特定の利害に縛られ左い学生

の果たす役割は大きい。生物工学問題は理論

的色彩の強い論争ゆえに、危険性の予期でき

ない現代科学技術をめく．る今後の論争のため

のよき手本と蕨るべきである。

次に、討論に平行して行われた野外研修に

ついて述べる。

l)日米防衛フォーラム

我々の分科会は、ワシントンで開かれた日

米防衛フォーラムに招かれた。このフォーラ

ムには他に軍事産業関係から3名、国防総省

から1名、日本の防衛駐在官1名と国際企業

分科会メンバーが参加した。我々の分科会か

らは渡辺が論文発表を行った。主なテーマは

日米防衛技術協力問題となった。一部の発表

者から、日本の防衛装備は米国からの輸入と

ライセンス生産に頼りすぎる傾向があり、特

にコンピューター部門においては協同開発を

目ざすべきだとの指摘があった。高度な知識

を要する内容であったが、発表者のわかりや

すい説明は我宕の理解を助けた。新しい視点

と、防衛技術問題の様々な知識を得られたの

は有益であった。

2)NationalMuseumofAir&Space

ワシントン，．C.にある科学博物館であ

るが、中には第一次世界大戦に用いられた戦

闘機から、アポロ宇宙船、スペースシャトル

等々様々左展示品がある。中でもトマホーク

を始めとする現在米で実際に配備されている

ミサイル群については興味ある見学ができた。

V 適性技術問題（問題提起:IC1A"'wn)

適性技術はそれぞれの国の経済・社会情勢

に最も適合した技術として定義できる。発展

途上国については特に、資本・労働の要因を

考慮すると共に、大国からの独立を図る必要

があり、質の高い教育の実現は急務である。

エネルギー・農業・国土開発・水資源開発な

どは適性技術の重要項目であり、賃金上昇・

保守的文化状況・行政指導経験不足などのマ

イナス要因をのりきってこれらの適性技術を

実現していかねば左ら左い。

Ⅵ 宇宙開発問題（問題提起:StemSα軍）

米国の宇宙開発にはしばしばむだが見られ
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「科学技術と社会」の参加者

筆者は右端（渡辺）と右から2人目（田中）

核廃絶運動への機運が高在り、各地に反核

運動が操り広げられつつある今日、正確かつ

冷静な市民の軍事技術に対する理解が要求さ

れて来ているが、その意味に於ても、ここで

展示されていた最新兵器及び今日左での兵器

の移り変わり、進歩の足跡を見る事は有意義

左事であった。

3)NIH(MtionallnstituteofHealth)

例の遺伝子操作実験指針でも有名なNIH

であるが、NIHの活動は様々な分野に及ん

でおり医学・生物学的左リサーチカミ世界各

地から集在って来た研究者達（日本からの研

究員もかなりいるという。）によって行をわ

れている。医学関係においては患者は医療費

の負担をする必要はなく、特に難病とされて

いる病気については最先端の医療技術により

治療される。

医学の基礎的な研究もだいぶなされており、

特に放射能でラベルした2－デオキシグルコ

ースを用い、脳の視覚野の活動状態をオート

ラジオグラフィーによって検出する、2－デ

オキシグルコース法を実際に見学できた事は

非常に興味深かった。

その他脳に関して、ニューロンの接続方式

の研究や、皮質、大脳基底核、視床下部など

の連絡関係も研究されているという。

4)IBM

ノースキャロライナの工場に行った。先頃

のIBMスパイ事件の事が頭にあった我々だ

ったが、JohnMarsland氏は非常に好意的に

我々を迎えてくれ、主に製造部門の工場案内

をしてくれた。

能率、品質管理など常に改善する努力が払

われており、工場内部もかなり機能的に考案

されていた。又、／､－ドウェアの面でのコン

ピューターの進歩の概略を、わかり易く説明

して下さったJohnMarsland氏の説明は後に

分科会で行左つたTechnology'IYansferの討

論の時にも非常に役立った。

5)EPA(EnvironmentalProtection

Agency)

DeborahAnnJanes 女史を迎えて講演を
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して頂いた｡EPAは公害、特に排気ガス等

による大気汚染についての研究を行なってい

る。

各都市に於ける大気汚染度のチェックから

始をb、汚染物質の生体に及ぼす影響、又正

確な汚染源などを解明する。人体に及ぼす影

響については主に動物実験により研究されて

おり、害が自然環境下にある程度であり、許

容範囲と認められる時には、実際に人間を被

験者とする'IWoCham"rTbStなどの試験

も行なわれる。

EPAにより様々左新たな知見が発表され

ており、特に、排気ガスの多い都市に於ける

ジョギングは人体に重篤な害を及ぼすという

事実などは注目に値するものの1つであると

思う。

EPAはその追跡結果を議会へも提出して

おり環境保護に対する立法化にも働きかけて

いる。

6)DigitalEffectS,Inc.

ニューヨークにあるコンピューター関係の

会社であるが、ここは主にテレビのコマーシ

ャル左どに利用されているプログラムの製作

に携っている。ソフトウェアの必要性はこれ

からも在す堂す高まっていく事と思うが、現

在との会社のスタッフは以外と少を<20名

に満たない。現在アメリカのテレビ放送の中

で実際用いられている幾つかのコマーシャル

はこの会社で製作されたものである。

人 権 問 題

成城大学3年 マスコミュニケーション

日 馬 由美子 ほか

囚人の人権

核軍縮

子供の人権

人権問題分科会では、侭人権”の問題を考

える際、テーブルの参加者各自が、自分にと

って身近な問題として抱えることが出来るト

ヒ．ツクを持ち寄って報告し合った。各自のレ

ポートの内容は以下の通りである。 又、野外研修では、これらのレポートの内

容に関係の深い場所を訪れることが多かった。

日本側

日本における老人問題

ベピーホテル

公共事業

日本の視覚障害者の雇用状況

アメリカ側

クライシス・クリニック（命の電話）

I 老人問題

日本は近い将来、高齢化社会を迎えようと

している。この先も増え続ける老人を誰が扶

養するかという問題は、今や大き左社会問題

の一つに怠ってきている。かつて老人は家族

に囲玄れて余生を過ごすことが当然のことで
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あった。しかし、近年いわゆる核家族化が進

み、住宅事情の悪化やその他の諸要因も相ま

って、今後老人扶養の問題を家族内で解決す

る事が困難になっていくことが予想される。

分科会討論では、特に侭寝たきり老人”を抱

えた家族の状況について日本側から報告があ

った。老人の問題を考える時、日本側の頭に

浮かぶのが老人福祉の問題であったのに対し

て、アメリカ側では、グレイパンサーの様に、

年令による差別と闘っている組織を野外研修

先として用意していたのが面白かった。

グレイパンサーは、会長のマギーキューン

によって1970年に創設された。この組織

は、彼女が65才に宏った時点で、これ蚕で

勤めていた仕事を強制的に辞めさせられたこ

とに対して全国的年令差別撤廃運動を起こし

たことが始まりだという。グレイパンサーの

最終目標は、国籍・性別・宗教・人種・年令

を問わず全ての人々が互いに協力し合って歩

んでいける様左社会を創ることである。又、

この運動が老人だけでなく多くの幅広い年代

層の人々の支持を得ていることも興味深い。

私達はワシントン，．C.にある一支部を訪

れ、グレイパンサーの色々な運動に関しての

話を聞くことが出来たo何事も自分達が実際

に行動を起こしていかなければ変わらないと

いう強い信念を持って、デモ行進・勉強会等

を企画し、精力的に活動しているアメリカの

老人達の強さを感じさせられた野外研修だっ

た。

旨を高らかにうたいあげているが、実際には、

子供の人権は非常に犯されやすい状態になっ

ている。幼児・子供は自分の人権を主張する

ことができないので、強者の人権主張のもと

に、しばしば子供が犠牲に左ってしまうので

ある。その具体的例として、日本で近年話題

とたったベピーホテル問題についてのペーハ

ー発表が左された。続いて、具体的に子供の

人権を守るためにどのよう左法的処置がアメ

リカでなされているかについての発表があっ

た。

野外研修としては、デイケア・ライセンシ

ングのノースキャロライナ事務所のMs･

NickersonとMs.Wrightのお話をうかがっ

た。この事務所では、保育所を開きたいと思

っている人の相談役をつとめ、検査に合格し

たものに免許を与えることを主な業務として

いる。定期的に保育所を訪れたり、検査を行

ったりしている。事務所の仕事内容アメリ

カ特にノースキャロライナの保育所の状況に

ついて質疑応答を行い、日米の保育所及びそ

れをとりを〈状況の違いなどについて学ぶこ

とができた。

m criBiB clinic

ボランティアとして、自分が実際にそこで

働いている米側の参加者から、シアトルのキ

ングカウンティーにあるクライシス・クリニ

ック（命の電話）について報告かあった。こ

こでは24人のスタッフと、厳しい訓練を受

けた150人のボランティアが交替で、一日

24時間、年中無休で、住民からの電話相談

に応じている。

電話による相談の内容は、幼児虐待アル

コール中毒、自殺等、最早家庭内では解決出

Ⅱ 子どもの人権

国連の児童権利憲章では、子供は、身体的

精神的、社会的に自由で尊厳ある健康な生活

を送る機会と施設が与えられる権利を有する
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来ない様左深刻なものが多い。又、相談を受

けたボランティアは、どの様な些細な問題で

あろうと、相手の人格を尊重し、誠意のある

応待をすることが義務づけられている。報告

者が、とのボランティアの仕事を志したきっ

かけは、これまで自分が人々から受けてきた

恩恵を今度は自分か還元していく番だと考え

たからだという。

日本では障害者を特別の学校で教育するが、

障害者の理解のためには、アメリカで行なわ

れているように、普通の学校に入学させ、共

に学ぶことが重要である。彼は友情や信頼に

よってどれだけ助けられたかしれないと言う。

釦TrricanFoundatimlfortheBlind

ServiCesを訪れたdこの協会は、視覚障害

者サービスの地方団体を全国レベルで援助す

るために21年に設立された。ここでは、朗

読テープの製作過程や、ケームから時計蚕で

の各種の視覚障害者用の器具の展示などを見

学した。

IV 視覚障害者

報告者が、日本の視覚障害者の雇用の状態

を雇用問題を中心に、自身の体験を交えて発

表した。江戸時代以来、視覚障害者の職業は、

針・灸・マッサージのいわゆる三療に限られ、

同時に視覚障害者に対する偏見も根深いもの

がある。60年に制定、77年に改正された

雇用促進法は、障害者を種類・程度によって

分類し左かつたので、程度の軽い障害者には

良かったが、視覚障害者の雇用にはつながら

なかった。近年、ライトハウスが新しい職種

の開拓に努めているが、十分とは言えない。

V インディアン

ノースカロライナのCormnissionofln－

dianAffairsを訪れた。この委員会は、州

の行政官とインディアン代表の双方とから構

成され、州の援助を受けて1972年から活

動している。委員長は、まずインディアン迫

害の歴史を述べ、次に自分自身の体験を語っ

てくださった。当時インディアンは、白人黒

「人権問題」の参加者

筆者は前列右側
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人双方から隔離され、教育を受けることすら

難しかったが、その環境の中で、次第に自分

がインディアンであることを誇りに思うよう

になり、白人に同化することを拒否するよう

になったという。しかし、一方では、アメリ

カの民主主義制度に深い信頼を寄せ、教育制

度を整備し、インディアンがもっと公職につ

くようになれば、事態はずっと改善されるだ

ろうという。しかし、インディアンをどう定

義して、どう証明するのか、あるいは他の少

数派との連帯をどうとらえるのか、といった

問題がある。他の委員の方の話にも共通する

が、全体を通じて、自分がインディアンであ

ることを誇りにしていると強調されていたの

か、印象的であった。

Societyで積極的に働いているMr.Tay-

lorが組織の歴史と自分の体験談を話して下

さった。その後、建物の中を案内され、実際

に元囚人の人々か社会復帰のための職業訓練

を受けているところを見学することかできた。

普段接する機会のほとんどない囚人の人権問

題を目の前にし、視野が開かれると同時に衝

撃を受けた貴重なフィールト・トリップとなっ

た。

Ⅶ 公共事業

名古屋の新幹線と大阪の空港の騒音を例に

とって、公共事業と住民の人権とについて報

告があった。公共事業の場合、その目的が全

国民の福祉増進であるから、私企業の場合よ

り、いっそう問題が難しく承る。しかし、だ

からといって、住民の生活を無視することは

できない。新しい施設をつくる時には、環境

アセスメントなど、妥当な手続きを踏むこと

か重要である。しかし公聴会は日本でもアメ

リカでも形式的に左ることか多い。

Ⅵ囚人の人権

囚人の人権について、大きくわけて二つの

立場がある。一つは、囚人は全く法的権利を

有しない、とするもので、もう一つは、居住

の自由等一部の権利以外の権利を全て有する

というものである。実際には、犯罪の種類に

もよるので、一般論を出すのは非常に難しい。

囚人の人権問題は、日本ではあまり問題とさ

れてこなかったが、アメリカでは60年代の

市民権運動の高まりの中で、囚人にも人権を

認めるよう要求する運動がおこってきた。

ペーパー発表の後、私達は囚人の更生施設

であるニューヨークのFbrtuneSocietyを訪

れた。1967年に設立され、刑務所のシス

テムについての人々の意識を高めるため、元

囚人が学校や教会・マスメディアで講演した

り、監禁中又は後に、（元）囚人の抱える問

題について援助を行うことを目的としている

組織である。そこで、元囚人で今Fbrtune

Ⅷ 核軍縮

最近世界的に高まっている核軍縮運動は、

まだ初期の段階であるとはいうものの、人類

の存続と繁栄の権利保持に向かっての良き出

発点であると言えよう。軍拡競争は、人類の

破滅をもたらす危険をはらむのみならず、社

会福祉予算削減の原因とも左っている。

国連軍縮特別総会を機に今年6月12日に

開かれた国際反核百万人集会は、核軍縮運動

のﾉ､イライトとでも言えるものであった。こ

れに参加したアメリカ側参加者か、この時の

体験をもとにく－パー発表を行った。この運

動で特に注目すべきことは、多くの市民運動
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グループ・が国際的に参加し、参刀靖はあらゆ

る社会的地位、あらゆる人種、あらゆる世代

の人々から成りたっていると．とである。軍縮

のために我々学生は何をすべきかについて話

し合った結果、まず正しい情報を得、自らを

教育するよう努力すること、そして現状、政

府の政策について疑問を持ち、その疑問を多

くの人々にぶつけて人々の意識を高めること

が、最も身近にできる大切なことであろうと

いうことになった。

メリカ側か法的規制を重視するのに対して、

日本側は人々の意識を例えば教育を通じて変

えていこうとする立場であった。それが本当

に適切なのか、現実にはどういう手段がとら

れているのかといつたこと力、今後の課題で

あろう。ニューヨークの雑多な文化の混在が

思い出されるが、私見では、法的規制は違っ

た考えの存在により寛大で、人々の同質性に

こだわら雇い文化の制度だと思う。

また、なぜ人権問題を扱うのかということ

も絶えず考えねばならない問題である。日本

側の一参刀嗜は、人権の尊重とは、人と人と

の共通点の認識で、それが本当の人間同士の

交流につ左がると言う。相違を認めあった上

で、共通点を知ることが大切である。ただそ

の比重の置き方は簡単ではない。

会議を終えて、参加者はそれぞれの世界へ

戻っていくわけだが、ある参加者の言うよう

に、些細左ことでもいいから何かをなすこと

を忘れてはならない。

分科会討論を通じて、普段の生活では注

意を向けない世界のことを改めて教えられた。

例えば、囚人の人権問題などは、なか荘か意

識にのぼらない。その意味で、知ることがこ

の分科会の1つの大きな目的であろう。

討論は基本的に人権を守らねばなら蔵いと

いう点では一致したが、そのために何を蔵す

べきかという点では、意見がまとまらなかっ

た。誤解を恐れず、あえて簡潔に言えば、ア

国 際 関 係

一橋大学3年 国際金融

八 木 健

現在の国際関係は政治的側面ばかりを取り扱

い、経済的側面、或いは文化的側面をほとん

ど無視しているというのである。確かにそう

かもしれない。だが、様々な分野に渡るファ

クターを用い、問題を分析・研究する以上に

はるかに重要な事かあると思う。それは一言
● ●

でいうと問題意識つまりその問題をいかに

自分自身の問題としていくかである。それと

I プロローグ
●

『あらゆる学問の目的は個としての人間の
●

●

生の究極にあるものの追求と、種としての人
｡ ●

類の福祉の達成にある。」－極めて莫然と

している力、これは国際関係論を専攻されて

いる馬塲伸也教授の言葉である。名言だと思

う。国際関係は不毛の学問だ、と陰口をたた

く人がよくいるが、彼らによれば、要するに
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中心に、まさしく1つのテーブルを囲んで行

われた。中には、かなりくつろいだ姿勢で討

論に参加する者もいたが、さすがに全員自分

の取り上げた問題には相当の知識と明確な論

理を持っており、充実したテーブルミーティ

ングか行えた。形式は、まずレポーターが自

分のベーパーの説明を行い、ついで討論に移

る、というものだったが、全体として、ある

トピックに対し意見を闘わせるというより、

むしろ互いのトピックへの認識を深めるとい

った傾向があったと思う。

では次に各メンバーの取り上げたベーハー

の要旨、問題点等を報告する。

そまさに、文頭に筆者があげた言葉と密接に

かかわってくることではないだろうか。これ

から、これを読む人々が、この報告の中で、

自分の生活と何らかの形でかかわりあう問題

をいくつかでも見い出してくだされば、幸い

である。

それではまず今年の国際関係テープ°ルの方

針及び実際にどのよう逓形で討論が行われた

かを簡単に述べたい。

Ⅱ 概 観

昨年は軍縮問題に話題を集中させた観があ

ったカミ今年は、広範囲に渡る国際関係の中

から各メンバーが最も関心を寄せている問題

をそれぞれ取り上げ、様々左観点から討論す

る事になった。ただ、この場合、他のメンバ

ーが取り扱う問題に対する、各人の知識量・

関心度のギャップ.が大きいため、討論がう室

〈進をない事があり、一つの反省材料と左っ

た。

さて、各テープ・ルメンバーが取り上げた問

題は次のよう蔵ものである。

＜軍縮問題＞

軍縮と平和研究 町山脇啓造＆福田伸夫

抑止論批判 町JoniHiramoto

＜日米外交問題＞

海洋法と日米外交 by土川元

ソ連脅威への日米の認識町RobertlIiu

日米通商問題 byRobertMaitland

＜南北問題＞

US-ラテンアメリカ関係（軍事関係及び

多国籍企業問題)by八木健

中東問題（ヨルターン川西岸）

mrTerrenceM・Tehraman

テーブルミーティングは主にDuke大学を

m PAPER PREsENTATION

＜軍縮問題＞

世界中の報告書(SIPRI他）か述べる

上うに、世界は今依然として軍事化への道を

歩み続けている。年に一度サミットでもやら

左い事にはお互いの結末が保てなくなる程の

国際情勢の悪化、核を中心とする軍事技術の

向上(R&Dプロセス）、ブラジル・イスラ

エル他の第三世界内部の恐るべき軍事化、世

界的軍事支出の増大、あらゆるルートを使っ

てなされる大国の第三世界への介入・干渉。

これらの事実は如実に今世界が危機的状況へ

の道を突き進んでいる事を示している。すべ

ての事象が、取るに足りない国家的、あるい

は個人的利益のために、もはや壊す事のでき

左い悪循環を形成してしまったのだ。第三世

界諸国は大国の介入と闘うため（フォークラ

ンド紛争）、又、大国の生産した武器を購入

し軍事化する他の第三世界の国々に対抗する

ため、必然的に自らも軍事化せざるを得ない。

一方先進国も、内部に抱える経済問題（失業
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「国際関係」の参加者

筆者は前列右端

他）を打破するには軍事産業は不可欠のもの

となってL,さっている。今や30ケ国以上が

核を持つ能力を備えているのだ。園一方（ソ

連）”の損失は即徹他方（米国）”の利益に

なる◎との仮定が限定核戦争の可能性を生ん

だ。だが我々は一方の損失は同時に他方の損

失に左る事に気づかねば左らない。核戦争に

勝者はいない。報復は報復を呼び、そこにあ

るのは平和寂生活の破壊、そして全面的核戦

争である。かっては核抑止論があり、核戦争

は無い！と言われた。果たしてそうであろう

か。核抑止が実際機自箇るには核保有国は、

「いざとなったら本当に核を使い室すよ。」

というポーズをとらねばならない。その脅し
●

を相手国に信用させるため核保有国はある程

度まで非理性的行動をとらざるをえない。と
● ●

の時、その程度が問題になる。核保有者の理

性には何ら保障などないのだ。一旦その理性

が疑われると脅しが現実のものとなり、抑止

は機能しなくなる。ヒトラーがそうだった。

彼は脅しを武器にヨーロッパを進軍したのだ。

だが彼の理性が英仏に本当に疑われた時、第

二次大戦が起こった。又、核抑止に関連する

問題としてバランス・オフ・・パワーがある。

しかし「力の均衡」などいかにして客観的に

測る事ができようか。単純に米ソを考えてみ

ると、米国の他に西欧各国の軍事力も考慮し

て均衡を測るのか、それとも米国の軍事力だ

けなのか、これだけでも、バランス・オフ・

パワーは無意味なものと承る。これに兵器の

性能といった要素を加えると、もう力の均衡

をまともに考える者などいないであろう。で

は、次に核の脅威を軽減し、世界を軍縮へと

導く手段として我々は次のものを提案したい。

①一方的（核）軍縮（特にアメリカ主導の）

②非核武装地帯の設置・拡大（東アジア他）

③通常兵器の大削減。

昨年レーガン大統領が提案した米の一方的、

中距離ミサイル欧州配備停止、それを受けた

ブレジネフ書記長による戦域核ミサイルの使

用中止宣言に見るよう、特に①が現実化しつ

つある。日本はこうした情勢の中で、唯一の
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めるべきだが、それ以上に日本は自国のそう

した認識をアメリカに明確に伝えるようにし

なければならない。さも塚ければアメリカは

相変らず日本に軍事分担を押し続けてくるだ

ろう。

対ソ政策に見られる、こうした蔵日米のく

い違い”は今年の4月採択された“海洋法”

にも見る事ができる。現在世界の海底には

賦人類最後の宝物”と言われるマンガン団塊

が数多く存在する。しかしこれまではそうい

った海洋資源に対し何らの国際法もなく、事

実上先進国の支配下にあった。海底資源の採

鉱技術か進歩し上述の団塊が入手可能に承る

と当然のように第三世界諸国から海洋法への

要求か強まった。1973年に始まった国連

における第三回海洋法会議は、南北双方幾多

の妥協の末、1981年いよいよ海洋法が批

准されようとした寸前、レーガン新大統領の

反対に会い、再度翌82年のセッションまで

延期された。南北問題やグローバルな問題を

重要視しないレーガン政権は何とか海洋法を

より自国に都合の良いものに変えようとした

のだ。これに対し日本は第三世界諸国と共に

原案の海洋法に賛成し、82年ついに採択さ

れた海洋法はアメリカの思惑はずれとなった。

日本を取り巻く国際情勢の変化は、日本をし

て米追随外交に歯止めをかけ、職国際システ

ムにおける日本の立場”を明確にさせるよう

向かわしめたのだ｡(西側の一員なのか、ア

ジアの一員なのか、という問題）

アメリカが今後同盟各国に対しどの程度配

慮を払い自国の政策を打ち出し得るのか、又、

日本は強力なポテンシャルを持つ経済力を背

景にいか左る役割を国際舞台で果たすのか、

という問題が再びクローズ・アップ．された。

被爆国としての経験、軍事費を削減して成し

得た経済発展、平和憲法をフルに生かし、又

アメリカの軍事的役割の分担要求を受け入れ

る事なく、かつその理由を相手に対し明確に

説明するよう努力し、そして、自国の経済力

を最大限に生かせるもの（援助等）の中に日

本の道を見い出すべきであろう。

＜日米外交問題とソ連脅威＞

をず、上述の軍縮問題と関連するものとし

て碗ソ連脅威への認識”か取り上げられた。

客観的に米ソ軍事力を比較した場合、CIA

他による報告と異左り、明らかに、しかも相

当アメリカ側が優位にあるという事である。

ミンスク・キエフと言ったソ連最高クラスの

空母も西側のそれには性能の面で数段劣る。

アメリカは、自国の軍事支出を正当化し、又

ソ連を軍事大国・敵と決めつける事により自

国に有利に国際政治を運ぼうとするため、誤

りの多いソ連脅威論をくり返しているのでは

ないか？今、アメリカは、日本・中国の軍拡

及び両国との関係強化を通じソ連を抑え込も

うとしている。米ソ関係改善への動きは少雇

い。しかしアメリカ政策立案者は次の事実を
● ●

認識すべきである。それは、まず過度な反ソ

政策は反ってソ連の危機感を強めるという事、

次にソ連は確かに機会主義者○portunist)

であるが、自らを不安定で、特に経済的に脆

弱であると考えておりアメリカを初め敵に対

し極めて敏感であるという（最悪事態学習他）

2点だ｡反ソ一本槍のアメリカに対し日本は

ソ連との共存を考え、ソ連脅威に対し現実的

受け止め方をしている。つまりソ連は日本に

とって脅威・敵ではないという見方だ。問題

はそうした日米のソ連への認識のズレにある。

アメリカは日本の立場をより理解するよう努
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JAPANESE CARDに注目したい。

＜南北問題＞

中東における南北問題とでも言うべき、ヨ

ルターン川西岸ウエスト・バンク（以下W､B、

と略記）の問題が討論された。W.B.は

67年第三次中東戦争により、それ蚤でのヨ

ルタ・ン支配下からイスラエル領となり、以後

イスラエルの経済発展に対し、低賃金労働力

の移動、イスラエル製品の購入、W.B・農

作物の輸出を通じ、多大な貢献をした地域で

ある。パレスチナ人の多いこの地域はイスラ

エルの軍政下にあり自治権はなく、又確固た

る産業も持たない内に、イスラエルの思惑に

より自由貿易、一方的付加価値税他不利な条

件を強いられ、交通機関を整備する者もなく、

農地が荒廃してきた。こうした中W.B.で

は、不満に堪えかねたパレスチナ人の動きが

活発化し中東紛争の一つの火種になっている。

支配と暴力の悪循環が世界各地で問題を起こ

し、それが引いては大国の国内政治に多大な

影響を及ぼす（中東危機が引き金となったヘ

イグ国務長官辞任）事を我々は認識せねばな

ら左い。

その悪循環の一つの適例として最後に、米

一ラテンアメリカ（南米）関係が討論された。

国内市場の未形成､都市の肥大化、を抱える南

米諸国は、暴力で国内を支配する軍政もしく

は独裁的政権下にある。彼ら政権は暴力の面

でアメリカと軍事援助(MAPプログラム他)、

武器輸入を通じ密接に結びつく一方、近代化

の面でアメリカ系多国籍企業(MNC)とも

深い関係を持っている。こうした事実は70

年代初頭のチリにおけるITT事件等で露骨

にその姿を現わす事もある力、たいていは、

アメリカ他先進国の国内問題を含めた様々症

要素が織りなす悪循環の中で、増々密度の濃

い物として育くまれていくのである。例えば、

アメリカは自国のう米への支配力を軍事的側

面を通じて維持し、ラ米政権はその軍事的援

助、そしてそれと結びついた経済援助による

近代化、を通してその地位を維持するという

構図が存在する。又、MNCはう米の近代化

にとって不可欠のものとなり、その間、トラ

ンスファーフ・ライシング操作等を通じMNC

はう米の資本を搾取しているのである。今、

ラ米に求められているのは現政権の打倒とか、

外資系企業の国有化といったレベルの低い問

題で履く、国内市場形成を基盤とする内発的

発展への意識覚醒なのだ。日米その他先進国

は政府レベルのみでなく、MNCのような企

業も取り込んだ、広く民家レベルとのフォー

ラムの場を設けるべきである。

以上が我々の今回のテーブル討論の要旨で

ある。紙数の都合上一部の討論を割愛してし

まった事を許して欲しい。

W FIELD TRIP

日本そしてアメリカでの我々のTRIP先、

及びお会いして話をうかがった方々は次の通

りである。

（日本）野村総合研究所。関寛治東京大学教

授。

（アメリカ)VOICE OF AMERI

CA・合衆国商工会議所スワンソン博士。グ

リシャム下院議員。世銀LEHMAN B

ROTHERS KUHN LOEB(全米

六位の投資会社)｡日米欧三極委員会。以上

フィールド・トリップ.は時間の制約があり

さほど内容の濃い討論が出来たとは思え寂い。

しかし学生としてJASCでしか得られない
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経済的文化的側面を取り扱っても、そこに明

確な問題意識がなければ、まさに韓国際関係”

は単なる知的ゲーム、趣味に過き『ないという

事だ。人間の価値観、善悪の基準、或いは愛

といった問題、そうした問題を自分のやって

いる国際関係を通じて常に考えるようにして

欲しい。その時はじめて国際関係という学問

は諸君にとって実りあるものとなり、将来い

かなる苦境に立った時も、揺るぎない自信を

諸君に与えてくれるものと筆者は思う。最後

になったが、健康上の理由で今回会議への参

加を途中断念の止むなきに至った我ら国際関

係テーブル9人目の仲間であるValarie

Malkという女性がいた事を付記しておく。

そして、ワシントンでハンバーガーショップ

を、わざわざ案内してくれた彼女の優しさに

改めてありがとうと言いたい。来年も素晴ら

しい会議が開かれる事を希望している。

SMILE!

貴重な体験であった。ワシントンでの国務省

レセプションで我々唾国際関係”の日本側テ

ーブルメンバー4人がホルドリッジ国務次官

補を囲み、日米通商問題、軍事問題、南北問

題について、ワイングラスを片手にヒート・

ディスカッションをした事がまるで昨日のよ

うに思い出される。又、フィールト謬先で会っ

たアメリカ人がみな（女性も含め）、親切に、

かつ自分の職業に自信と誇りを持って我々に

接してくれた事も大いに印象に残った点だ。

V エピローグ

今年の会議も終わり8人のテーブルメンバ

ーは今それぞれ地球の反対側で新しい生活を

エンジョイしている。この夏の成果は、我々

が今後、人生における幾多の問題にぶつかっ

た時、見えてくる事と思う。侭国際関係”を

学ぶすべての人、来年とのテーブルを志願す

る諸君に言いたい。冒頭述べたエう、たとえ

世 界三第

慶応義塾大学4年金融

窪 田 祐 司

岩島牧夫 イント・・中国の人口問題

滝田祥子 価値観から見た近代化

萩原浩幸 自立更生への道

窪田祐司 国際機関（世界銀行）の

問題点とあり方

フィールト・・トリップ・として、ワシントン

D.C.ではVOA(VbiceofAmerica)、

世界銀行、氏aceCorps，ノースキャロライ

ナでは、AfricaNws，IFRP(1n-

私の属していた第三世界の分科会は、各自

のベーペーをもとにした討論とフィールド・

トリップの二本立てであった。各自のベーハ

ーの内容は以下の通り。

DougHillary 多国籍企業と第三世界

JeanSullivan 特になし

KenBonds ラテンアメリカ

StephanieBergTTBn多国籍企業と第三世界

菅原鈴香 フィリピンの教育問題
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そしてデューク大の学生AIm，最後にニュー

ヨークでは日米欧委員会であった。さて、こ

れからは司会者にバトンタッチして、第三世

界分科会を振返ってもらいをしよう。

司会者：今日の主席者は第三世界分科会の日

本側から、建前君、本音君、好き好き君、そ

して米国側からレーカン君の四名です。それ

ではまずフィールト・・トリップ．について感想

はありませんか。

レーカン君：僕はボランティア活動に興味が

あったので氏aceCorpsがおもしろかった。

Itace@rpsとは発展途上国の生活向上に協

力する機関で、米国市民のボランティアを発

展途上国へ送り出す仕事をしている◎た玄た

室、同じ分科会のJeanの姉さんかここで働

いているのでお話を伺う事が出来た訳だ。

本音君：私は氏aceCorpsにしてもAfrica

Newsにしても、活動の限界というものを感

じた左。それは日本側の定例会で、東大の関

寛治教授がおっしゃられていた「NGO(非

政府組織）の限界」というものか左。

好き好き君：つまり資金と人材の不足か。ど

んなに頑張っても政府や国際機関、例えば世

銀とかには、資金・人材の面ではとてもかな

わ左い。そうだ、第三世界の日本でのフィー

ルト．・トリップ．、即ち、日本ボランティアセ

ンターでも同じ事を痛感したものだ。

建：でも政府から援助を受けていないので、

資金・人材の許す範囲で自由に動く事が出来

る訳だ。

好：だが、実際は難しい。例えばAfrica

NewsはAfricaに関する情報を収集し、そ

れをまとめて新聞を発行している。これには

社説はない。その理由は、出来るだけ多くの

人からAfricaNewsは客観的情報を流して

いるという評価を得る事で発行部数を伸ばそ

うとしているからだ。その点で社説は邪魔。

だから資金面の制約は非常に大きいと担当の

方が話されていた。

本：とにかく、客観的情報を流そうという点

では、日本のスポーツ新聞とはえらい違いだ｡

建：皆さん御存知のVOAでも「客観的情報」

の重要性を強調していた。

し:VOA左んて知らなかったよ。

好：実際、レーカン君を含めて米国側参加者

が、VOA放送を実際に聞いた事が左いどこ

ろか、VOAそのものを知らない人が多くて

驚いた。VOAとは現在41か国語で世界各

地にラジオの放送を流している米国の放送局

だ。

建：そしてVOAの目的は、他の国の人々に

対して、米国、米国人、米国の文化・政策に

関する理解を深める事である。

好：道理で米国人があまり知らないはずだ。

しかし、承ぜ41か国語の中に日本語がない

のかな。

し：それは多分、日本人は英語を理解する

（と思われている）からだよ。

本：蚕あいいや。VOAの基本姿勢、即ち

①正確で客観的ニュースと②米国の政策を

正確に伝達との間に矛盾があると思った訳だ。

つまり一方的承米国の政策の宣伝ばかりで批

判がはいら承いのではないか。すると放送前

に必ずDemteが行われるから、偏った放送

ではなく宏るそうだ。本当にDebateとはそ

ん左に万能なのかな。

建：ともかく、VOAは一方的に情報を流し

ている事に左る。この点では、アンという学
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生と一緒に話した新国際「情報」秩序と関係

ありそうだ。

好：つまり北からの一方的情報の流れを是正

し、南も国に応じたメディアを発展させよう

という動きか。

本：しかし、1960年代にUNESCOで

この動きか生じてからもう20年。あまり進

展してい左いというのが、その時の結論だっ

た。

建：しかも、NIEO(新国際経済秩序）や

GN(国連南北包括交渉）の様に、南が北に

対して「公正左」秩序を要求するという動き

は一般化して来た様に思える。

本：だけど、そういう動きがあると必ず北の

反対、特に米国の反対に会う訳だ。例えば我

々が行った世界銀行。正確にはIBRD，I

DA，IFC，即ち第1．2．3世銀から成

る世銀グループ・においてもそうだ。

好：具体的には、IDAの増資に対して米国

は消極的。それに世銀では、出資金に応じた

投票権、即ち加重投票制を導入していて、例

えば米国21兜、英国8易、北だけで約60

冊の投票権を持つ｡これに対し、国連の様に

一国一票に近づけようと南は要求している訳

なんだが、既得権は動かし難し。

本：そもそも加重投票制下で世銀の中立性は

言えるのだろうか。世銀は、学校、ダム、道

路、農業等のプロジェクトに融資するのが役

割左のだが、そのう．ロジェクトが北の国によ

って左右される事は…･･･・

建：でも世銀の担当の方のお話では、プロジ

ェクトの審査は非常に厳しいから、加重投票

制だからフ・ロジェクトが中立ではないなんて

言えないとの事。それから米国の世銀離れに

しても、一時的に増資が遅れているにすき．左

い。さらに、余程正当な理由が怠いと、米国

は政治的フ・レッシャーをかけられないそうだ。
● ● ●

なぜ宏ら米国一国ではわずか21鴇の投票権

しか左いから。
● ●

本：とにかく、世銀は開発機関というよりは、

市中銀行とあをり変わら左い気がした。むし

ろ融資先を厳しく審査する点では市中銀行以

「第三世界」の参加者

筆者は2列目右端
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上という感じ。実際、世銀は一度も融資が失

敗した事がないそうだ。

糧で見ると、日本人、米国人はイント．人のそ

れぞれ、数倍、十数倍も消費している訳だ。

しかし、世界全体で見る時、第三世界の「人

口爆発」の問題は触れても、先進国の大量消

費（浪費）の問題は避けているのでは◎

し：とにかく、フィールト．・トリップ・の中で、

IFRPと世銀とは、それぞれベーパーと密

接に関わっていて非常に興味深かった｡フィ

ールト．、トリップ・では、ペーパーで補う事が

出来左い点を見るのも一つの手だが、べーパ

ーとくっつけた方がより突っ込んだ議論に左

る。つまり、ペーパー中心の討議と現実との

gaP，そして、その理由を知る事が出来るか

らだ。それにしても今回のフィールト．・トリ

ップでは、第三世界の人から第三世界の立場

を直接聞く機会が一度も左かつたのは残念だ

った。

し：さて、今度は日米欧委員会。1973年

に民間人によって設立された機関で、名前の

通り、日本、北米、西欧の三極の集蚕り。

建：結局、1972年のNixonShockでわか

る様に、1970年代に左って米国一国では

もはやleadershipがとれなくなって来たの

で、三極が集董った訳だ。

本：経済的結びつきが断然一番で、文化交流

の面はほとんど見られなかった。しかも、ト

ランプの婆抜きならぬ南抜き。だからやはり

北の論理中心で南の論理は二の次となろう。

好：その点で興味があったのがIFRPo

建：なぜ北の論理がIFRPでも中心という

気がしたのか。そもそもIFRPとは、第

三世界の貧困の原因を蔵している人口増に対

し、母子の健康をも考えた上で、人口を調整

する機関。具体的には、人口動態調査や避妊

法の開発・普及を行っている所だよ。

本：ただ、第三世界の貧困の原因は果して

「人口増」なのか丘。私は第三世界の国の内

部の「二重構造」にあると思うんだ。つまり

少数の富者による土地所有、一方他の多くの

者は録に土地を持たない。即ち農地解放が十

分で左いという事が原因さ・

好：それに例えばイント・では人口は確かに多

い。特に子供の数において。しかしイント・で

は、子供は一家にとって貴重な「働き手」で

あって、多くの子供がいて、やっと一家を

「養う」事が出来る訳だ｡だからいくら避妊

法を進めても、現地に合わないから進をない

はずだ。

本：それに人口抑制と言うか、一人当りの食

司：次に分科会討論について感想をお願いし

ますo

建：討論していていつも気になったのは、第

三世界の人はいったい何を望んでいるのかわ

から危いという事だ。現状維持かそれとも自

立更生か。自立更生を達成するまでの過程に

北からの援助を求めるのか。求めるとしたら

何か。それとも何も求めないのか。政府レベ

ルではなく、第三世界の民衆レベルではどう

か……等 全くわからない。仕方がないから

想像で済ます。

本：しかし、実はこの点が第三世界の問題を

考える時、最も大切なんだ。この点がはっき

りしないと、現状分析をした後に、いったい

何をどれだけすべきか又はしたらよいかとい

う所で困惑してしまう。

好：別に、これは人権など他の問題について
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も言えるでしょう。つまり相手の気持ちがわ

からないと手の打ち所がないという話。とも

かく、今回の分科会討論があまり盛上ら丘か

つたと、感じたのも、単に各自のベーハー 、

特に米国側が現状分析に終始していたからだ

けでは玩かつた訳か。

建：折角、きちんとした現状分析に加えて行
● ● ● ● ● ● ●

動計画費で打出していても、そんなものかな
●

あという気になってしまう。

本：結局、JASCで第三世界の問題を扱う

時、常にこの疑問が付きをとうのだと思う。

即ち、日本人、米国人の参刀靖でいったいな

ぜ第三世界の問題を話合うのか、又話合って

何になるのかという点だ。

し：それは個々の参加者によって違うと思う。

例えばJASCの仲間の中には、少数だが第

三世界からの留学生もいたし.･･････

好：要は、なぜ話合うかよりも話合った事を

今後にどう生かすかだ。これはJASC全般

について言える事と思う。

又は自分の問題に近づけて考える事が出来る

か試す場にしようという事か。

建：例えば第三世界の問題との類似点を身近

に探ってみてはどうかな。第三世界同様、ス

ラム街、職層と肌の色の相関等の様に米国国

内にも二重構造かあるのじゃないかな◎

し：それは日本でも同じさ。在日韓国人等の

問題も肌の色が同じだからわからない訳だ｡

とにかく、さっき建前君と本音君か言った事

を押えると、たとえ各自の興味や関心がばら
● ● ● ● ● ● ●

ばらでも、単なる質疑応答ではなくて「討論」

になりそうだ。

好：今回はJASC全体で古切手を集めて第

三世界への医療援助の団体へ送ったりした。

又、人権と第三世界の分科会とか中心となっ

てSponsorilg child(第三世界の子供へ

の援助）というのを始めた。しかし、これか

らは90人一人一人か各分科会で不完全燃焼

だった点を胸に、社会の中で、自分猿りのア

プローチを続けてゆくのだろう。つ室り今回

の討論はこれから明々と自分の情熱・関心の
● ● ●

火をともし続ける、その発火点だった訳だ。

司：4年振りで一つの分科会として復活した

第三世界分科会も、第35回ではまた分解し

ました。とにかく今度、新たに第三世界の問

題を考えてみようとする人に何か参考になれ

ば幸せです。

司：丁度話が今後に移ったので、最後にこれ

から第三世界について考える人に対L・コメン

トがあれば。

建：やっぱり、ペーパーの討論やフィールド

・トリップに第三世界の人を加えるなり、第

三世界に関する映画を見たりして、少しでも

第三世界の人の立場・気持ちを知る事が大切

じゃないか o

好：その様な実際面を補った上で、「自分に

とって第三世界とは何か」「自分は第三世界

に対し、いったい何が出来るか」について少

なくとも一回は討論した方が良いと思う。

本：つ蚕り私たちにとって日頃あまり、馴染

のをい問題をいかに「自分の」問題として、

＜終りに＞

各自のベーパーに基づく討論については英

文報告書を参考にして頂きたい。最後に、準

備、フィールト・、トリップの時大変お世話に

なった方々、そしてJASCの仲間、特に分

科会の連中にはいつをでも感謝していますo

本当に素晴らしい出会いだった。
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社会における男女の役割

慶応義塾大学4年 経済学

岩 川 倫 子

この文章は是非、男性の方々に読んで頂き

たい。多少、差別と言われるかもしれないが、

日本の場合、この問題に関しては、あまりに

も女性の偏った参加で終わり、根本的な問題

でありながら女性だけで無駄足を踏んできた

様に思えるからである。男女が平和に暮らし

てきた歴史の中で、今世紀、正にその過渡期

を迎えていることを、あ在り軽々しく受けと

めてはならないと思う。現状がベストだと思

っている方々も、その状態を保つためにも、

一緒に考えて欲しい。

昔から社会における男女の役割は基本的に

は多分、どこの国でも同じであったと思う。

力強く体も大きい男性が仕事を持ち、手段に

違いはあれ主に経済的に一家を支える役目を

ひきうけ、比較的繊細で優しい性格をもつ女

性は家を守り子供を育てるものとされてきた。

ところがその古い伝統に逆らって突如として

女達が先に立ち上がり、この役割分担からの

解放を主張し始め、様々な権利の獲得を唱え
●

出した。「何故、女が家事・育児をするのか｡」

「何故、女も男と同様、能力を生かして仕事

を持てないのか。」「何故、セックスは男と

女の問題であるのに、女は子を生み育てる

苦しみから逃れてはいけないのか。」等々の

主張が湧き起こったのである。

歴史をふり返ると、誰もが見てきている通

り、何かの解放を要求する原動力や信条はと

ても強固で、一旦勢いをもつと止まらない圧

力と十分なり得る。必要以上にただ権禾|｣の自

己主張をし理屈では食い止められ左<なる力

となる前にこそ、黙って無関心にしているの
｡ ● ● ●

ではなく、男も女ももっと真剣にかつ冷静に

最も正しい方向性を見出す努力をすべきであ

ると思う。

（－）家庭における男女

日本の家族は、父親が外で働き母親が内で

家を守る、というのが一般的で、両親が終生、

子供に対して多少の権限を持っているといえ

よう。更にその夫婦の役割分担を見ると、男

は一家の大黒柱で矢張り家を養っていく義務

を与えられ、実際、彼の収入で家族の殆んど

が支えられている。片や、女は子供を育て家

の切り盛りをする役目で、夫に対しては身の

回りのすべての事をやるのがいわば常識とさ

れている様にも思う。例えば、食事に始をり、

服の着替え、新聞を取って来たりテレビのチ

ャンネルを変えたりする事蚕で、すべてであ

る。これは日本の昔からの習慣であり、この

社会、風土と密着した伝統でもある事はよく

解っているし、それ故、簡単に変えられるこ

とでもないであろう。

しかし、それでも左お、この典型的な夫婦

像は客観的に見て少し女性に負担が掛かり過

き．ているのではないか、という議論がある。

日中は掃除、洗濯、裁縫に追われ、夕方は子

供の世話で男性と同じ程忙しい時間を過ごし

ているにもかかわらず、夜も夫に献身的に尽
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〈す。反対に、外で我武者羅に働く男性が、

家庭に帰れば寛ぎたいのは尤もであるが、そ

れに甘んじてこの献身的左妻の存在を当たり

前の様に受けとめ、ひいては彼女を見下しな

がら威張っている場合がある。更に言えば、

男の労働は資本に還元されるが女の労働は公

認の善意的奉仕としか見丘されないことを思

えば、その善意を当然の様に扱われ、偶にそ

れを怠れば無闇やたらに叱られる女達が家業

に嫌気がさすのも無理はないのでは蔵いか。

一体、男達や子供は女に何を要求している

のか。彼女が勉強するでもなく、お金を稼い

で来るでもないために、生産的な事が出来底

い存在として、せめて家の中では何から何ま

でやれと言っているのか。もし、そうであれ

ば女性も今後、多いに経済自立をする様に努

力するといいであろう。しかしそうでなく、
● ･ ● ● ● ● ● ●

女も潜在的には男や子供に何の引けもとらな
●

いが家庭内の機能上、潤滑油の働きをかって

でているのであるから、その誠意に対して、

もっと公正に理解を示さ荘ければ、いまに世

の女性は皆、家業に愛想を尽かしてしまうの
● ● ●

ではないかと思う。この偉大な主婦業に正当

な感謝を向けると同時に、時には彼女を休左

せる事をしてもいいのでは、と切に思うので

ある。

因みに、アメリカでは男性も家庭内でもよ

く働く点を留意し駐〈てはなら左い。妻が仕

事を持っている如何にかかわらず、食事の用

意や後片づけは必要に応じてやるし庭の手入

れや大工仕事は当然彼の分野である。これは、

女はか弱く男性の労わりを必要としている性

であるという中世の騎士道精神の名残りであ

る。をた育児に関して言えば、子供の成長は

父母が対等に責任を負っており幼左い頃から

親子のスキンシッフ・を心掛けているため子供

達も普通は父親と母親の両方に懐く。

アメリカでの問題はむしろ過度の女性に対

する親切を嫌がる傾向が出てきている事であ

る。つまりアメリカの女性の一部は、男性と

同等である地位を守り通すため、かえって労

わりや同情は無用と思っているのである。

しかしいづれにせよ、女性の自立や解放を

考えるに最も基本的な姿である家族像の現在

の状態をよく把握して対応する必要があろう。

（二）堕胎におし､ての男女

アメリカでは1973年に堕胎が法的にや

っと認められ、それは女性にも子供を生童な

い権利が与えられたという画期的な出来事と

された。それ玄では主に宗教的罪悪感や男尊

女卑の思想の障壁があったが、それらが打破

できたといえよう。

確かに堕胎のお蔭で不幸左誕生は避けられ

る様になったか、同時に性に関するモラルも

弛んだ事も事実である。今や女性も男性と同

様、どんどんパートナーを変えても責任や負

担がある程度少なく左り、育児から解放され

る選択も与えられたのである。次から次へと

女を変えていくある種の男性の姿を女達も真

似る事ができる様にも左ったのである。しか

し堕胎の本来の目的は前述の様に不幸を避け

るためであり、それを性の快楽の部分の行き
● ●

過ぎと新しい生命に対する軽視へと乱用する

ためにできたのではない。つまり、非常手段

として存在するのであり日常手段として用い

るものではない、という事である。徹底的に

合理化した今世紀、かつて芸術で表わされた

人間性の美しさや素朴逓愛の尊さを失なわ左

い事を願うのである。

さて、日本ではまた別の動きを見せている。
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「社会における男女の役割」の参加者
筆者は後列右端

既に1948年優生保護法により堕胎は認め

られているものの、近年、特に若年層の女性

でこれを行なう数が増えているため、終戦直

後の混乱期に成立しているとの法の改正、つ

まり経済的理由のみによる堕胎を認めない様

にすること、が表面化している。日本の場合、

堕胎が必ずしも不幸を避けてばかりいるとい

う訳でもない。というのは、堕胎に至るまで

は男女相互か関わっていた事であるにもかか

わらず、堕胎を行なう段階では女性が孤独に

その苦痛を耐えている場合が少なくないから

である。問題は堕胎そのものに対する男女の

考え方であり、特に若い未婚の女性が両親や

親威ひいては相手の男性に話せない玄ま堕胎

の手術をうける人が多く、まるでそう左った

のも女一人の責任であるかの様に見える。確

かに他人に知れると、その人の一生を左右す

る吹元に蚕で発展する事が有り得るが、そこ

まで彼女を追い込む男性がもっと責任をもつ

べきであるし、女性の側も自分を捨てて行か

ない様な男性を選ぶべきであろう。いづれに

せよ、堕胎を行なう段階に至ってしまえば、
● ● ● ●

男女両方が責任を負う事を深く認識すべきで

あると思う。

（三）職業選択における男女

本来、女性に向いていると言われる主婦業

よりも、一生のキャリアを持とうとする女性

か近年増えており、それは前述の家庭内の女

の地位の軽視とも多少関連していると思う。

しかし生活水準が高まり女子教育も高等化し

た今日、女も外に出て働こうとするのも不思

議ない事であろう。

ところがこの現象への人々の対応は、年代、

地区、性別に差はあったものの、初めは冷た

かった。男は台所に入ってはいけない、とか

女房に食わしてもらっている亭主はおし玄い

だ、とかいったネガティヴなイメージが仲々

消え左かつたからである。しかし徐々にそう

いう考えも変わり、妻が仕事（プロフェッシ

ョン）を持つ事は、ある面で彼女が知的で才

能かあり、その能力を生かせるほどの人物で

ある、という評価も出て来た。最近そして今
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後ともその点で、男性も自分の妻を誇れる様

に承っているのでは左いかと思う。
● ●

しかし、意識の問題ですべてが解決される
● ● ●

訳ではなく、現実的な問題として、いくら有

能な女性かいても、彼女に対する労働市場の

狭小性は甚だしいものである。例えば、日本

では男女賃金大系や就業機会に公然と格差が

見られ、更に不況に承ると、その煽りを被る

のは女子労働力である。それでも依然として、

日本の若い女性の大多数は仕事よりも結婚を

選ぼうとしている現実丘のであれば、このこ

ともあまり取り沙汰される必要は危いし、そ

れなりにいいであろう。

しかし、こういう中で問題と承るのは、キ

ャリアを持ちたい女性である。少数派である

彼女達は波に逆らって自分の力で厚い壁を破

ろうとする。この壁の原因は、勿論、有能な

女性を頑左に理解しない男性の変な自尊心も

あるが、それよりも、過去の女性の仕事に対

する無責任を姿勢に上り女子労働に対する先

入感が形成されてしまった事の方が大きいで

あろう。つ在り、単に高学歴で肩書きもあり、

「一生仕事を続ける」と断言し、企業に莫大

左投資をかけてもらっても、ある日、突然、

私事で仕事をやめてしまう例が多ければ、当

然信用をなくすであろう。過去、こういう例

が余りにも多く、現在の女性にまで尾を引い

ていると思う。

日本人の男性は、承知の様に、非常にハー

ドワーカーズである。その彼ら以上に延べに

して仕事をする意識と能力が女の人にもあれ

ば、堂々と自分の才能を生かしていけばいい

と思う。但しその場合、前述の様に自分の家

庭塵をもよく考え、お座成りにするのでは

左〈、自分の立場をよく理解し協力してくれ

る男性と環境を見つける事が大切であろうし、

家庭内の母親あるいは妻として、また外での

経済人として、双方をうまくこなし、どっち

つかずにならない様に気を配る試練を覚悟し

左〈てはならないであろう。結局、この場合

も、男性と女性の相互の話し合いと理解が最

も大切である事を強調しておきたい。

会議を終え、両国の比較を論じつつ感じた

事は、日米の人々の意識の多大な差であった。

しかし肝心丘のは個人個人の価値観であり、

「こうあるべき」という法則は有り得ない。

要するに自分が納得し満足していられる状況

を自らつくる事が大切であり、そのためには

幅広い知識を吸収し、自分に最も適合的な立

場を見つける努力を怠ってはいけないのであ

る。

＜テーブルメンバーと論文＞

AJapaneseFhmily-CarrieZepeda

lnduced紬ortion＆Men,s

Participation-清川貴子

Liberty&AbortionIssue

-TsunWYanagihara

MonkWSeeMonkeyDo

-Kimmbinson

WomeninMassMedia －木村 明子

WomenintheAmericanLegalSystem

-SherylWilkins

Men&WomenintheUnitedStates

-SUSieCho

mrt-Timer －益田 栄壮

SomcApproachTowardsAnalyzingthe

GapBetweenMen&Womeninthe

LaMFbrceinJapan －岩川倫子
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企 業 問 題

関西大学 4年 貿易業務論

村 田 隆 ほか

I はじめの言葉にかえて

今回の学生会議で我々企業テーブルは、米

側4名、日本側4名という理想的な参加者構

成で、数多くの野外研修、多種の問題点につ

いての討論等、かなり活発な活動を行う事が

できました。現在の日米関係で最も重大な問

題と思えるものに、貿易摩擦に代表される経

済問題と防衛問題がありますがこれらは、い

まだに解決を見ず、次の世代、即ち我々に残

された課題といえます。これら両問題に対し

て、学生としての卒直な意見交換を行えた事

は非常に意義深い事であったと確信していま

す。それでは以下、四つの分野に別け、我々

の行った行動について報告して行きたいと思

います。

て考える事はできません。とりわけ日本のエ

レクトロニクス技術は、先行していたアメリ

カに着実にキャッチ・アップを行い、日本製

64KRAMは、アメリカ市場で70%のシエ

アーを占めるに至っています。この成功の理

由としては、i)品質管理の優秀性il)長

期的視野からの積極的な設備投資lil)民生

品への供給が主なため、大規模な生産と、そ

れによるコスト・ダウンが可能であった事、

などが考えられます。しかし、これら日本製

品の攻勢に対し、アメリカ産業界の危倶は大

きく保護主義の動きは明らかに見られます。

ここで自動車問題も含め、保護主義の拾頭に

ついての評価が日米双方からなされ以下のよ

うに意見の一致を見ました。即ち、「保護主

義は当事両国に損害を与えるため、回避され

るべきであり、現状の問題は、品質管理の強

化等競争力向上の努力により解決されるべき

である｡｣という事です。実際、ボストンで訪

れた、データ・インスツルメント社の工場の

壁には、「品質の向上が、我々の生活を守る」

と書かれたポスターを見つけましたし、品質

管理面での努力は着実に進められている様に

感じました。ただ．アメリカ側学生の言った

「70万人に及ぶ失業者を、まのあたりにし

た時、（我々･は）彼らの声を無視はできない

という事を（日本側も）理解すべきだ｡｣とい

う言葉は、なぜか心に残る物でした。アメリ

カ経済の問題の重大性と日本にとってのアメ

Ⅱ 貿 易 問 題

日米問の貿易収支は、近年、一貫して日本

側の出超であり、日本市場の閉鎖性の問題も

含み、貿易問題は日米関係において最も重大

な課題であると言えます。それだけに討論は

活発なもので、多くの問題提起、反論等がな

されました。実際に議題となったのは、a)

半導体等、ハイテクノロジー分野、b)農業

分野でした。ここでは、具体的に日米双方か

らなされた議論を含みながら要約して行きた

いと思います。

a)半導体等、ハイテクノロジーに関して

現代社会は、エレクトロニクスを抜きにし
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リカ経済の重要性を考え、長期的視野にたっ

た対応策が急がれるべきであると痛感しました。

ギュレーションQの段階的撤廃ii)全ての

金融機関に預金準備率の積み立てを義務づけ

る80年通貨管理法の制定等である。これら

改革の原因としては、i)高インフレ下の消

費者の金利選好の結果、メリル．リンチ社の

MMFの成功等により金利自由化の要求が高

まった事、II)については、自由金利、マネ

ーサプライの管理の観点より、国立銀行以外

の銀行に対する指導力の強化がなされた、等

の議論がありました。

b)日本の金利自由化

過去においては、厳しく規制されていた日

本の金利も、現在においては、コール市場、

手形市場における自由化の導入、CDの認可

等、着実に自由化が進められていると思いま

す。これは、l)企業の資金獲得源の多角化

消費者の金利選好の一般化、il)80年の外国

為替法改正等による金融の国際化など内外か

らの要求でもあると言えます。ただ、完全自

由化については．政府並びに金融機関におい

て、危倶も多く、その早期実現には否定的な

意見もありました。

c)日米金融摩擦

サービス部門における日本市場の閉鎖性の

象徴として、日本では度々取沙汰される金融

摩擦だが、米側学生にとっては身近な問題と

は理解されていないというのが、一般的な印

象でした。よく非難の対象となる点は、「日

本における外銀が、邦銀の買収支店の設置

その他において、不平等な取扱いを受けてお

りそれが円資金調達の制限、円の国際化の遅

れ等をもたらしている。また1950年をピー

クに在日外銀の収益が下降線をたどっている

伏線となっている｡｣という事だと思います。

だが、私たちの議論で実際に問題となったの

b)農産物問題に関して

農産物の市場開放の視点は、自由化は

経済的解決策としてでなく、政治的解決

策として考えられるべきであるという事

だと思います。この問題に関しては、主

に日本側から時期尚早であるなど、多く

の反論がなされました。一方、自由化の

論拠としては、i)農産物の自由化は、今や

全ての日米貿易問題の象徴となっており、そ

の政治的波及効果が大きい事、il)日本農業

の生産性向上のため競争の原理の導入が必要

な事、がありました。とりわけ、i)の議論

は、米通商代表部日本担当のジョセフ。A・

アーシー氏によっても強調されていました。

経済大国としての国際経済での役割を考える

と、自由化への具体的プログラムが作成され

るべき時期が来ており、そして実行に向け、

強力な政治のリーダー・シップが問われてい

るのではないでしょうか？

Ⅲ 金 融 問 題

金融問題に関しては、a)米国金融革命、

b)日本の金利自由化、c)日米金融摩擦に

ついて、投資銀行メリル・リンチ社の訪問も

含めて討論を行いました。

a)米国金融革命

アメリカでは1930年以後、銀行法、証券

法の下、金融構造は安定を維持していました。

しかし石油ショック以後、インフレと高金利

の定着を背景に、1980年の金融制度改革法

で金融制度は大きな変革を遂げる訳です。具

体的にはI)預金金利の上限規制であるし
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ンタビュー、討議と．意義深い活動を行う事

ができました。実際の論点としては、 a)米

国における新らしい労使関係、b)Quality

Controlに関する考察、 c)日本的経営の移

殖、という3点に集約されると思いますので、

順次報告をしたいと思います。

a)米国における新らしい労使関係

米国の労働組合の発展は､NewM政策に

おける保護に始まりました。以後、産業別組合に

よる組織力アップを経て常に経営側と厳しく

対立し、労働条件の改善、高い賃金上昇の確

保等多くの成果を果たして来たと言えます。一

方．AFL-CIOに見られる様にその政治

的活動は、政府の政策決定に多大な影響力を

持つに至り、その地位を益々確固なものとし

てきたのです。しかし石油危機後、強い労働

組合は、コストアップ、生産性の低下により、

米製品の国際競争力低下、米経済の不振レ

イ・オフの増大と皮肉な結果を導く事となっ

てしまいました。そして現在、組織率の低下

も相まって、米労働組合において、新たな方

は政府による、法律、行政指導による規制と

いった問題でなく、邦銀の高収益、特徴等に

対する考察でした。それらは、即ち、契約関

係を越え一蓮託生ともいえる日本の銀行と企

業の関係に外銀が入り込むのは困難である事、

顧客獲得のための努力が多くなされている事

でした。外銀の場合は、魅力的な金融商品を

作る事にのみ焦点が定められているという論

議も出され、経営方法について改善の余地が

あるのではないかという事でした。以上、新

たな試みとしてなされた金融問題という事で

専門的知識が欠けていたという点で困難な点

もありましたが、学生レベルでの視点で、興

味深い議論がなされました。

1V日米の企業経営の比較

この2．3年、欧米における日本的経営の

人気は驚く程高く、私たち企業問題テーブル

においても重大な議題となりました。それだ

けに、NorthCarolina州商工局、Boston

のDatalnstrumentlnc.等への訪問、イ

亜
Ｉ

霧

織
〒…

｢企業問題」の参加者

筆者は後列右から2人目
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成功をおさめている事等を強調されていました。向性、即ち、経営側との雇用保障を条件とし

た妥協による経済再活化への協力への模索が

なされています。一方、経営側は、Qcサー

クル.QWL(QualityofWorkLife-

Iammg)等の導入により、労働者の経営参加、

生産性・品質向上に本格的に取り組んでいる

と言えます。この点に関し、ライシャワー氏

が、我々の質問に答え、米国伝統的労使関係

を19世紀的、戦後日本の労使関係が20世紀

的で、やっと米国が20世紀的になりつつあ

ると指摘されたのは印象的でした。伝統的労

使間のギャップ、品質管理と生産ラインの分

離等、多くの問題点を含みながらも新しい労

使関係が経済再生を目指して、着々と発展し

ているのは事実だと思われました。

b)QualityControl､に関する考察

具体的な経営管理手段に関する考察として

Qcに関する問題提起が米側によりなされ、

それに対する質疑応答等がなされました。焦

点としては、米国でのQcの一般化、参加状

況、問題点等でしたが、日本人労働者の参加

動機が自己啓発、経営参加意識に基づくのに

対し、米側のそれは、経済的インセンティブ

即ち報償金に重きがおかれ、両国の労働に対

する概念の相違を垣間見たように感じました。

c)日本的経営の移植

野外研修として、NorthCarolina州商工

局国際部を訪れた我々･は、日本担当のJohn-

son氏から、日本企業のNC州進出について

話を聞く事ができました。NC州は米国で三

番目に日本資本の進出が多く、その利点とし

て、高度科学技術の研究、優秀な人材の確保

等、州自体としての努力、ならびに、南部特

有の穏健な労使関係等．日本的経営移植の為

の下地がある事、実際に進出した日系企業が

V 防衛産業問題

7月30日、WashingtonDCにおいてIn－

ternationalBusinesstable及びScience

andTechnologytableの合同によるDef…

Forumが開催されました。昨年来、CaP-

itolHillでは、 日本の防衛産業へのライ

センス供与が問題視されています。というの

は、現在のライセンス供与は、日本の一方的

な技術の取得につながり、日本の自国生産．

他産業への転用へとつながるという危慎があ
／

り、ひいては米国の防衛産業の衰退、雇用減

をもたらすというわけです。

一部の「防衛議員」達によ･り火の手のあが

ったこの問題を経済的、軍事的に評価するた

めに、以下の方々の基調報告の後、質疑応答、

ディスカッションを行いました。

○Mr･Robert D.Mullen

シンガー・コーポレーション

oMr･CharlesRjchardson

マーチン・マリエッタ・エアロスペース

oMr.NobuoHayashi

三菱エアクラフトインターナショナル

oCommanderJamesAuer

米国防総省

。志方俊之氏

日本大使館 防衛駐在官

oMr･PatrickMorris

アメリカン ユニバーシティ

o吉田直人氏

慶応義塾大学

まず、防衛装備調達のプロセスの日米比較

研究が行われました。基本的には日米に大き
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な差異はありませんが、日本の場合．装備調

達における中期業務見積りの重要性、貿易摩

擦との関連、防衛産業の脆弱性など様々な問

題点が明らかにされました。とりわけ、日本

の装備調達を決定づける要因に関し志方氏が

明解な説明をされていたのが印象的でした。

続いて、対日軍事技術供与を考える際には

①軍事技術のソ連へのリーク②米同盟国

の防衛装備規格同一化③完成品の市場確保

を目指す米企業の思惑④技術吸収し自主開

発を目指す日本企業の思惑⑤通産省の航空

産業育成政策等の要因を考慮せねばならぬ事

が明らかにされました。討議の過程でパネリ

ストが合意に達したのは、現在のライセンス

供与システムは日米双方にとり利益をもたら

すという事です。まず、日本側にとって、限

りある時間と防衛予算の制約のもとで、一定

水準の防衛装備を持つには、このシステムが

不可欠であるし、米国にとっても、同盟諸国

との防衛装備規模平準化、同盟国である日本

の防衛産業の基盤固め等多くのメリットが存

在する訳です。この事については、ワインバ

ーガー国防総省長官がNHKのインタビュー

で言明した事からも明らかだと思われます。

将来の展望として、米国は日本に「日米防

衛装備共同開発選択の可能性」を要望してい

くが、それは政府間ベースではなく、あくま

で企業間で行われるだろうという結果に落ち

ついたと思いますo日本としてもR&Dコス

ト削減という面からも共同開発を考えねばな

らないが、その際も武器輸出三原則をなしく

ずしにすべきでないという事で、出席者の合

意を見たといえますoForum後、 パネリス

トの方々･と会食を持ち、我々学生に防衛産業

について新たな視点を与えて頂いた事も含め、

やや実務的議論に流されたきらいはあるもの

の、このForum力戦々に与えてくれたものは

大きく、Frontierの問題に取り組む姿勢は

今後の学生会議で是非継承して欲しいと思い

ます。

Ⅵ 終わりにかえて

以上の様な成果をおさめた、今回の学生会

議でしたが、我々のこの会議が完全なもので

あったとは言えないと思います。これら一ヶ

月の共同生活が、日米関係の将来への具体的

プランニングを与えてくれるには、アメリカ

は余りにも理解するに大きく、日米関係は、

複雑かつ深いものでした。ただ日米が共有す

る諸問題に対する即効薬はなく、まだまだ地

道な体力作りをなおざりにする事のできない

段階にあると確信した次第です。それだけに

この様な会議の重要性は大きく、その証明は

我々参加者のこれからの生き様にゆだねられ

ていると言えるでしょう。最後になりました

が、会議の成功のために、貴重な時間を割き

協力をして頂いた方々に心より感謝の意を表

したいと思います。

（野外研修）米通商代表部、US＆ASIA

Institute、NorthCarolina州商工局、

NewYorkStockExchange， メリル･･J

ンチ社、Datalnst｢umentlnc．
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変 動社

合云

関西学院大学 4年 社会学

藤 井 薫

前回の会議での政治参加テーブルから受け

継がれた社会変動テーブルは、一貫したテー

マを、現代社会において民主主義はどうある

べきなのか、また個人は政治とどのように関

わっているのかを分析することに置いた。社

会で見られる様々な現象の中で、アメリカ側

は「クエーカー教徒の非暴力主義」「イデオ

ロギーのもつ客観性について」「アメリカに

おける4つの少数民族集団」「アメリカ労働

市場で増加する女性の労働力」の4点を中心

に発表を行なった。一方、日本側は、「全学

連を中心とする左翼運動の変遷」「右翼思想

とその構造」「明治以降の政治家汚職事件と

選挙について」の3点から論じた。

フィールドトリップとして、ワシントンで

は、内戦の続くエルサルバドルで5年間、難

民救援活動にボランティアとして従事してき

た男性から、中南米の実情について話を伺っ

た。デューク大学では、1ﾊねrRegister

I"agueの代表者一彼は、良心的徴兵拒否者

を支援する一方、高校生に徴兵登録(Draft)

をしないようパンフレットや手紙で呼びかけ

ている。グループのメンバーは約2000名一

や、ノース・キャロライナ州のCommun1st

WorkersPartyの代表者、ポーランドから

フルブライト交換教授で、政治学専攻のクリ

スチナ女史からそれぞれ2時間、スピーチ及

び質疑応答の機会に恵まれた。またニューヨ

ークでは、DemocraticSocialPartyの事

務所を訪れ、総評の招きで来日経験のある代

表者と、日本と米国の労働組合のしくみやス

トライキの相違平和運動に対する見解など

を伺がった。

今会議のシンポジウムの1つに社会変動シ

ンポジウムが催され、各テーブルのメンバー

がそれぞれの社会的な活動を行っている市民

団体や研究所に出向き、それぞれの活動状況

と見解、今後の展望などをきくことで、特に

日本側参加者は、日本とのちがいに感銘をう

けたようであった。特に、我々のテーブルで

は、それぞれの訪問先での印象、感想などを

述べ、テーブル活動の一環に繰り込むことで、

このシンポジウムを十分活用できたように思う。

さて、ここまでは、淡々と活動状況を述べ

てきたが、今回の活動で特徴的に思えるのは

社会変動という1つのテーマを．市民団体や

草の根運動に近い形で活動している人々とい

った存在に焦点を絞って考えたということで

ある｡アメリカの場合、各州で、いろいろな

イデオロギーを持った人々が、独自の活動を

しており、全国的規模の組合活動は、例えば

AFLなど、知名度はあるが、活動団体総数

からいえば、絶対多数とはいえない。したが

って、それぞれの州に散らばった団体間の連

絡をとったり、まとめ役をひきうけ、より政

府に対する働きかけを強めたり、社会的影響

力を強くする団体も存在している。この一例

が、DSPであり、ニューヨークにおける大
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規模な反核集会やデモンストレーションの立

て役者となったこともある。同様に、コミュ

ニスト・パーティも数多くあり、ソ連から正

式に承認された団体に統一されるのではなく、

それぞれ独自の活動を行なっている。したが

って彼らからすれば、日本共産党が唯一であ

ることに却って疑問を感じたようであり、こ

の種の質問に、我々は答えに窮してしまい．

日本人の国民性によるものであろうという、

苦しい説明で逃れたりした。各団体の代表者

の親近感にみちた対応と素直な意見に、日本

では、委員長と話すとき、こんなに打ちとけ

られるものだろうか、と思ったりもした。こ

うした接触によって、なるべく多くの団体、

多様な活動をしている人々と会うという目的

は達成されたが、できれば俗にいう「体制側」

の人々の意見もききたいという声もあった。

もっとも、この要望は、トライアログという

日米欧の学術経験者が主催している中立団体

の事務局長に会うことで、かなえられてはい

るのだが。

では各人の発表をまとめてみたい。

ジュリア・ヘヴンの「クエーカー教徒の非

暴力主義」は、彼女の高校時代の体験を基に

良心的徴兵拒否について扱っている。クエー

カー教徒は、東海岸のあちこちに片よって点

在しており、総人口に対する比率は多くはな

いが、彼らの活動は地域社会に対して、かな

りの影響力をもつ。これはユタ州を中心とし

たモルモン教徒の社会的影響によく似ている。

クエーカー教徒であることを全うするため、

たとえ「裏切者」「愛国心を持たない者」と

いった社会的制裁を受けても、武器を手にし

て戦場におもむくことを拒否するといった事

例は、両大戦やベトナム戦争を通じて多くあ

った。このため軍当局は、看護兵や後方勤務

という職にふりかえることで、拒否者を減ら

そうとしたが、依然、拒否するものも多く、

彼らの幾人かは、カナダなどへ逃れ、市民権

を抹消されたまま暮らしているという。キリ

スト教では、神の国は現世の国家よりも重視

されており、死後の栄光は神の裁きによって

決まる。この良心的徴兵拒否は、アメリカに

おいても、特殊な例であることにかわりない

が、クエーカー教徒の本来の活動は、難民の

救援や、社会的に恵まれない人達のためのボ

ランティアといったことに集約され、社会変

革というよりも、既存の社会でよりよい生活

を実現する方向にあると考えた方がよい。

ギャリーの「アメリカにおける4つの少数

民族集団」で、彼は主としてインディアン．

ユダヤ系アメリカ人・アイルランド系アメリ

カ人をとりあげた。黒人に関しては、自身が

白人であり、客観的立場をとりえないという

ことから略された。インディアンというアメ

リカの先住民族の大半は、今だに、居住地に

住み、その大半は失業状態にあって国からの

生活保護をうけてくらしている。教育や福祉

サービスなども与えられてはいるが、土地を

奪われたという傷手は、民族的な傷となり、

就労意欲や就学意欲の低いまま、今日あるの

が実情であるという。しかし、インディアン

（と呼んでよいものか、私自身迷うのである

が）としてのプライドは高く、働くという行

為をしなくても食べていけることから、フリ

ーライダー論（ただ乗り論）ともいえる。楽

をして得をする方をえらぶ、という見方を一

般からされている。この印象が、「怠け者」

というレッテルとなり社会的差別が正される

ことのないまま、インディアン側にとっても、

－52－



「社会変動」の参加者

筆者は後列中央

対し、男性陣のひかえめな態度が対称的であ

った。確かに、現実の社会では女性は家事労

働の大半をこなさざるを得ず、男性と同量の

仕事量と責任をも全うするためには、男性側

の積極的な理解と協力が処要なのであるが、

そこは理想と現実の相違もあって、今後もな

かなか実現されそうにない。

スチュワートの「各イデオロギーにおける

客観性」についての発表は、正直、我々全員

がどの位まで理解できたかわからない。一つ

には、内容がかなり抽象的であったこと、そ

して、発表時間も充分なくかなり割り引いて

おこなわれた為である。しかし、彼のいう民

主主義という概念が、現実には例えば平和運

動をとりあげる場合、政府の方針と一致しな

い時、どういう風に展開されているのか、黒

人解放まで含めた社会運動が、南部でどのよ

うな迫害に会っているかといった事例から、

どのように歪められてうけとられているか。

彼の提起したテーマは、イデオロギーにかか

わらず、権力が一定の人々に集中することに

その地域社会にとっても何ら有効打のうてぬ

まま．今日にいたっている。一方、ユダヤ系

アメリカ人・アイルランド系アメリカ人は、

自らの社会的地位の向上を一貫して目指して

きた。前者は、宗教的な特性を保ったままで

あるが、後者は、民族的な特性を捨て、アメ

リカ社会に同化することによって、成功して

きた。前者の代表格が、ブラウン元国防長官

であり、後者は故J・F・ケネディ大統領で

あった。我々からすれば、外見的特徴ではW

ASPと判別できないアイルランド系アメリ

カ人が、他のラテン諸国からの移民とちがう、

民族的特性をなくしていることに、それほど

問題意識をもたなかったのだが、現在の「ル

ーツ」ブームの影響があるのかもしれない。

リアンの「アメリカ労働市場で増加する女

性の労働力」は、主に女性の職場差別を、生

計を支えるために働かざるをえない女性労働

者の実情からとりあげている。この発表は、

男女の役割テーブルとのインターテーブルで

行なわれ、女性陣の活発かつ積極的な意見に
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より、政府が本来そうなるべき機能を失い、

民主主義というものから遠ざかっていくとい

うことにあったと思う。

さて日本側は、右翼．左翼そして選挙と政

治カラーの変化の3点から論じたものである。

現在の社会の3側面を表わしたかったのだが、

それがどれ位成功したかは、わからない。全

学連という．1960年代を中心とした一連の

運動が、しだいにセクトに分かれ‐反目しあ

い設立当初の意味あいを失っていく過程は、

我々もよく見聞きする。一方、右翼思想も、

本来は、原始社会主義に似た概念であり、天

皇を絶対視し、皇民は全く平等とする、それ

自体階級意識をもたないところが特徴だが、

これが、戦時中にどのように歪められて宣伝

されたのかも周知のことである。民主主義政治

を守っていたはずの日本が、ヒトラーのよう

な独裁者なしに、全体主義に陥り、敗戦とい

う帰結をむかえるに至った要因は何であった

か。我々の発表に、これに対する明確な答え

はない。アメリカ社会が抱えている深刻な問

題を日本は回避してきた。明確な社会差別や

人権問題が表面化することは少ない。実際、

すばらしい国であり、社会変動の必要性はな

いのかもしれない。しかし、私たちだけが平

和で幸福な生活を送っているからといって、

それが本当の幸福な社会といえるのだろうか？

この疑問を常にもつこと－それが一番大切

なのではないだろうか？

－54－



ソーシャル・チェンジ・シンポジウム

大阪大学4年 英語学

河 合 雅 美

ば左らないのは、この「人権の守られた状態｣、

つまり「平和」を達成するにはどうすればよ

いのかということをより具体的に考えること

だ、と思いついたわけです｡そこでこのシン

ポでは、目標を達成するための、社会変革を
｡ ●

行なうための方法にスポットをあてることに

しました。一つの目標を達成するためにとら

れている様々左方法をながめることによって、

私達が達成しようとする「平和」への具体的

方策が見えてくるはずだ、というわけです。

そして、人権の抑圧された一例であり、現在

のアメリカ社会の中で最も関心の高い問題の

ひとつである人種差別問題をとりあげ、この

解決へ向けて人々がいかに働きかけているか

を見ようということに左ったのです。

こうして、平和シンポジウムというよりは

むしろ人種問題シンポジウムに近いような形

で、一個の独立したSCシンポジウムが行な

われることになりをした。単に平和について

論じるだけで履く、平和を達成するための

「ソーシャル・チェンジ」の方法を探らなけ

ればならないという点に着目したのは、丘か

なかよかったと思い在すが、そこへ人種差別

問題が入ってきたのに日本人側はややとまど

いを覚えたのではないかと思います。

ソーシャル・チェンジ・シンポジウム（略し

てSCシンポ）は最初、一個の独立したシン

ポジウムとしてでは宏〈、平和シンポジウム

の第，部として計画されていをした。日本人

側実行委員としては、この第1部において、

原爆の脅威、ヒロシマ・ナガサキの惨状、ベ

トナム戦争左どについて、フィルム・フィー

ルト.トリップ等を通じて学び、8月6日の原

爆記念日にあわせた平和シンポジウム第Ⅱ部

では第1部で学んだことをもとに、私達の間

でディスカッションを行ない、平和へ向けて

私達の決意を固めていこう、といった構想を

抱いていました。大筋においてはアメリカ側

実行委員もこれに同意しはしたものの、日米

両国に別れプログラム作りを進めていくうち

に、「平和シンポジウム」ひいては、「平和」

の把え方そのものに、日米でくい違いが生じ

てきました。その結果、当初私達が頭に描い

ていた平和シンポジウム第1部とは全く違っ

た形の、独立したシンポジウム、SCシンポ

が出来上がったのです。

それではその経過についてもう少し詳しく

述べておきましょう。日本側実行委員が「平

和」を「戦争」に対するものと把え、なかで

も問題を「核」に絞って考えていたのに対し、

アメリカ側は「平和」を単に戦争のない状態

としてでは履く、より広く、「人権が守られ

ている状態」として把え費した。そして、私

達がこのシンポジウムを通じて目指さなけれ

7月29日、SCシンポ当日のスケジュー

ルは午前中、人種差別問題に関する講演及び

質疑応答午後からは小グループ・に分れてフ
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のRalphnlomas氏でした。彼は主にアメリ

カの移民政策、最近の難民受け入れとその影

響といったことについて話されました｡大変

忙しいなかをわざわざ来て下さったようで、

予定より少し遅れてやって来られ、1時間程

の講演と質疑応答を終えるとすぐ．に帰ってゆ

かれました。

最後の講演者はDavidRose氏で、彼は司

法省公民権局連邦施行課課長でした。彼は、

公民権運動の歴史と現状について話をして下

さいました。このRose氏は、講演前に私が、

日本人にもわかるようにゆっくり英語を話し

て下さいと頼んだところ、快く、「私は外国

人に英語を教えたことがあるから、外国人相

手に話をするのは慣れている」と承諾して下

さったのはいいのですが、話に熱が入ってく

るとどんどん話すベースが早くなり、私は横

からいっしょうけんめいベンを振ってベース

を落とすように合図しなければならなかった

のを覚えています。

講演後、午後は小グループに分れ、フィー

ルト’・トリップ．に出かけをした。予定されて

いたフイールト・・トリップ先は以下の6つで

した。

1.AmericanFria企ServiceComnittee

（クエーカー教徒の団体）

2. IntemationalAssociationof

MachinistandAerospace(労働組合）

3.NationalLaborLawCenter

（労働者の権禾朧護の団体）

4.Committ"A"instRegislation&

Draft(徴兵制反対運動団体）

5.InstituteforPolicyStudies

（アメリカの政策研究及び提言機関）

6.NationalOrganizationforWomen

イールト･・トリップ．、ということになってい

ました。会議がはじまって一番最初のシンポ

ジウムということもあって、皆、「いったい

シンポってどうするんだろう」といったよう

な面持ちで、ぞろぞろと講演会会場に集まっ

てき在した。をず最初はアメリカ側参加者の

一人Scottのスピーチです。

ところで、ここでお断りしておか承ければ

ならないことがありをす。私は平和シンポ及

"SCシンポコーディネーターということで

このSCシンポの午前の部の司会をし、また

この報告書を書いているわけですが、もしか

したら私はこの報告書を書くのにもっとも不

適当左人間かもしれをせん｡なぜなら、私は

司会をする都合上、講演者に肩書きを聞いた

り、講演の英語がはやく蔵ってくるとゆっく

りしゃべるようにいっしょうけんめい合図し

たり、等を、こういったことを緊張で卜・キド

キしながらやっていたので講演の内容をほと

んど覚えてい履いのです。従って、講演の詳

しい内容については英文報告書を読んでいた

だくことにして、ここでは簡単に講演者の紹

介と印象を述べておくにとどめます。

講演者は3人ありました。まず最初は、L

ARAZA国民議会副会長のGuadelupe

Saavedra氏です｡LARAZA国民議会と

いうのは、イスパニア系アメIノカ人といわれ

る、チカノやメキシコ系人達の社会的、経済

的地位の向上のための組織です｡Saavedra

氏自身もイスパニア系のアメリカ人で、大変

左まりの強い英語を話されました。アメリカ

におけるイスパニア系アメリカ人の現状及び

LARAZA国民議会の活動について話され

ました。

2人目の講演者は、移民局局長事務所顧問
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（女性解放運動団体）

この中で、1番の釦nericanFriends

ServiceColTmitteeへのフィールト・・トリ

ップは、会う予定になっていた人と行き違い

に蔵って、結局、何もできずじまいになって

し萱ったので、実質フィールト・・トリップ・先

は、5カ所ということになってしまいました。

これらのグループ．か全部戻ってきた時点で、

各グループからの報告を行左い、そのあと全

員で「ソーシャル・チェンジとは何か」に

ついて話し合い費した。いろいろ左意見が出

ましたが、蚕とめれば、ソーシャル・チェン

ジとは人々の意識を目覚めさすことである、

ということに承ると思いをす。その手段に関

しておもしろい指摘がありましたので、ちょ

っと紹介します。

何か社会変革を行なおうとするとき、アメ

リカ人はどうやら童ず「法律」を変えること

に手をつけるようだが、日本人は「教育」に

よって人々の意識を変えようとする。例えば

人種差別撤廃女性解放運動などは、アメリ

カではERA左どに見られるように、まず憲

法改正をしようとした。日本ではそれは、

「同和教育」によって危されエうとしている、

というのです。

この原因としては、法の持つ社会的効力の

違い、人々の考え方の違い、また教育制度の

違いなど様々なことが考えられ室す。重要な

のは、私達が何らかの形で、社会変革・ソー

シャル・チェンジを行なおうとするときには、

こういった社会的背景を十分考慮に入れたう

えで、どういった手段をとるか決定しなけれ

ばいけない、ということでしょうo

ソーシャル・チェンジというある意味では

とらえどころのない、考えにくいテーマのシ

ンポジウムで、当初の目的を十分果たせたか

どうかは疑問ですが、講演・フィールド・ト

リップ･などを通じて、得るところは十分にあ

ったと思います。

平和 シンポジウム

大阪大学3年 西洋史学

西 岡 浩 美

何年か前、合衆国政府が核戦争に備えてシ

ェルター内に七十年分の食糧と医薬品を蓄え

る計画を考えていると聞き、あ萱りの馬鹿ら

しさに、現実化するはずがなかろうと思った

ものだ。ところが、との夏、実際にワシント

ンDCのCapitolを訪問した際、この下にビ

スケットが七十年分備蓄されるんだよ、とア

メリカ人学生に廟笑まじりに教えられて驚い

てしまった。

反核兵器反戦争は、単に常識でしかない。

放射線に焼かれたいと望む人間もいなければ、

愛する者を戦争のために失って喜ぶ人間も又、

ありえないからである。だとすれば、何故、

今どき「平和」か殊更強調されねばならない

のか。いや、それ以上に「平和」を叫ぶ事自

体が、何か特別のことのように感じられるの
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は何故か。常識が常識として通用しないとこ

ろに、現代社会の異常さがあるのではないだ

ろうか。私たちが、これこそ「平和」なのだ

と錯覚しがちな、この豊かな物質文明は、最

高度に発達した近代技術によって保障されて

いる。しかし、その近代技術は、同時に軍事

産業をも押し進めているのであり、そのため

に、軍備増強こそが、国家の安全＝平和を守

るものであると言われると、どう反論すれば

よいか分ら丘くなってし誉うのである。この

ように、消費文明に埋没し、平衡感覚を麻庫

させてしをった私たちは、七十年分のビスケ

ットを焼くことと、核兵器建造をやめること

とを、改めてはかりにかけてみなければなる

まい。

中世封建社会を脱皮して、新しい価値観

新しい思考機式を手に入れた人類は、遂に

1945年、広島・長崎に、その愚かさを集
● ● ●

中させてしまった。三十七年前のその時を、

滅びに至る門とするか、生命に至る道とでき

るか。私たちは、広島・長崎を、世界平和へ

の原点と考えるに及んで、八月六日（アメリ

カでは五日）を、平和シンポジウムの日とし

た。

青く晴れ上がった夏空の下、美しいデュー

ク大学キャンパス内のフィルムシアターで、

広島から持ち運んだ2本の映画が上映された｡

その、視覚に訴える力は強く、ただれてはが

れ落ちそうになった皮膚や、火を放たれる屍

の山の映像は、直接、心にくいこんでくる。

この、ともすれば、過去への感傷のみに終わ

ったかもしれ承い、原爆の記録フィルムに対

して、もう一本は現在の世界各国の軍事状況

を如実に写し出して、評価されるべきもので

あった。続いて小グループに分れてのディス

カッシヨン。映画の印象、その他、平和につ

いて話し合う。

夕方からは、St.JosephsA.M.E.でセ

レモニー。原爆を怒る、首左し地蔵の紙芝居、

Joni平本さんのスピーチ、そして平和宣言。

この平和宣言の中に第34回JASCの平和

理念の全てか凝縮されていたと言っても過言

ではあるまい。GaryWanser君と大浦真裕美

さんかかわるがわる読み上げるその内容を聞

いているうちに、様々の思い出が、胸に浮ん

できた。

五月十五日、日本側全参加者が、初めて顔

を合わせた合宿で、過密スケジュールに追わ

れながら、深夜一時過きゞ室で話し合っていた、

富坂セミナーハウスの夜が懐しい。七月の関

西地区合宿では、次第に考える力を失ってい

く頭を揺らせながら、高橋さんと石津君の原

案を、何度も書き直した。渡米直前、日米会

話学院の蒸し暑い一室で、アメリカ人は原爆

といえばパールハーバー、反核といえば、バ

ランスーオプ＝パワーと言うだろうと懸念し

ていたことも、今では笑い飛ばせる。

この春大学の食堂で友人と、平和＝non

戦争では左いと、話し合い左から、平和の定

義を考えあく・ねていた。軍縮だの軍拡だのと

話していたので、いきおい、平和を軍事の面

からのみとらえざるをえなかった。通常の戦

争の延長上に、核戦争があり、広島・長崎が

ある。ではその戦争は何に帰因するか。洞察

は、国家の枠を越えなかった。

テープ・ルディスカッションとレセプション

の合い間を縫って集ったGWUのピアノラウ

ンジ。戦争は暴力に帰因し、その暴力は構造

的なものである。諸価値が不平等に分布し、

人類一人一人の人権が踏みにじられる状況が
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続く限り、地球上に平和はありえない。人権

の尊重を促進するものは、個人レベルでの相

互理解左のだ。こういう見解に達して、平和

宣言か編まれた。文字通り国家の枠組をはず

して主張し合う皆の顔が、その時ほど、個性

的に見えたことはない。背後の、白い螢光灯

の光を反射させる、壁の黄色さが妙に印象的

だったo

セレモニーは、軍縮をめざして活動を行っ

ている三グループ・の方々の講演をもって幕を

閉じた。あまりにもあっけなかったというの

が、実感である。ヒバクシャの語りこそなき

にしろ、数百人の聴衆の前で平和宣言が読ま

れ、被爆にエって死んで行った人々への鎮魂

のキャンドルサービスで、余韻を残し凌から

終わることを、少なくとも日本人学生は期待

していたのではないか。このよう左期待は、

むしろ卜・ラマ性のみを求めて真に広島・長崎

を考えるものでないと非難されるべきだが、

やはりもの足りなさは隠しきれない。その理

由は、「唯一の被爆国ニッポン」以外の土地

で平和セレモニーを催すのか困難だというの

ではなく、広島・長崎の衝撃的左映像から、

実際に平和運動を行っている人々のスピーチ

に連左る空間を埋めるものか、乏しすき‘たこ

とにある。

分科会とちがって、単発のシンポジウムは、

参加者が各自持ちよるものによって、その質

が決在る。「平和」のように、漠然とした問

題ほど、日常、いかに考え、いかに、その考

えをまとめているかが、重要になってくる。

映画の後のディスカッションが、今一歩深ま

らなかったのも、そこに原因があると思われ

る。又、これとは別に、平和宣言が、わずか
● ●

十六人から成るコミッティーにより、密室で

作られた感があるのも拭えない。コミッティ

ーに入るかどうかは自由であり、九十人全員

で作るのは能率が悪いという事実は否定でき

左いとしても、全員の、平和宣言への意識を

高める配慮が、もっとなされるべきではなか

ったかと、残念で仕方かをい。それには、デ

ィスカッションのための時間がもっと必要で

あろう。

平和を目指して、学生は何ができるか、何

をすべきか、具体的な内容は見出せ左かつた

としても、動機付けという意味では、とのシ

ンポジウムは、十分成果を挙げたと言える。

Joniさんの次の提言は、今後も私たち皆の

胸に生き続けると信じたい。

「世界中の人々の幸福を願って

涙を流し症さい

世界は変わりうると信じをさい

平和を第一に考え左さい

勇気をもちなさい。」
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第三世界シンポジウム

関西学院大学4年 社会学

藤 井 薫

JASCも半ば過き’た8月10日、ニュー

ヨーク大学に於て、第三世界と今日いわれる

地域の問題の中で、特に人権問題をとりあげ

た「第三世界シンポジウム」が開かれた。ニ

カラグアの事情に詳しいジェズイット会神父、

南アフリカ共和国で黒人解放を求めるパンツ

ー解放機構のメンバーとその支持者2名の計

3名のスピーカーによる講演を中心に、ニカ

ラグアの農村の様子を写したスライト･上映と

南アで非合法に作られた映画で、人種差別の

深刻さを表わす「ジンバサの最後の墓」上映

が行なわれた。

ニカラグアを始め、我々が、日常、第三世

界諸国の動向について入手できる情報は、か

なり限られたものである。ここ数年来の内戦

状態にある国はニカラグアにとどまらず、エ

ルサルパト・ル等の中南米諸国、ガンビア、ウ

ガンダ．といったアフリカ諸国、カンボジア、

レバノン等々、世界地図の全面に散らばって

いる。現在、戦争状態にない国をあげた方が、

容易な程である。ニカラグアの例をとれば、

泥沼化の根源は、社会の固定した階級構成が

崩壊した後、上層階級が独占していた資本や

富を狙って、新興勢力が取り合いを演じる一

方で、先進諸国のイデオロギーがらみの経済

援助や武器援助に支えられた民兵集団をかか

えこんだ勢力者が、残忍かつ終わりのないテ

ロリズム抗争を繰り返していることによる。

国家か、国家としての機能を蔵さなくなり、

国民全員が、無差別テロの犠牲にされて、同

国人同志で血を流し続ける。それも、第三者

つまり、先進諸国で開発・製造された武器で。

その一方で、先進諸国からの寄付で、人々に

食料や薬を与えているという、皮肉な図式が

生まれているのである。我々は、例えば、先

進諸国は、第三世界の抱える多くの不幸につ

いて何らかの形で援助すべきである、という

意見に賛成はしても、実際にそれがどのよう

な形で行われ、どのような結果を導き、それ

が、果たして正しい援助であったのか、をた、

正しい援助とは一体何なのか、といった問い

かけに接することはまれである。援助をした

んだから、それでよいでは左いか、と考える

人もいるだろう。金銭的左援助が、かえって

その国の貧富の差を拡大したり、先進国から

の技術導入が、その国独自の経済体系をつき

こわし、失業者を生み、農民から土地を奪い、

生産された商品は、秀れた先進国の商品にお

されて売れ残る、といった悪循環だって他人

事だ、ということもできる。だが、はたして

それでよいのだろうか？

南アフリカ共和国は、今日、世界で唯一の

公然と人種差別を行っている国である。カラ

ードとよばれる有色人種は、白色人種と同じ

権利、生存の自由、発言の自由を享受するこ

とはできない。カラート．とは、パンツ一族と

呼ばれる南アが成立する以前からの先住民族

で、南アの人口の70錫を超えている黒人と、
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アジア人種、そしてユターヤ人と定義されてい

る。実際は、カラート・の中でも日本人は、そ

の経済力を背景として名誉白人の地位を得て

おり、カラードの安価で安定した労働力を求

めて進出している日本企業は多い。国連で、

人種差別を行う国に、経済的制裁を与えると

いう政策が採択された後で一番と在ったのは、

実は、南アではなくて先進国の企業であった。

この為、各国とも巧妙に南アとの経済関係を

保っており、今に至る玄で、それは変わって

いない。

人種差別は、人類の犯す罪の中で最も罪深

いものだ、といった人がいた。今も南アでは、

家族がともにくらせる日は年に3日位しか左

い。働かなければ生きてはいけ左い。が、居

留区の中の土地はあれはて、居留区の外へ現

金収入を求めねばならない。その為にはヴィ

ザがいるし、家族は居留区外には連れていけ

ない。働く条件も悪いカヘそれを訴えると逮

補される。移住するにも許可がいる。結婚も

許可がいる。とん左生活を、我々は想像でき

るだろうか。レストランで、食事をとること

は許されない。労働条件がいかに悪くても賃

金がいかに低くても、それに甘んじねばなら

ない。スティーヴ・ピコという解放運動家が、

牢内で死んだ。彼は、デモに加わっていた理

由で逮補され、裁判も受けず、一年以上も理

由もなく拘留され、ある日「病死」した。体

中、打ち傷だらけだったという。

残念左から、日本にも人種差別はある。社

会のあちこちで、黙認された差別がある。我

々は、どちらの差別がひどいか、と力、自分

の国では、決してそんなことはないとは、在

して言えない。悲劇をくり返さ左いため、自

分たちが、人間らしい生活を享受するために

も、差別をなくす努力を怠っては左らないし、

同じ社会にくらしている人々も、遠い社会で

くらしている人も、同じ人間であり、どちら

かが犠牲にならねば成立しない社会には、絶

対に本当の自由や幸福は存在しえない事を認

識しなければならないであろう。

社会における男女の役割シンポジウム

上智大学2年 英文学

木 村 明 子

ウエルズリーのキャンパスは、目に沁みる

ような青い芝生と星空の下の湖。そして繰り

返された幾つかの別れのシーン。今、時のね

じを逆に回してしばし夏の回想にひたれば、

感傷という二文字に押しつぶされそうになっ

て、あわてて我に返る。帰国後一ケ月、もう

東京の風は秋。夏のほとぼりはさめたけれど、

あらためてアメリカの夏に感謝。九十人の仲

間に心からありがとう。そしてJASCに万

歳三唱！

私達は会議の終盤をボストンの郊外にある

ウエルズリーカレッジで迎えた。ここはセフ・

ンシスターズと呼ばれる名門女子大の一つで

今迄に多くの指導者的女性を華出して来た所。
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そのウエルズリーで「男女シンポ」（正しく

は「社会における男女の役割･ﾝンポジウム」）

が開かれたというのも、いささか象徴的。

さて、このシンポを私自身、どんな言葉で

表したらよいのだろう。左にか熱い思いがこ

みあげて来て、うまく言葉忙ならまい。九十

人の日米の学生と、男女の役割について共に

考え合うことができたというとと自体、私に

とっては胸が一杯になってしをうような経験

なのだ。そんなわけで、客観的な報告ができ

るとは思えないカヘとにかく私か感じて来た

ことをありのをまに伝えたい。

私の最初の素朴な驚き・喜びは、アメリカ

のデリゲイツと初めて会った晩にさかのぼる。

「テープ．ルは？」「男女の役割」「いいテー

ブルね。私も参加したかった。」こんな会話

をあちこちで交わした。もちろん男子学生も

同様で、「日本の女子学生がこういう問題に

関心を持つのはいいことだね。」という返事

さえ返って来た。こうした彼らの反応は、今、

男女をめく．る問題がアメリカでいかにホット

な話題の一つであるかを示している。と同時

に、彼らが「男女の役割は変わって来ている」

という認識を既に持っていることを示してい

る。

日本ではどうか？と言うと、状況はかなり

異なる。「女性解放思想」といったものは、

日本では戎だ－部の女性のものでしか左いよ

うだ｡かつてマスコミによって作られたウー

マンリブのマイナスのイメージが今でも支配

的である。そもそも、長い封建制と家族制を

持っている日本だから、戦後数十年で急激な

変化を望めないことは分かっている。それに

しても職悪しき伝統”（少なくとも「万人は

平等である」という観点からみれば）を固持

している男性社会と、それに追随している女

性を見ると、日本人のプレクシビィリティの

希薄性を残念に思う。女子の間にも高等教育

が広がっている今日でも、それが人間として

の自立を説く教育には直接つながっていない

のが現状のようだ。

話をシンポジウムに進めよう。私達は二人

のパネリストを招いた。一人はボストンNO

W(NationalOrganizationforWomen)

の支部長エレン、もう一人はボストングロー

ブ．社（ボストン最大の地方紙）のリビング・

セクションの編集長。男女双方の講師を迎え

たのは、このシンポの目的があく蚤で「女と

男」の役割を考えることにあるからだ。いわ

ゆる「婦人問題」は、女性のみに帰属してい

る問題ではなく、男女双方の、つをり人類共

通の問題なのだ、というのが私の持論である。

エレンは細身でロングカーリーの魅力的な

女性。張りのあるよく通る声が、彼女の自信

のほどを示していた。

彼女は三十分ほどのスピーチの中で、NO

Wの目的や活動、ERA(EqualRightof

Amendment)、Socialization(男女がいか

に性役割を学び身につけて行くかという過程）

等について語ってくれたoNOWはアメリカ

のウーマンリブ・の元祖とも言える組織で、現

在会員は16万。最も有力な女性グループ.だ。

(JASCでもSocialChalEeのフィール

ト・卜Iノッブの一還として、ワシントンのNO

Wの本部を訪ねた。)NOWの目的を一言で

表すと徹tobringwomenintofull

"rticipationinthemainstreamof

血涯ricansocietynow"である｡NOWの

ハンフレットから主な主張をひろってみると、

ERAの成立、堕胎権、ホモセクシュアルの
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権利、人種差別反対、経済的権利、老人の権

利主婦の権利､政治的権利暴力反対、教

育の中の差別反対、子供の保護となる。これ

らを妨げるものを一つ一つ破って行くのがN

OWの目的である。

ERA(男女平等憲法修正案）批准の運動

はNOWがここ数十年大きな目標として掲げ

て来たものだ。ERAの中味は「法の下の権

利の平等は性を理由として合衆国萱たは州に

より否定をたは制限されてはならない」。ア

メリカの州法の中には、日本の明治憲法のよ

う左前時代的なものがあるが、これら差別的

州法を一掃し、男女の平等を積極的に憲法の

中にうたいこもうというのがERAの趣旨だ。

アメリカの女性は男性の59粥の賃金しか

得ていない。大卒の女性が、高卒の男性より

給料が安い、というような経済的差別はなく

していかなければいけない、とエレンは言う。

Socializationについては次のように説明

してくれた。小さいうちから子供達は、徐々

に自分の性役割を習得して行く。家庭・学校

あるいは外の世界を通して、子供達は自分に

は女（男）として、何か期待されているかを

学んで行<｡社会の（古い）通念（たとえば

女は家にいて家事をするもの）が、子供達の

自由な感性をなんらかの形で規定して行く、

という。私自身、自分の20年をふりかえっ

てみて、彼女の説に賛成せざるをえない。例

えば、私が童話の世界にひたって育って来た

のも、今、文学部に在籍しているのも、私が

素直でやさしい女の子になるように、親や社

会の要請に応えて来た結果なのかもしれない。

次のパネリストの英語は、私の理解の限度

を越えていた。そこであとからアメリカ人に

スピーチの内容を聞いてみたところ、「彼は

自分が女性を支持する、と言っただけで、あ

とはほとんどジョークで終ったみたい」との

こと。せっか<malefeministに御登場ね

がったのだから、彼との個人的な会話をつけ

加えておこう。

「日本の新聞には女性記者はわずか0．8妬

しかいをせん。新聞に女はいらない、という

のが彼らのホンネのようですが、アメリカで

はいかがですか？」

「女性記者はふえているよ。私のところは

l/3が女性だ。男性と同じ仕事を同じよう

にとなす。これからもふえて行くことは間違

いないだろう。」

さて、この二人のパネラーのスピーチをも

とに、私達は二時間ほどのQAおよびディス

カッションの時間を持った。考え方の違いを

越えて、皆ん左かあん童に真筆に卒直に意見

を出し合えたことを、私は本当に嬉しいと思

うのだ。後の反省会の時にも、「三つのシン

ポジウムの中で、男女シンポカー番成功だっ

たと思う」という意見か何人かから出された。

私も同感だった。というのは、話題が身近だ

から特別の知識がなくても積極的にディスカ

ッションに参加することができる。これが成

功した一つの秘訣だと思う。

会場から出された質問、意見をざっと拾っ

てみよう。ERAと女性の徴兵(ERAは女

性を戦闘要員とはみなさない｡)、Socializ"

tionに対する疑問（現在の男女の違いは自

然なものなので、それに疑問をさしはさむ必

要はない）、法と男女平等(ERAが否決さ

れた理由、日本憲法の本音と建前、戸籍法の

不平等）、日米の文化的社会的相違（日米を

比べて日本かより封建的とは一概に言えない）

職場の女性の意識の低さ（企業が悪いの刀､
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会場は終始friendlyな雰囲気に包在れて

いた。私は英語のハンディを抱えながらも、

三時間のシンポの間、ボルテージが上がりっ

ぱなしだった。「深夜以外は寝てるんだね」

と皮肉られた私も、この時ばかりは全身を耳

にして聞き入った。思いあまって、会場を後

にするエレンに、園Whatcanldofor

Japanesewomen？”と尋ねたら、飼Make

asmallgroupfirstandifitgets

bigger,youcanlBveaninfluenceon

peoPle"自信に満ちた暖かい目でそう答えて

くれた。

アメリカの男女の問題に強い関心を持って

いる私にとって、このシンポは格好のものだ

った。もちろんシンポだけでなく、JASC

そのものから多くの刺激を得ることができた。

アメリカの女子学生のambitiousなこと、男

子学生のli"ralなこと、JASCでの一ケ

月は私の視野を広げてくれるに十分のものだ

った。さて次に何をするか、この経験を明日

の私にいかにつなげて行くか、JASCは今、

私の中で産ぶ声を上げたばかり。

女性が悪いのか、鶏と卵の論争◎女性の中の

意識の差）、教育と平等（まず教育の中で平

等意識を育てて行くべき）、日本の企業体制

と平等（効率を重んじる社会では、母性ゆえ

生産性の低い女子を採用しないのは当然。賃

金体系の男女の違い、年功序列制）、保護か

平等か（女子の母性は社会的に保護されるべ

きVS保護に甘んじていては平等は達成でき

ない。妊婦以外特別の保護はいらない）、保

育所の増設の必要（日本では女性が働く環境

設備が整っていない。個人負担になりがち）

真の平等とは？（EqualRight,Equal

Opportunity,FreeChoiceが保障される

こと。それに伴い人々の意識や態度が変わっ

て行く）、家事・子育てにおける男女の役割

（女性が子育てにより向いているというのは

男性の偏見。）、女性は感情的か？（男性が

人前で泣くのは許せるか？女性ならどうか？

女性は感情を表面に出せるという特権を持っ

ている）、中絶（男女は中絶に対して同等の

権利を持つべき。子供の権利や幸福も考慮に

入れるべき）等を。

ジャパンナイト・アメリカナイト

慶応義塾大学2年 経済学

西 田 尚 弘

れた両国間の学生気質の違いなどについて触

れてみたい。

JAPAN NIGHT

準備段階においては、各シンポジウムと同

等に扱われたJ.N.だが、本会議で準備の

程度が顕著にでるのは』．N.だけである。

玄たシンポや分科会が定例会で、皆で学び、

今年もNorthCarolinaにおいて日米の文

化・風俗・習慣の紹介をするための企画であ

るJapanNightとAmericaNightが催され

た。ここではJapanNid'tを企画した一人と

して、またJ.N.の終った後、実に気楽に

見ることのできたAmericaNidltの観客の

一人として両者の報告と、をたそとから得ら
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個人の知識・意見を発表するというgive&

takeが中心なのに対し、』．N.は唯一参

加者全員の手でつくりあげたものと言える。

このような準備段階における性質のちがいは、

他のシンポなどに比べ一人一人が情熱を打ち

込んだと同時に意見の対立も多く、日本にい

る時から衝限られた時間で何をやるか”で議

論が白熱した。また当日前夜の2．3時間に

わたる碗どこをcutするか”の討論も今にな

ってみればいい思い出である。

このような軒余曲折をへて』．N,は8月

2日の夜催された。結論から言えば大成功だ

ったと言えるだろう。観客席にいたアメリカ

側から、終始拍手、驚きの声、カメラのフラ

ッシュか絶えなかった。スタートは“文化と

伝統”という一見堅苦しそうを企画だった。

日本の風俗・習慣を春夏秋冬という季節の流

れにあわせて紹介していったが、一つ一つに

ユーモアを盛りこみ、ナレーションがうを〈

間をつないで、この一時間程度の企画は、ア

メリカ側・日本側ともに興奮の連続であった。

僕自身、横で見ながら学生会議参加者の一人

一人の趣味の広さと企画力の豊富さに感心し

ていた。夏の甲子園の応援団や武道などは、

その後の会議においてもよく話題にのぼった

ものである。

この後に続いた関西地区の卜・ラマは、日本

の独特の慣習と言える憾お見合い”（アメリ

カ側の中には、侭野蛮な慣習”と言う人間も

いたが……）をコミカルに描いたものだった。

二人が対面するシーンなので、ピーピーロ笛

を吹きたて二人をひやかし大騒ぎするアメリ

カ側を見てると、やはり「アメリカ人と日本

人のculturedifferenceは大きいのかな」

とつくづく思わざるをえない。次が最も準備

段階から問題が多かった東京地区の卜・ラマで

ある。ママッ子の受験生が東大に合格し、大

学生活に目的を見つけられずに放浪するsto－

ryで、確かにアメリカにない噺受験戦争”

と蔵日本的大学生活”をよく表現していた｡

この卜・ラマのDirectorの一人として、アメ

リカ側の反応か気になったが、soso位だっ

たと言える。

そして最後に段々下降ぎみだったムードを

一挙に盛りあげたのが関西地区がつくった日

本料理と恒例の盆踊り大会である。アメリカ

での会議において日本料理を用意するのは大

変なことだったようだカヘ不慣れな手つきで

箸を持って碗そば”や唾しると”をtlyして

いるアメリカ人を見ると、何かしら親しみと

空腹感におそわれた。そして料理かなくなる

ころ、いつのまにか浴衣に着がえた日本側は

東京音頭と炭鉱節を流したのである。特に炭

鉱節は侭digdig""hanghang''badK･

push･safeというかけ声がかかり、本当に

いやという程アメリカ側のアンコールによっ

て踊ってし蚕った。デイスコチックなアメリ

カ人の盆踊りも一見の価値かある。

JamnNim'tを盛り上げたものがあと二つ

ある。一つは司会者二人による、英語による

碗漫才”で、（もしかしたら漫才史上初めて

の試みだったかも？）Texasを徹底的にバカ

にするなど、アメリカ人用に調整されたギャ

グはアメリカ側に大うけであった。そしても

う一つは耐見る側”のう戎さである。アメリ

カ人というのは、楽しむと決めたことには多

少の粗かあっても気にせず、ちょっとでも笑

えるところを見つけると大騒き？をして自分達

を盛りあげる。この精神というか技術には、

』．N・の企画の一員としていかに助けられ
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たことか･･…｡。そして、これこそがアメリカ

人の陽気さを生みだしているものである。

このようにして今年もJ.N･は興奮と共

に幕をとじた。深夜、企画の皆と最後にホー

ルを去るとき、偶然その日の午後にpaper

Fesentationを終えた僕は、充実感と共に、

自分の任務が終ったことに気づいて、その後

の会議に不安を覚えたほどだった。

するところなど、アメリカ的アイディアとユ

ーモアに脱帽せざるをえない。

それからは、もちろん順調にショーか続い

た。前半は、東部・中西部・南部・西部など

の出身地域別のショーで、ミュージカルやダ

ンス、卜←ラマなどバラエティーにとんでいる。

日本側かオリジナルが多いのに対し、唾ターラ

ス”や廓アメリカン・グラフティ”左ど有名

なものをおもしろくアレンジしたものが多か

った。日本側はJ.N.が終っているため、

リラックスして楽しんでいたが、アメリカ人

ほどではないものの、一週間の共同生活の中

でアメリカ的観劇（？）を身につけ、少し大

げさに騒き，ながら雰囲気を盛り上げていた。

後半は後発の利をいかして、J.N,のギ

ャグをとり入れさらに加工したギャグや、特

徴ある日本側何人かのものまねなどもとり入

れなかなか工夫したものをやってくれた。し

かし知人の耐ものまね”がうけるのは万国共

通のようだ。

最後には予想された通りビールと軽食つき

のディスコ・パーティーになり、生バンドの

演奏で午前1時位董で踊り続けた。日本側も

アメリカ側も、今蚤でもったいぶって隠して

いたものを相手に見せてしまった解放感で、

心ゆくまで楽しんだと言える。おそらく多く

の参加者が“I'mintheJASCnm八'!"

と実感したのではないか。

』．N.とA、N・は時期的にも会議の中

間であり、精神的にも日米両参加者かお互い

に相手を知り合い、これから友情を深める段

階に入るポイントであった。僕はこの2つの

Nightsが多くの参刀晴にとって、前半から

後半への大き左飛躍点となったことを信じて

いる。

AMERICA NIGHT

アメリカ側はこのNightシリーズでは大き

なバンデをしよっている。日本側が、日本に

いる時から全体 地区別で企画・練習できる

のに対して、アメリカ側は地理的理由から会

議の二日前に初めて顔を合せただけである。

従って、準備と組織力のJ.N.に対して、

A.N.は個人の特技と言わゆる唖芸”によ

る単発的なショー形式になる。今年は二日前

のJ.N・の成功がpressureになって前日

と当日の練習は気合がはいっていたようだ。

ところが当日の直前に、アメリカ側の何人か

と話をしていると、ほとんどの人が「A、N．

はあしたじゃないの、今日だったら何も準備

できてない．…･･」という感じでとても困って

いた。僕も本当にできるのかと、少し不安に

感じたからホールに行くと、ちゃんと定刻に

スタートしたものの、どうもようすがおかし

い。少しすると、暗いステージの上でリハー

サルのような感じで2人位がA.N・の練習

をしている。突然明るくなると二人が観客席

にいる日本側に驚き、やっと本番であること

に気付くのである。もちろんこれは最初から

最後蚕で芝居で、本気でアメリカ側のことを

心配した僕なんかが一杯くわされたわけであ

る。しかし本番がスタートする前から芝居を
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第3部

エ ッ セ イ

合うことができただけで充分です。日米学生会

議ではなかったけれど、このまま成田で皆を見

送ったとしても私は.JASCをやったんだと満

足できるように思います」と、思わず本心が出

てしまったほどだ。

実際会議が始まると、今度はアメリカの大学

生の、その知的レベル・入づきあいの仕方、生

活様式、そして体力の違いなどに驚かされて、

また彼らから多くの事を学んだ。日本のエリー

ト学生と呼ばれる人は今まで何人も見てきたけ

れど、そして日本人の私がこう言ってしまうの

はとても悔しいけれど、彼ら米国のエリート大

学生というのは桁が違うな、と思った｡－何を

もってエリートと呼ぶのか、ここでこの言葉を

使うのは適しているかどうか疑問だが敢えて使

ってみる－国土の大きさの差なのだろうか？

私は今まで､､アメリカ”という国に憧れたり

行ってみたいという衝動に駆られたこともな

かった。しかし今回初めて訪ねたアメリカは、

やはり見習う点の多々ある偉大な国だった。ワ

シントンD.C・にあるスミソニアン博物館。

一点の作品を10秒ずつ見ても30年かかると

言われるほどのこの大博物館が全て無料で公開

されている。夜の9時まで開いている博物館も

あり、夕食後の散歩がてらに、親子づれや、若

いカップルが短パンなどの軽装で気軽に一流の

美術作品に接している姿は、アメリカの高い文

化水準を示しているような気がした。また、

NorthCarolinaにあるDuke大学のキャンハ

JASCの「第一印象」

井 伊 雅 子

私と日米学生会議(JASC)との関係は、

大学入学とほぼ同時に始まった。もしかしたら、

大学に関った時間よりも、JASCに費やした

方が長いのではと思うほど。なにしろ一夏をま

るまる費やしたのだから。

日米合わせて約90人の学生が全国から集ま

ってくる。その多様性はもとより、各学生がも

つ大学生にふさわしい知的好奇心に私は絶えず

感化された。日本側代表者とは5月の中旬の全

体合宿から始まって、約2ヶ月間いっしょに準

備をしてきた。その中で強く感じたことは、彼

らは、普通一般に言われている大学生のイメー

ジとはかなり異なっていたということだ。大学

生と呼ぶに価する人達だった。これは決して勉

強ばかりしている頭でっかちという意味ではな

く、専門分野に偏らないその興味範囲の広さ、人格、

交際のし方、そして人並はずれた体力？！数ケ月前ま

で、高校生だった私は、自分が以前描いていた理

想の大学生像を彼らの中に見ることができた。

こうして、自分の無知と、幼稚さに、呆れつ

つも、なんとか準備を進め、いよいよ7月23

日アメリカへ出発した。出発前の抱負会で、回

りの人が意欲満々に抱負をのべている中、私は、

「今までの準備の間に学んだことは多かったし、

こうして日本の44人の素晴らしい人達と知り
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スに一歩踏み入れた時、まさに絶句で声がでな

かった。日本にいる時、自分の大学は緑に恵ま

れてなかなかいい環境だ、と思っていたのだが、

Duke大学と比べたら、裏庭にもならない。大

学生は象牙の塔の中だけに閉じこもらずに社会

にもっと出なくては、とよく言われることだが、

Duke大学に代表されるようなアメリカの大学

の多くは、完全に社会から切り離されたような、

自然に恵まれた林の中にある。しかし、大学生

というのは、ある程度、世俗から離れて象牙の

塔にどっぷりつかってみることが必要なのでは

ないか。そんな中から、彼らのようなバイタリ

ティーも生まれるのだろう。

国土の差、といってしまえばそれまでだが、

学生の意識の差一将来に対して、学ぶというこ

と、人間関係など－がどうしてこうも顕著に

現われるのか不思議だった。一つは、よく制度

化された寮生活だろう。芝生の上で伸び伸びと

本を広げたり雑談したり、またよく完備された

運動施設でスポーツをしたり。満員電車の中で

所せましと新聞を広げ、都心の喧騒の中、遊戯

化した大学にファッション雑誌風の出で立ちで

通っている大学生とは比較にならない。といっ

ても、高校の時一年間交換留学生としてカナダ

の高校に通った時、高校生のレベルの低いのに

驚かされた経験があるので、一概にどちらがよ

いとは言えないのだろう。

大学生活のスタート時にこうしたアメリカの

大学生に出会ってその生き方なりを観察できた

ことは、とかく流されがちな日本での大学の中

で、私に多大な影響を及ぼした。第三十四回日

米学生会議は、私にとって大きな転機だった。

初めてのアメリカ訪問で、アメリカのとてつも

ない底力を見せつけられた反面、私などには測

りしれない、その裏側のひどさを垣間見る事も

できた。そのアンバランスがまた魅力なのかも

しれない。今まで特に目標もなく英語を勉強し

てきたが、これからはずっと力の入れ方が変わ

ってくるだろう。自分の専門分野を持つことの

重要さ、けれど、専門バカに偏らない柔軟性、

日本的なものに限らず、これはと思える特技一

スポーツ・音楽など－を身につける事、パー

ティーなどを始めとする人との交際の重要性な

ど、日本人同士のつき合いだけでは、なかなか

気がつかないだろう多くの点を身をもって感じ

た。しかしなんといっても、夜中の12時すぎ

に湖に泳ぎに行こうなどという、バカさ、卒直

さ、実行力、体力を持つアメリカ人と、絶えず

日本人らしさを残したまま、外国でSurvimlす

する法を模索している私に、手本を見せてくれ

た日本側代表、彼ら87人との出会いこそが、

私にはすぎた一夏の贈り物だった。

追記：題を「第一印象」とした理由は、「J

ASCについて」というエッセイを書くほど－

今の私の感激さめやらぬ状態では－JAS

Cを冷静な目で見ることができなかったから。

「一夏の贈り物」を、どう生かすのか、JAS

cと社会への意義、その方向など、私自身、問

いたいこと、課せられていることは多い。全て

時間をかけずにはすまぬことだろう。どうやら

私だけのJASCの始まりのようだ。
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黙々とシャッターを切り続けなければならない。

その仕事を、ひどいことには、なんと今回は無

報酬でやれというのだ。加うるには、撮れた写

真のできがよければ、大手新聞社がバーンとJ

ASCの記事を載せてくれるという大変な名誉

が待っているかわりに、もしよい写真がなけれ

ば、この話は一切無しになるという。これは荷

が重い。全体、こんな大役に僕などを抜擢した

A氏に人を見る目がない、などという言い訳が

通ればよいのだが、なにしろ選考基準が、一眼

レフを持っていることときたから（一眼レフと

は高級カメラのことと思って下さればよい）、

文句のつけようがない。従って、古人のお言葉

に習い、ただひたすら、「ヘタな鉄砲も数うち

や当たる」と念仏を唱えながら、シャッターを

切り続けることとなった。700枚はその遺産

である。

このような訳で、渡米中はほとんど朝から晩

までカメラを手離せない生活を送ることになっ

た。渡航直前に、松山幸男氏からの、「あまり

写真ばかりとってこないように」とのご忠告は、

この熱き情熱に燃える青年カメラマンに対して

は、馬の耳に念仏だった。とはいうものの、時

にはカメラを放り出して動きたい時もあり、実

際そうしたこともあった。だが、そんな時ふと

「シャッターチャンスだな」などと思うと、も

うカメラを部屋に置いてきたことが悔やしくて

ならなかった。次期実行委員となったある毒舌

家には、「お前はレクチャーの間も、ノートも

とらずに写真ばかりとっている」などといわれ

たが、それも事実だったし、こんなにやる必要

があるのか自分でも疑問だったけれども、終っ

てみればやってよかったという充実感がある。

それでは、カメラマンではない自分はどこに

いたのだろう。こう言うと、この役目がJASC

ファインダーの向こうの

JASC

岩 島 牧 夫

書き出しの一語が見つからずに、JASCの

1ケ月を思い浮かべ、蝉の声を聞きながら額に

汗して苦悶していると、不意に「愛着」という

語が頭をかすめる。早速、傍らに置いた広辞宛

を引くと、「愛情にひかれて思い切れないこと」

とある。成程と合点して書をドスンと閉じた。

「愛着」という言葉は、700枚の自分が撮

った写真を眺めているうちに浮かんできた。全

部JASCの写真で、見ていると過ぎた1ケ月

が思い出され、自然とカメラを手に走り回って

いた自分が目に浮かぶ。その苦闘の成果という

のだから、見る目にいきおい思いがこもる。

事情を知らぬ人に説明をすると、JASCに

は写真班というものがあり、会議期間中の様々

な場面を撮影することになっている。その一人

に僕もなっていたがために、かように膨大な量

の写真を写すことと相成った次第だ。元々、こ

の役、自ら買って出た訳ではなく、さりとて写

真の玄人、或いは半玄人でもない自分である。

それが、このような偉そうな題を掲げたのは、

この駄作の山を整理しているうちに、写真を撮

るということが、どうやら自分とJASCq)間

のパイプ･役をつとめていたらしいことに気づい

たからだ。

大体、カメラマンというのは損な商売であっ

て、，｣､学校の遠足の時の事でも思い出してもら

いたいのだが、ｶﾒﾗﾏﾝのおじさんは､餓鬼

共が、ピーチクパーチク仲よくお母さんお手製

のおにぎりを、ご飯粒だらけの顔でむさぼり食

らうている様を、自らは粗食に耐え、ひたすら
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の中で、一番自分にとって大切だったように聞

こえるかも知れないが、無論そうではない。た

だ、お前は1ケ月で何をやってきたのかと問わ

れた時に、今の自分にはそれを表す適当な言葉

が見つからない。要は、写真は黙ってそれを代

弁していろということだ。それなら、カメラを

構えていた自分は、どういう気持ちでJASC

を見ていたのか。

JASCのことを知ったのは3月のことだっ

た。大学の友人の所へ、借りていた単車を返し

に行くと、机の上にJASCのパンフレットが

置いてあった。丁度、夏にはアメリカへ行きた

いと思っていたところだったので、少し説明し

てもらうと、ただの物見遊山とは違うようだっ

た。実行委員の中に、友人がいるのがわかった

ので、ちょっと興味があるからということでパ

ンフレットを送ってもらった。正直に告白する

が、その時点でのJASCの第一の魅力は30

万円で1ケ月アメリカへ行ってこれるというこ

とだった。従って試験の準備にもこれといって

やったとともなかったし、当然、面接はすさま

じい状況下で進行した。自分のテーブルは第3

世界であったが、これは第2志望で、面接の際、

知識と認識の欠如を甚だしく露呈してしまった

分野だっただけに、合格通知に書かれた「第3

世界」という四文字は、まさに意外だった。

2，3ケ月、大学の勉強の片手間に得ること

のできる第3世界の知識など、たかが知れてい

る。ましてや、英語で討論するとなるとこれは

もういけない。とにかく周囲の議論についてゆ

くのが精一杯で、とてもオリジナリティのある

意見など、述べられない。これは痛烈な体験で

あった。恐らく日本語でやったところで、大し

て自分には理解できそうにないことを、英語で

やるのだから、まさに自分の無知を曝け出すと

との連続だった。

こんな状況にあっただけに、写真や様々な課

外番組に熱がこもるのも当然だったかもしれな

い。それで、という訳でもないが、今一番胸に

くっきりと浮かびあがるのは、平和宣言を有志

で作りあげていったミーティングの光景なので

ある。言葉を多く交したということでは、何と

いってもテープルミーティグ（第3世界のこと）

が一番だったし、時間のかけ方もそうであった。

平和宣言を作りあげるミーティングで、自分が

積極的に発言することができたわけでもない。

テーブルでは得られない何ものかがこの場にあ

ったとすれば、それは一つのものを我々が協力

して作りあげようという意識が最も高い場だっ

たからだと思う。多人数で一つのものを作りあ

げる作業は、連帯感を高めるには一番だ。大学

に入って以来、僕は2年間、演劇をやってきた

が、一つの芝居を作りあげる喜びの中にも、同

様のものがある。団体競技とよばれるスポーツ

においても同じであろう。

それでは今回のJASCで得たものが、演劇

の中に見たものとI可じだったかというと、それ

は違う。壮行会の時に、JASCは大学へ入っ

てから、芝居との出会いに続く二つめの山だ、

と言った僕の気持ちの中には、芝居の本質とも

言える「演じる」ことが、そしてJASCの中

で得た友人達と彼らが僕に与えてくれた絶大な

影響力がまさに山のようにそびえていた。こと

をそのままアメリカ側の参加者、今はアメリカ

にいる友人達にあてはめても同様であって、同

年代の人間の思索する様に触れることは、それ

が自分にとって未知の領域であっただけに、僕

には自らの蒙を啓く絶好の機会だったと思う。

この点では、自分がそうした役割を、他の参加

者に対して果たし得たかどうか、極めて疑問に
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ドをさして、「あれ、あれよ、待って｡｣と騒

ぎ出した。あわただしくハンドバッグの中を

あさり、財布をさがした。残った二枚のカー

ト・の位置が気になるらしく、ハント．バッグと

カート･を何度も見比べた。ハント・バッグをあ

さる手がふるえていた。賭け師はいかさまが

ないのを証明するかのように、カート令を足で

押えた。女が財布から二十ドルを取り出し、

その明白なカート諺をあけると、それは黒だっ

た。女は声をあげながら天を仰いだ。次の賭

けで今まですばやくハートを手に入れていた

黒人の若者が、失敗した。そのカードを地面

にたたきつけながら、ファックと吐き捨てた。

老人は無頓着に二十ドル札を手の中ににぎり

しめた。残りのカート・は明白だった。白人の

ガールフレンドが、最後の二十ドル札を賭け

師にさし出した。カート．をはぐろうとする一

瞬彼女の手に不安を見たような気がした。黒

だった。彼女は、ボーイフレント･に倒れかか

るようにしてその場から去って行った。五分

間の間に彼女らは、六十ドルを失った。

この賭けには、抜け目のないトリックがか

くされていた。まず賭け師の風ポウである。

黒人の浮浪者は、怠惰で無知なものと決めつ

けられている。そうした通念が、賭け師の酔

っ払ったような素振りと無知を装ったつぶや

きと重なり、観客の優越感と安心感を誘う。

つまり、トリックに対する警戒心を和げてし

まう。そうした安心感から、賭け師の微妙な

手の動き、つまり、カート・をくる時のトリッ

クを見逃してしまうのだ。次に、黒人の二人

の若者侭サクラだ。一人はヘマな奴、一人は

すばしっこい奴。二人の巧みな演出によって

その賭けが、真剣であるかのようにカモフラ

ージュする。二人の若者は、賭け師に敵対感

Ⅱ

ボストンーコモンを物欲しげな顔をして歩

いていた時のことだ。三人の黒人が、トラン

プ･のバクチをしている光景に出くわした。釜

ケ崎のサイコロと重なって自分の興味をそそ

った。黒のカート・二枚とハートが一枚、ハー

トを当てると勝ちだb賭け金は二十ドル、ハ

ートがでると四十卜・ルが手に入る。賭け師の

黒人は、練炭のように色が黒く、年を喰った

浮浪者にみえた。目が黄色く濁り、酔っ払っ

ているように思われた。地面の上で三枚のカ

ードを、そのシワばかりの黒い手でぎこちな

く動かしていた。観客が少しずつ集まり始め

ていた。赤か黒か赤か黒か、どっちどっちど

つち、とその老人は、ぶつぶつとつぶやきな

がらカート籍を動かした。ハートのカート謬は、

容易に目で追えた。この老人は負けてしまう

と自分は思った。二人の黒人は若者だった。

太った方の男はよくヘマをした。ヘマをして

はファックと叫んで老人をにらみつけた。そ

の仇をとるかのように、もう一人の若者は勇

み込んで、残りの二枚の中からハートを取り

戻した。三人のまわりに観客の輪ができた。

ハートのカードの端が少しまがっていた。二

人の若者は、その曲がりに気付いていた。そ

して老人の手が止まるやいなや、かけこんで

二十ドルをかけた。ハートが出た。老人の黒

い手から、四十ドルずつ若者に手渡された。

老人の手にはもう二・三枚の紙幣しか残って

いなかった。わたしは、その無表情な老人に

同情さえ感じた。白人の若いアベックが、そ

の様子を見ていた。カードの動きは誰の目に

も明白だった。ボーイフレンドの方が二十ド

ルをかけた。そしてヘマをした。そのガール

フレンドは舌打ちをした。そして明白なカー
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をむき出しにすることによって、観客の側に

親近感を抱かせる。そして、賭けそうな者に

近寄って、そのコツを教えてやるふりをする。

自分らにとって、カート・が明白な時は、真っ

先に飛びこんでハートをめくる。そして四十

ドルをポケットに入れる。素人の観客にとっ

てカート・が明白にみえる時は、（つまり、ト

リックが隠されている時)､若者はわざとヘマ

をしてみせる。得意になってカードをひいた

観客は、自分のひいたカードが黒なのを信じ

られないような顔でみる。こうして、賭け帥

の利益は、次から次に黒人の若者のポケット

に入り、賭け師の手に残った紙幣は、常に三

・四枚程度で、観客の側に不信感を起こさな

いようにしてある。

観客の輪がくずれ始めると、賭け帥も黒人

の若者も知らぬ間に消えてしまった。わたし

は、彼らの跡を追った、すると、今まで敵同

志のように振舞っていた三人が、近づいたり、

離れたりしながら、同じ方向に歩いていくの

が見えた。曲がり角のところで、若者の一人

が後ろをチラリとふり返った。そして、先程

見かけた東洋人が、跡をつけてくるのを知る

と、一瞬緊迫したような表情で、わたしの様

子をうかがった。わたしは、何も知らずに金

をすってしまったカップルや学生たちを思い

出した。そして、言いようのない怒りがこみ

あげてくるのを感じた。

った。

息子と嫁の仲がうまくいかない、と彼女は

口を開いた。一人息子には定職がなく、母の

家を出たり入ったりしている。息子は三十六

になる。このごろの若い者はうまくいかない、

すぐ一緒になりたがる。一緒になると問題が

起きる。世の中、思うようにはうまくいかな

い。若い者は、一人身のありがたさを知らな

いんだから……。

一人住まいかと聞くと、イエスと言い、ご

主人はと尋ねると、死んだと答えた。悪いこ

とを聞いたと思った。

むこうの丘に、夫の墓がある。そう言うと

スターシャは、川のむこうを指さした。以前

は、月に二度も三度も墓参りに行ったが、今

はもうそれもできない。せきがでる。彼女は

じっと丘の方を見つめていた。わたしは、彼

女のか細い体が坂を登るのを想像して、息苦

しくなった。

夫には、できるだけのことはしてやった、

看護婦もつけずに、自分が面倒をみた、と、

彼女がそこまで言うと、わたしは不吉な予感

を感じた。その病名が自分の頭に浮んだ。そ

の予感が、誤りであればいいと願った。

「ご主人は.…．｡_｜

「癌でね｡」自分の質問が終らないうちに、

スターシャは、そう答えた。わたしは、予感

が的中して、一瞬体がこわばった。わたしは

自分の母が癌で寝ているのを、彼女に知らせ

なくなかった。自分は寝たきりの母を、日本

に置き去りにしてきた、という心の偶の罪悪

感が、こうした形で報復される皮肉な境遇を

省みた。自分は母のことなど忘れていたのだ。

「両親も、兄も癌で死んだよ」スターシャは

つづけた。「あれには薬がない。たぶん、二

Ⅲ

古いセーレムの街で、スターシャという老

女に知り合った。一目みて、彼女が一人住ま

いだという気がした。死期を待つ人のように

蒼白な顔をし、シワの集った目のふちは黒ず

んでいた。せきがでろとなかなか止まらなか
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を再確認する良い機会を与えてくれました。

結果がどの様な形であろうと、一つの目標に

向かって皆が一体となり、真剣に取り組む姿、

そして私もその中の一人であるという実感を

味わえたことだけでも、私にとっては意味の

あることでした。

そして、アメリカでの一か月間。会議の中

心を成した分科会ごとのディスカッション、

平和をはじめ、社会変動、第三世界、男女の

役割に関するシンポジウム、様々な方々の講

演の度に、痛感させられたことは、自己表現

の難しさということでした。適切な時に、適

切な質問をし、自分の考えを効果的に発表す

るためには、少しの勇気と、それに裏打ちさ

れる多大な努力が必要です。今後、私の大き

な課題の一つとなりました。

初めてのアメリカで、あまりにも多くの新

しい経験が一度に押し寄せ、過密なスケジュ

ールの波に呑まれそうになりながらも、ふと

見い出せた一人の時間に様々な事を考えるこ

とができました。日本を離れ、日米を問わず

あれだけ多くの人間と接し、約一か月の間、

寝食を共にするということは、並大抵のこと

ではありません。時に、孤独を感じたり、人

間関係の難しさに頭を抱えることもじばしば

でした。また、浮き足立ってはいけないと自

分に言い聞かせながらも、遠いアメリカにま

で来て、エンパイァ・ステート・ピルに登ら

ないで帰るなんて……、プロート．・ウエイの

ミュージカルを見ないで帰るなんて……、な

どと考えていた私を今でも思い出します。し

かし、日本に帰った今、強烈に、しかも懐し

く思い出されることは、明け方まで語り合っ

たルームメートとの人生論であったり、ごく

当り前の様にカフェテリアで、クリームチー

十年か三十年後だよ。自分が生きてるうちに

はだめだろうね。」わたしは少しうなずいた

まま、川の方に目をやった。スターシャは、

また咳をした。わたしは、スターシャも癌に

冒されているのではないかと一瞬思った。彼

女が死ぬ時、誰がそばについててやれるか。

彼女の一人息子には職がない。物価が高いと

スターシヤはこぼしていた。息子と嫁の仲が

うまくいかない。嫁は、義母の家には近寄ら

ないらしい。わたしは、この夏、JASCに

参加したことを後悔した。

JASCからの贈り物

大三輪 洋 子

大学生活の残された一年間に、学生の純粋

な情熱を思いきりぶつけてみたい。二十二年

間、一生懸命生きてきた自分自身が、大学や、

日本の枠を超えた時、どこまで自分を失わず

にいられるのか。そして、その自分とは何な

のかを試してみたい。そんな心の底から湧き

上がる思いを、抑えきれずに応募したJAS

c。あれから五か月が過ぎ、私は学生生活最

後の夏をJASCで締めくくりました。そし

て、第三十四回日米学生会議がすべて終了し

た今、私に残された物は何だったのでしょう

か。

五月半ばの初顔合せの合宿以来、足繁く通

った四谷での定例会、勉強会は、その度に私

を刺激し、喫茶店までえんえんと続いた打ち

合せ、限りなく広がっていった様々な雑談、

深夜にわたる電話の掛け合いは、私の価値観
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陰なが声援を送り続けたいと思います。

､｡Ilovetheslqr,hiJlandclear.

Andllovetheslqrlowandstormy_

Toliveistoaccept…．”ロバート

フロスト（詩人）

ズをのせたbagalを食べながら話したディス

カッションの感想であったり、夜中に出かけ

て行ったパブでのたわいのない話であったり

するのです。これらの人と人の触れ合いの積

み重ねこそが、国際交流に欠かせないもの

ではないでしょうか。そこから得られた人

間同志の心の通い合った友情こそ、文

化を超えて、互いを理解し合う第一歩になる

のだと思います。友情とは、いつも一緒に行

動したり、必ず相手の意見に同意することに

よって確認し合うものではないはずです。そ

んな皮相的なものではなく、人間の心の暖か

さの交換ができた時に、生まれるものではな

いでしょうか。時に、人間は、所詮孤独なも

のだなどと感じますが、私は、この一か月に、

間違いなく、日米を問わず互いに深くわかり合え

る友だちをつくることができました。共に問

題を解決して行った仲間たちは、写真を覗く

度に、思わず懐しさの込み上げてくる人たち

ばかりなのです。閉会式の後、それぞれの家

に帰って行くアメリカ人と、肩を抱きあって

別れを惜しんだ時、成田到着後、四谷で日本

人同志の別れを惜しんだ時、人間同志の出逢

いの素晴らしさ、そして誰もが心の奥に持っ

ている素直な気持、優しさを感じずにはいら

れませんでした。

日米学生会議は、このように様々なことを

私に気づかせてくれました。私は、まだまだ、

JASCからの贈り物を、すべて開けて、そ

の中身を見て、自分のものとすることができ

ません。ただ、これらのことをすべて含めて、

やはり、私は今、JASCに参加できて良か

ったという気持ちで一杯です。そして、これ

からのJASCのために、多くの学生のため

に、今度は私からの贈り物が届けられるよう、

｢フレンドリー」な

人たちの孤独

藤 井 真

レセプション

ワシントンの寮に着くと、既に入室してる

米側参加者が、こぼれるような笑顔で出迎え

てくれた。「部屋番号は？」「×××号室で

す｡」‐「なら、そこですよ｡」と案内してく

れ、「わたしの名前は……」とさっそく自己

紹介してくれる。

その晩、両国参加者の初顔合わせのための

レセプションがあった。「ロスアンジェルス

のホームステイはどうでしたか？」「わたし

はトウキョウに住んでいたことがあります｡」

「ミシマを知っていますか｡」「ソウセキの

「心」はすばらしい｡」・…・・陽気に話しかけ

てくるアメリカ人たち。彼らは実に親切で幸

せそうだった。

さて、このレセフ.ションでわたしは、部屋

のすみのソファに腰かけていた、Mさんとい

うアメリカ女性にあいさつした。その人はと

てもやせていて、手首が信じられないくらい

細かった。数日後、彼女の回りに起こったあ

る出来事から、わたしは、彼らアメリカ人の

笑顔について、改めて考え直すことになる。

｢構ってられない」
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しの助けられる事には限界がある。．．…･」彼

女の能弁がやむと、こりは黙ったままになっ

てしまった。ぽつりとHさんが言った。「冷

たいと感じるかもしれないわね。」そうして

語り始めた彼女の話は、わたしの心をうつも

のだった。

わたしがその女性についての悲しい話を聞

いたのは、ワシントン滞在の最終日だった。

驚いたことに、彼女の日本人のルームメ.－卜

のSさんによると、彼女はその日の朝、会議

から帰って入院したという。彼女は物が全然

食べられなくて栄養失調だった。それは、ア

メリカの若い女性の間に広まりつつある病気

で、やせたい、やせたい、という思いのあま

り、肉体的にも食べ物が受けつけられなくな

ってしまうという。

さて、Sさんが憤慨した様子で話してくれ

たのは、Mさんが帰るときについての事だっ

た。「あのとき、彼女気分がめいってたみた

いで、だれかと話したかったろうと思うのね。

それでわたし、彼女のことを、彼女と同じ分

科会のOさん（アメリカ人）に伝えておいた

のね。ところがよ、Oさん、きのうの晩Mさ

んのところへ話しにも来ないし、けさも見送

りにも来ようとしなかったのよ･」

アメリカという社会の中で

「高校の頃は、わたしもよく友だちの悩み

の相談にのったりした。友だちの－．りに、よ

く『わたし自殺するわ。」と言って人に心配

させる子がいたの。わたしは、彼女の事を心

配して、何度かうちに泊めて真剣に話を聞い

てあげたりした。でも、その子はしばらくす

るとまた、わたしの気を引こうとして『わた

し自殺するわ。」と言ってくるのね。彼女の

は精神病的な問題なのだと気付いたときには、

わたし自身がノイローゼになりかけてた。」

….．･Hさんが、全ての人の問題に関わるこ

とはできない、と考えるようになったのは、

恐らくその時からだという。

わたしは、彼女らの暮らすアメリカ社会を

思った。精神科医の繁盛同世代の99％が

麻薬経験者であり（1）、カリフォルニアの

彼女の大学では学生の3分の1が同性愛の人

人だという(!!)｡ちょっと一筋縄では行

きそうにない問題をかかえた人は、際限なく

いそうである。

そして､．日本という均質で平穏な社会の中

の、大学というそのまた特殊な世界に住む自

分としては、ノイローゼとか麻薬やホモの、

どれをとっても、たぶん新聞の活字の上くら

いでしかお見にかからずにいられるのです。

彼女の前で、わたしはもはや黙るしかなか

った遇Mさんに対する、アメリカ人の冷たい

この話がもしその通りなら、そのテープ・ル

メートのアメリカ人のとった態度は、わたし

には理解しかねるものだった。わたしは、た

またまその晩一所になった、アメリカ人のH

さんに、この話をどう思う力､聞いてみた。

彼女の意見は、病気で帰らねばならなかっ

たMさんに対し、厳しいものだった。「わた

しでも、その人には構ってられないわね。だ

って、おとななら、自分の悩みは自分で解決

しようとすべきものよ◎」冷たい。本当にだ

れかの助けを必要としていたMさんに「構っ

てられない｡」とは．…･･･そう感じたわたし

は言った。「困ったときに力になってあげる

のが友だちというものではないだろうか.」

Hさんは強い語調で反論してきた。「わた
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態度を、容認したわけではない。ただ、わた

しと異なり、アメリカという複雑な社会の中

で生きている彼らのやり方に対して、取りあ

えず、自分は何も言うことができない立場な

んだ、と気がついた。

そして、他方で彼らは、自分自身をすり減ら

さないためには、深い人間関係をもつことに

は慎重でなければならないから、その結果は

勢い、表面的人間関係の量産になる。こうし

て、親しかったはずの「友人」が、いざ自分

が本当に助けを必要とするときに、背を向け

る、ということが起こるわけだった。「成功」のための「フレンド」

さて、ワシントンでの出来事は、わたしに

一つの疑問をいだかせた。それは、他人と深

く関わることに、本当にそれ程慎孟でなけれ

ばならないのなら、レセプションなどで親し

気に話しかけるアメリカ人の、あの愛想の良

さは、一体何なのだろう、ということだった。

わたしは、このことを、2，3のアメリカ

人に聞いてみた。彼らの一致した答えは、
● ■ ｡

「との国での親しさの多くは、とても表面的

なものです。」というものだった。つまり、

たとえ悲しくても、嬉しそうなふりをする。

逆に言えば、あなたのことが本当に好きだ、

という顔をする人も、「もしかしたら、あな

たが死のうと生きようと関係ない、と思って

るかもしれない」（1）というのである。

しかし、彼らは主張する。「表面的である

ことは、わたしたちの文化の中で生活し、

『成功』（このアメリカ的な響き！）するた

めには、必要なことなのです。」と。アメリ

カは政治的な社会である。社会での｢成功度」

を決するのは、その人が何を知っているかで
巳 ●

はなく、だれを知っているかである。だから、

彼らには、「とにかく、多くの人間と知人に

なることが必要」なのである。

そうすると、互いに知り合うための場であ

るレセプションなどは、まさに、彼らの「成

功」にとって重要な場であり、彼らはそれこ

そ懸命になって、愛想を振り．まくことになる。

海の向こうからの手祇

日本に帰っても、3週間を共に過ごしたア

メリカ人たちが頭に浮かぶ。笑顔で部屋に案

内してくれた人。「ミシマを知ってますか」

と話しかけてきた人。病気のMさんに構わな

かったOさん。自分がノイローゼになりかけ

たというHさん。「この国の人間関係は表面

的だ」と言った人たち。

彼らは…… 仲間に甘えずに、一りでも強

く生きられる人たち。そして、「成功」のた

めにいつでも笑顔になれる人たち。けれど、

見方を変えれば、人と心から支え合える友情

をもつことをためらいながら、浅い付き合い

ばかり求め続けねばならない人たち。

強さの裏側で、もしかしたら、彼らはとて

も孤独ではないだろうか。もし何かのために、

その強さが息切れすることがあったら、彼ら

はどうするのだろう．….．

さて、このエッセイを書いている間に、H

さんから手紙が届いた。全部で10枚の便せ

んの中程に、こうあった。

「わたしはこの会議で多くの事が分かりま

した。わたしがこの4年間でどれ程変わって

いたか、ということ。そして、この国に住む

わたしたちの多くが、いかに孤立しているか

ということ。．….｡」
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ミュニュケーションギャップを生ずることは

皆無であった。のみならず米人との方がより

よく意気投合できた位であった。さらに、渡

米のCultureshod<は僕が大阪にJASCで

出張に行った時のそれよりも明らかに小さい

のである。大阪に行った時はなまじ人々が同

じ顔をしている為僕ら（洋子氏、香弥子氏）

東京人には大阪弁をしゃべる人々にかこまれ

て違いばかりが目についたのに対し、米国で

は、初めから違っているという認識がある為、

同じところが目につくのである。とにかく本では絶

対に得られない知識が得られるところが｢訪問十

人的接触｣のmeritであろう。その点で日本に最

も必要なのは「日韓学生会議」であろう。

取りあえず、彼女がそのことに気付いてく

れたことが、嬉しかった。

JASCと私

私にとっての相互理解

石 津 達 也

何はともあれ、すばらしい一か月だった。

今となっては全てはみな美しい思い出だ。

Well"1町の青い空。Dukeでの天の川の下

でのPatとの議論、etc。そしてJapan

Night･僕は一生忘れないだろう。そしてこの思

い出とかけがいのない友達を一生大切にして

ゆきたい。Beth,Karen，Jim，そして

Brad，etc。ああ、全てが夢の世界だ。

会議の一か月を通じ、いや日本にいる時か

ら「相互理解」一JASCの基本理念でもあ

るが一は僕にとって重い問題であった。日本

は外国を不可欠とする国であるにも拘ず、日

本は理解されず日本も他を理解しない。最も

重要な安全保障ともいえる相互理解を阻んで

いるものは何か？これは私の発表のテーマで

もあったが、初めて外国にゆく僕にとって毎

日が問いかけの連続であった。そして僕は若

い時に他の国を訪れて生活をしてみることが

日系人につし､て

JASCには多くの日系の人がいたが、日

系人は同じ東洋人の顔をしていて、考え方は

殆んどの人が米国的である。日系人社会は移

民では最も同化の度合いが高い｡(詳細は3

0回、子安圭子氏のエッセイに詳しい）かつ

近い将来消滅してしまうだろうと言われてい

る。中国系などと対比して、この傾向一日本

人を日本人たらしめているものは弱い_はど

う説明されるのかと考えてしまった。日本人

は人間関係社会で、中国人、ユタ.ヤ人はイデ

オロギー社会であるから（それは属人的であ

る）であろうか。いずれにせよ、日系米人と

の接触ではかえって自分達との違いがきわだ

って感じられた。そしてこれは本当に驚きで

あり、不思議な気分にもなったのである。他

にも興味深い点をあげてみよう。

「一般化」について

「アメリカ人」はlogicalだとか、議論が

うまいから手ごわいと思っていたが、とくに

そう感じることもなかった。「西洋交際始末」

実最もそのよい方法なのではないかと思う。

際僕の米国に対する認識は一変した。

その一つとしてJASCで得た知識の限り

では、アメリカ人の物の考え方の80筋は我々

と同じといえた。僕が渡米前に読んだ文献は

とにかく日本人とアメリカ人の違いを強調し

ていて、わずかな常識のズレカ鍾大な誤解を

招く例を読みすぎたため、、､Neverthe

t,砲inshallm""t''なのかと戦々競々として

いたのである。しかし語学を除いて重大な．
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にのっているように「犬を連れたご夫人に会

ったら無理してもしゃがみこんで「おお可愛

ぃ』とかいってごらんなさいよ」「周囲の現

地の連中の日本人を見る目ががらりとかわる

ことはたしかだ」(P225～226)僕も

こりや、､相互理解”の一歩と思ってホームス

テイにいって犬を見るたびやってみたが（犬

を飼っていたので造作なし）特に変化はなか

った。それどころか、狩猟民族、牧畜民族だ

からといって飼い方に大差ない。そしてbow

wowとはなかないのに拍子抜けしてしまった。

本題に戻るが、論理を重んじる点では彼らは

ステレオタイプ的思考を排する傾向がある。

日本は単一民族の為、人＝国家の思考を他国

にあてはめてしまいがちであるが、不用意に

それをやるとすぐ反論される。僕もLucyと

の議論で「日本にいる時はtypicalAneri-

canwomanはこうだと思っていた」といった

が、多民族の米人にはその発想(typicalな

何～）がなじまないらしく、かなり厳密に問

いつめられてまいった。因みに僕は属性とし

てtall,stmng,cheerful,agressive,hasher

opinion,christian,brondhairandblue

eyesをあげたのだが、それをいうとGarey

は大笑いして「それは違う」といってくれた。

彼の土地ではもっとconservativeな女性が

多いそうである。

人種・宗教につし､て

米側が極めて多くの人種、ethnicgroup-

ｱﾝｸﾛｻｸｿﾝ･ケルト･ﾕﾀﾔ･ﾗﾃﾝ

・黒人・日系・混血・中国・韓国一及び宗教

一仏教・プロテスタント・カトリック・モル

ン．ユダヤ・無神論一に分かれているのは

私にとって大きな驚きであった。そして個人

レベルで友情を深める上では人種と宗教の相

違は全く障害にならないことがわかった。

どうして今までの戦争がこれにより生じてき

たのか不思議な程だった。これも社会の利害

から離れた若者が相互理解を目的に集まった

からこそできたのであろう。本当にJASC

は貴重な場である。これも本では得られない。

体験である。宗教に関しては私的討論では最

も時間を割いた。僕は ①ユダヤ人はなぜ差

別されるか ②君の生活にとって宗教の位置

は ③君は自分で宗教を選んだのかについて

討論を挑んだ。 ①については非同化性・経

済力に対する反感が原因だという。日本人に

とっては聖書もユダヤの物語・キリストもユ

ダヤ人であるのに…･･･という疑問はあるが、

もう一つよく判らなかった。 ②については

アメリカーフ.ロテスタント国家は必ずしも真

ならず。宗教を信じない人（無神論者ではな

い）は驚く程沢山いる。現に米側の半分以上

はそうである。しかし行為規範としての宗教

の力は日本よりずっと強い。これは私の経験

では軽々に結論できないが、恐らく、最も根

本的なところでは深く浸透しているのではな

いか？表面的には日本人は少なくとも異教徒

として特別視されることはないにしても。③

については親と同じ宗教を自動的に信じてい

る者が多い。故に「君は他の宗教と比較検討

した上で任意に選んだものではないではない

か」と言ってみた。この問いには答をつまら

せる者もいた。彼らにとっては普通は耳にし

ない質問なのではないか。しかし日本人には

興味深いといえよう。僕は「進化論を信じる

か」の問いかけもすべきだったと思っている。

紙数の関係上これで割愛せざるをえない。

これからの参加者'、

諸先輩や友人が行ったアドバイスで今年の

僕の経験から非常に役に立ったものをここに
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ご招介する。

1）特技をもて JASCでは多くの人の名

前を覚え、かつ覚えられることが重要である。

32回代表の小出晃三氏は卓越したピアノの

才能を持っておられ、一頤PIANOMAN

として有名になり、友達もできたそうだがこ

れは本当である。とかく西欧はCompetitive

Societyであるから遠慮なく売りこまねば無

能と見られてしまうそうであるから。

2）笑顔を忘れない 吉田君、窪田君も述べ

ているが、DaleCarnegieの「人を動かす」

（創元社）は最も有用であろう。米国での対

人関係・相互理解の基本が書かれている。そ

の中でも、笑顔を忘れないことは最も効果の

あるものだった。

3）ジャンジャン話しかける 「外人」必ず

しも話好きとは限らない。こちらから待って

いるような消極姿勢ではダメ。たたけよ、さ

らば開かれん、である。積極派人間は英語力

よりも大なりとは至言であると感じる。

4）英語について英語は最重要である。僕

は英語がpoorestであったのでどんなにもう

少しできたらと思ったことか。本当に「聞く

こと」を中心に準備を怠るべきでない。しか

しへたな英語でも態度と意欲はそれを補って

余りあることも又事実であった。

5)PracticalJoke 僕はJapanNight

で経験したが、日本では相当seriousなこと

も米ではJol⑯になってしまうことがある。

例えば人の弱いところに関するteasingなど

である。これらは悪意ではないのだから怒ら

ないことである。

JASCの将来

とにかくJASCは確実に人を変える。こ

の素晴しいJASCの発展をお祈りする次第

である。その為にはOB会の結成による個人

donationの組織化・広報活動による、財政

的人的確立が不可欠である。これからのJA

SCにとってこの2つはどうしても達成せね

ばならないと感じる。最後に実行委員の皆様

御苦労様でした。

'82夏

アメリカで感じたこと

滝 田 祥 子

最近日本でも「情報化社会の到来fも」とか

言って騒がれているが、アメリカの現状を見

ると、それが子供だましのような気がしてく

る。私がこの夏アメリカで見たり、聞いたり

したものは、ほとんど、この唾情報”という

ものに関連づけて考えられるぐらいだった。

日米学生会議。アメリカと日本の学生が1

ヶ月間寝食を共にし、様々な問題について話

し合う。それによって、日米相互の理解を深

め、国際平和を希求する。これは、これで大

切な会議の目的であり、誰もが頭においてい

ることである。しかし、それと同時に、1人

1人違ってはいるが、今回82年の夏にアメ

リカへ渡って、「これを確かめてきたい」と

か｢これだけは見てくるぞ｣と心に決めたこと

があったはずだb私の場合は、「日本の学生

とアメリカの学生が会議を行うことの意義を

もう一度考えること」と「アメリカは本当に

脱工業化社会になっているかどうかをこの目

で確かめてくること」の2つだった。前者に

ついてはステューデント・タイムズ（9月第

4週号）に書いたので、ここでは後者を取り

上げたい。
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りやっているのだろう。」と極めて懐疑的だ

ったことだb掲げられた目的はすばらしくて

も、私にはわからない隠された意図があるの

かもしれない．…･･･

私の疑惑を裏付けするかのように、Duke

大学では、アメリカをはじめとする先進諸国

のElectronicColonialismについて研究し

ている女性に会った。彼女によると、第3世

界諸国の国民は、情報伝達の手段を、VOA

､BBCなどの放送網に完全に支配されてし

まって、精神的な従属状態から抜け出せない

でいると言うのだ。そのような状態を少しで

も打開するために、彼女はNWIO(Ne〃

WorldlnformationOrder)の必要性を強

調していた。

これが事実だとすると、アメリカ人学生が

USICAはプロパガンダを行っていると言

った意味が納得できる。しかし、そうであっ

ても、私達日本人は、アメリカが過去の一方

的なコミュニュケーションを反省し、他国の

文化を学ぶ双方向性追求のためにこの機関を

作ったのだということを忘れてはならないと

思う。日本は今まで、アメリカとは逆の意味

での一方的コミュニケーションを行ってきた。

アメリカの新しい外交姿勢に学ぶべき点は多

いだろう。

1ヶ月間アメリカで生活してみて感じたこ

とだが、正しい情報に一番飢えているのは、

むしろアメリカの若者ではないかということ

だ。情報の量は、日本に比べて決して少ない

とは言えないが、彼ら自身の価値判断で正し

いものと、正しくないものを選分けていくと、

正しい情報があまりにも少ないと言うのだ。

特に政府要人の話を聞いたあとの彼らの感想

は、ほとんど毎回「質問した肝心な点には答

私は第3世界テーブルのペーパーで、西欧

の脱工業化社会と、国づくりに励んでいる第

3世界との間に、国民レベルでの知的文化交

流が成り立つのではないかという結論を出し

た。アメリカをケース・スタディーとして扱

ったのだが、アメリカ社会が脱工業化してい

るといっても、本の上での知識で実感がわか

なかった。そこで、実際にこの目で確かめて

みたいと思ったのだ。

脱工業化社会にはいろいろな側面があるが、

一般的に、「知識が資本に代わって、社会の

最も大切な資源となる時代」（ヴオーゲル）

と言われている。ここで“知識"と､情報"

は同義語と考えられるので、ある社会でどの

程度、情報"に重要性がおかれているかが、

1つの尺度になる。

アメリカにおける、､情報”重視の傾向は、

フィールド・トリップ・先で訪ねたVOAをは

じめとするUSICA(米国国際交流庁）の

活動に最も良く表われていた。USICAは

アメリカのPublicdiplomacyを扱っている

政府機関で1978年に設立されたばかりで

ある。国務省が行う伝統外交を補うために、

国民レベルでの文化交流活動を推進させよう

という機関で、権限的には国務省とほぱ対等

な立場におかれている。日本でも最近民際外

交の必要性力叫ばれているが、財政的規模、

影響力の点でアメリカの足元にも及ばない。

政府レベルだけでなく、国民全体のレベルで

の。情報”の重要性を充分考慮に入れた結果、

アメリカではこのような機関ができたのだと

思う。

ただ1つ気になったことは、一緒に行った

アメリカ人学生が「きっとフ･ロパガンダばか
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えてくれず、表面的に取り繕われただけだ｡」

というものだった。私たち日本の若者は、与

えられた情報を、そのまま正しいものだとし

て鵜呑みにしてしまうクセがある。アメリカ

人の若者の方が､､情報"に対する接し方が

数段上手だという気がする。情報の信頼度の

基準は、アメリカではかなり厳しそうだ。

Programに対して、「こうあるべきだ｡｣と

いうexpectationを持っていた。これは、各

人の中に理想のJASC像をつくらせ、それ

と異なるものを全て拒絶するという態度につ

ながる。一人のAmericanのcomment：

「日本人の平和symposiumに対する感想は

皆、殆んど同じだよ」

｜司様なことが文化的Stereotype-

｢Ameiricansとはこうあるべきだ。」という

expectation-についても言える。JASC

に対する個人のexpectatiOnは､各人の不満

という形で昇華され、実害は生じなかった。

しかし、Stereotypeの方は違った。SAC(

=StudentAdvisoryConmittee)の場で指

摘があった。遠回しな表現ではあったが、彼

女達にそう言わしめるだけのillbehaviorが

我々の間に見られたのだろう。「日本人の男

の人たちはAmericanfemalesに対して、日

本人の女の子に対するのとは異なった態度を

とる。」これは暗に、我々日本人男性が、日

本人女性に欠けていると思われているEasy

going,そしてToomuchacceptanceを求め

たが故に彼女達のひんしゆくを買ったことを

意味する。文化の問題は、個人の問題として

考えられ、表に出ることが少ない。彼女達の

指摘は耳に痛いが、貴重である。

新しい体験は、古いstereotypeを破壊す

るから貴重なのであって、stereotypeを持

つこと自体、決して悪いことではないし、自然な

ことだろう。問題は、それに固執することで

あり、自分の殻に閉じ込もることである。自

分の持っていたstereotypeというものを、

私自身ある程度壊さなければならなかった。

「あなたはAmericansをどの様に形容します

か。」というQnestionnaireがあった。

7月23日付:independent,democratic,

以上は私が経験してきたほんの一部のこと

に過ぎないが、とにかく、アメリカで"情報”

レベルの事柄に対する関心が異常に高まって

いることに圧到されてしまった。日本では、

まだ、情報”的側面よりも､､経済”的側面に

多く目が向けられていて、それが、脱工業化

社会になっていないと言われている所以だろ

う。アメリカが一歩先を行っているという感

じは否めなかった。

密ｅＬ鉦
Ｏ
Ｓ

虹
Ａ

ｍ
ｄ
Ｊ

岬
睡
“

に於る人間関係は非常に不自然である。出会

いの時から別れを約束され、短かい期間のう

ちに親密救潟･箙が拒芙れて行く。同じ様な意

識を持った人々の集まりである点でJASC

はhomogeneousである。しかし、国籍、そ

れ以上に文化の違いによってJapaneseと

AmerimBという2つのCategoriesに分けられ

るoHomogeneousであることは他の人の文

に譲ることにして、ここでは違い、特にexp-

ectationの差を述べたい｡

日本側参加者はo｢ientationを通じて、あ

る程度JASCとは如何なるものか理解をし

ていた。そして、定例会等を通じて、実際の
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が圧迫される一つの要因となり得る。

DiscIBsimを通して、自分の意見を他に理解さ

せることができなければ、その意見は抹殺さ

れるのである。多くのnon-natiVeEnglish

speakerSは少なからずこの問題につきあた

った。前向きに考えれば、このようなPr．

(=Problem:問題)を抱えることによって、

より良いmutualunderstandingを築き上げ

ることができるだろうし、またそれなしには

真に相手のことを理解したとは言えないだろ

う。

そのような意味でJASCはP｢・をsolve

する場ではなく、understandする場であっ

た。しかし、我々はもっと社会に働きかける

べきではなかろうか。

90Pe『Sons×25days

=2000daypersons

これだけのenergyを持ってすれば非常に

多くのことが実現可能である。又、社会に働

きかけ、実際にP｢、を解決しようと務めると

きPr.のより根本的な捉え方ができるのでは

ないだろうか。

今年の会議では第三世界(Bolivia)の子

供の為に募金をするという試みが為された。

＄216の予定が＄240程度集まり、子供の

一年間の教育費その他に使われる。このよう

な活動は、非常に容易く、効果もある。

実践的な活動は、demonst｢atjoneffect

を呼び起こし、滞在している地域との人々の

より強い結びつきを可能にする。Homestay

では得られない対等な立場に立っての交流、

host&guestではなく、一つのPr．を解決

しようとする人間同士としての交流ができる。

机上の空論に陥らずに済むこと、より強い

motivationが得られること､共有体験を持つ

gggresslveetc..…．.

8月15日付：‘《diverse”

45人のAmericansには45の性格があり

45の形容詞が必要であろう。Americansの

多様さにもかかわらず、日米には文化的に

overlapする部分が少ない。まして、世界に

は日本とは完全に異なった価値体系を有する

国が多く存在する。

これが、正に私がJASCに多大な期待を

寄せていなかった理由の一つである。つまり、

日米、Japan-Americaに限ることによって、

視野が狭くなるという懸念である。案の上、

第三世界の分科会では、北からの視点での討

論に終始していた。しかし、二国間であるこ

とにより、鮮明に国の影響を浮き彫りにする

ことができた。それは、安易に全ての違いを

文化の違いに帰するという傾向を生んだが…

日本人によく見られる表現:WeJapanese

… Americans ：I……

これが主たる違いであろう。私はUSAに

ついて充分知へているとは言い難いので、彼

らのDecision-makingの方法について

Comnentすることは避けたいが､日本では、集

団に対して全会一致を求めることが、大きな

特徴と言えるだろう。これに対して、

私が特にPeaceDeclarationを作成

中に感じた一つの方法がある。

Discussionを尽くし．お互いの立場を理解

しようと努力はするが、最終的には多数決で

全ての意思決定をするという一種「数の暴力」

的やり方である。少数派を完全に同化するこ

とは最初から不可能としているのだ。勿論、

「時間」というlimitationはあったにして

もだ。

これは「民主主義」という名のもとに少数
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を決して過去のものとしてはいけないことで

ある。常に、現在のものとして利用・発展さ

せなければならない。一ヶ月の会議は、それ

までの準備活動の集約であるかもしれない。

しかし、決してGoalではなく、寧ろ出発点

ですらある。そう、

Furtheringlmmanintegrityの為の……

Friendship

Remains

And

Never

Can

End

Love Hiro

ことにより、参加者の間に一体感が生まれる

こと等が、利点として挙げられる。

今年の夏を通して、「何かをやった」とい

う実感が湧いて来ないoFieldTripsに行っ

た。得られたものは単に知識のみ、書物の形

で得られたかも．.…･･Discussionをやった。

共有体験の少なさ、現状認識の違い……、深

い討論になることは稀であった。

JASCは多くの団体・個人の厚意により、

成り立っている。現在そのfeed－backは、

personalbasisで行われている。しかし、

そろそろJASC全体が目に見える形で社会

へ働きかけても良い頃ではないだろうか。

JASCは政治団体ではないし、Problem

Solvinglnstitutionでもな↓も強いて言え

ば教育の場であり、最も適している形態は、

JohnDeweyの、実際にTrial&Errorで物

事を把握するやり方であろう。Cultural

Sideは多分にPracticalであるが、もう一

つの恨l1面であるAcademiCSideには、改善

の余地が多く残されている。まだ完全な形で

はないがPeaceDeclarationの様な一つの

形あるものを共に創り上げる場というものを

継承し、FieldTripsをこの方向に沿って、

更に発展させることが必要である。

一ヶ月という時間は、出会いの時間として

は充分すぎる程である。お互いを理解するに

は短かすぎ、我々は不自然な努力を強いられ

る。一ヶ月の共同生活、5時間平均の睡眠、

緊張の連続、TightなSchedule…。あらゆ

る面でJASCの一ヶ月は非日常的であった。

しかし不可能ではなかったし、新しく生まれ

た関係は、過去の多くの人間関係とことさら

異なっているという訳でもな↓もはっきりし

ていることは、JASCで得られたnetwork

GenmaJAmencanから

RealFrﾕend/､

佐 敷 尚 子

今年のJASCが終わって約2週間が過ぎ

ました。思えば、5月の中旬に合格通知を手

にした時は、夢ではないかと思ったものです。

そしてそれからの3カ月は、本当にまたたく

間にすぎてしまったように感じています。東

京での初めての合同合宿で互いに自己紹介を

しあったのがついこのあいだのようなのに…。

アメリカから帰ってきてからも、本当にアメ

リカでの一カ月が現実だったとは思えないよ

うな気がしましたoでも、JASCで知りあ

った友達に手紙を書いたり、写真を見たりし

ているうちに、たしかに自分の中で何かが変

わったということを感じました。特に、アメ

リカ人の友達に、便せん3枚にもわたる手紙

が書けたこと－これは．何でもないことの

ようなのだけれど、私にとって大変重要なこ
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メリカ人としての性質も持っている。衝Iam

inbetween."と言ったのです。その時の、

inbetweenという言葉がすごく印象に残り、

その時、私は、いわゆるtypicalAmerican

という人より、inbetwecnである方が多い

のじゃないかと始めて思いました。それから、

いろんな人と話をするうち、多くの人が、

qQGeneralAmerican"という言葉をきらうのに

気がつきました。ある男の子は､《､Generalな

ものなんて外からつくられたものだ。ぼくら

はそれぞれ自分の性格を持っている。だから

GeneralAmericanはこうだろう、なんて言

わないでくれj'と、はっきり言うのです。た

しかに、考えてみればそうなのですが、これ

は私にとって1つの開眼のようなものであっ

たかも知れません。

アメリカ人であっても、日本人であっても、

1人の人間として、学生として、男性として、

女性として．.…．持っている悩み、喜びという

ものは変わらないのです。特に女性同志で話

をした時によく結婚について、子供を育てる

ことについて．また女の子として育てられて

きたことについてなど、女陸待有の講園こついて、

互いの意見を交換したものですが､日米の文1餉勺な

違いはあっても、根本的に女性ゆえに乗り越え畑ナ

ればならない悩みというのは同じだったし、また、

輪連想の男性のタイプ”なんていうことの話をし

た時には、互いに同じような理想を持ってい

たりして思わず興奮(?)したものです。

このような経験を通して、会議が終わりに

近づくにつれ、だんだんと、アメリカ人、日

本人という感覚がなくなへてきたように思い

ます。そして、自分の思っていることが気が

ねなく、自由に言えるようになり、今、長い

手紙を書くことができました。そのことがと

となのです･というのは、クラブで英語を学

びながらも、まだ海外へ行ったことがなく、

外国人の友人というのも持たなかった私にと

って、外国人と話したり、手紙を書いたりす

ることは、JASCに参加する以前は大変し

んどいことだったからです。まず何を言えば

いいのかわからない、こんなことを言っても

いいのか、こんな言い方をすれば気を悪くさ

ｵしるのではないか－などということが気に

なって、形式的なことしか言えませんでした。

今回のJASCは、そんな私の“気負､, ､''の

ようなものをなくしてくれたのです。今から

思うと、私は、以前は､､文化の違い”という

ものがあまりにも大きな壁になっていて、外

国人と接する時は日本人と接する時とは全く

態度を変えなければいけないように思い込ん

でいたように思います。それがいかに誤った

考えであったか－それを教えてくれたのは

JAsCで知り合った多くのアメリカ人でし

た。彼らが私に教えてくれたこと－それは

唾みんな同じ人間なんだ"ということなのです6

､[GeneralAmericanなんて言わないでほ

しいJ'という言葉を何度言われたことでしょ

うか。ワシントンD.C.で始めてアメリカ側

参加者に会い、不安でいっぱいだった私に、

2人のアメリカ人のルームメイトはとても気

さくに話かけてくれ、私達は随分といろんな

事について話しました。学校のこと、クラブ

のこと、将来のこと、恋愛のこと..….。そし

てある時、アメリカ人の性格、日本人の性格、

というものに話がいった時、彼女はアメリカ

の個人主義について批判しはじめました。私

は、‘､あ、こんな考えを持っている人もいる

んだな”と思っていたところ、彼女は、、､私

の性格は日本人に近いかもしれない。でもア
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てもうれしくて、何か自分の殻が1つはずれ

たような気がしています。

もちろん、このようなことにはすでに気づ

いていらっしゃる方も多いかもしれません。

でも私にとって、これこそがJASCで得た

最大の収穫だったような気がします。もちろ

ん様々な場所を訪れて、アメリカ文化をじか

に知ったことも貴重な体験ではあったし、文

化の違いを感じたことも大切なことだったと

思います。しかしその前に、やはり．､国籍は

違っても、言葉が違っても人間であることに

変わりはないj'ことを再認識することから相

互理解は始まるのではないでしょうか。それ

があってはじめて、互いに誤った見方、偏見

をとりのぞき、理解しようとする姿勢が生ま

れてくるのではないでしょうか。今、世界中

でおこっている様々な問題に対して．私達に

何ができるかと考えた時、まずしなければな

らないのはそれではないでしょうか。

この意味で、JASCというのは本当にす

ばらしい機会を与えてくれると思います。と

いうのは、1か月ものあいだ生活を共にする

ためには、偏見を持っていてはやっていけな

いからかもしれません。そして、私のように

外国人と接するのに困難さを感じている人が、

少しでも多くJASCに参加して、それを打

ち破ることができるのを切に願います。つた

ない文章ではありましたが、私の感じたこと

が少しでも新しくJASCに挑戦しようとな

さる方々の御参考になれば幸いです。そして

このエッセイを書き終えて、今、私の脳裏に

浮かんでくるのは、別れの時にあれ程陽気だ

ったアメリカ人達が見せてくれた涙と､“また

会おうね”と言ってくれた時の彼らの笑顔で

す。

最後のホームステイ

粂 和 彦

一カ月間の日米学生会議も始まってみると

瞬く間に時が過ぎ、ボストン郊外のウエルズ

レー大学の素晴らしいキャンパスで閉会式を

迎えた。そして．別れを惜しむ間もなくアメ

リカ側の参加者を見送ったあと、ぼくたちは

最後のプログラムである三日間のホーム・ス

テイにむかった。

ぼくをむかえてくれたのは、ボストン

の郊外のハミルトンに住む若い夫婦で、

今は夫のマイクが大学院生で妻のドッティー

が働いているのだが、かつて彼女が大学生の

時にはマイクの方が働いていたそうで、さす

がにアメリカらしく合理的だと感心した。彼

らはマイクの通う大学院の中の寮で暮らして

いて、ぼくたちは一日目の午後をそのキャン

パスで過ごした。そこは緑の芝生が丘の中に

広々と広がり、丘の上にはチャペルがあって

その絵葉耆のような美しさには感激してしま

った。ぼくたちはテニスをして暑くなると、

プールで泳いで芝生に寝そべるという、実に

のんびりとした時を過ごして、会議の疲れも

ふきとんでしまうようだった。そのプールで

ぼくが偶然知りあった中年の婦人が、夫の軍

隊の関係で日本に2年程住んだことがあった

そうで、いろいろな話ができて楽しかった。

一つ驚いたのは、彼女の家庭ではベトナム難

民の少年を息子同様に2年間可愛がっている

そうで、彼女の夫がベトナム戦争にも行った

だろうことを思うと、興味深かった。

その日の夕方は、その地域の人々が集って
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きて野原で草野球を楽しむ時間になっていた。

ぼくたちは見ていただけだが．練習後に皆で

輪になり、静かなお祈りをしているのを見て

マイクの通うプロテスタントの神学校を中心

とした、農村的なコミュニティの人々の暖い

きずなを感ずることができた。そして東京で

は決して見られない牧歌的な生活を素敵だと

思った。

翌日、ぼくたちはボストン市内へ出かけた。

最初は何人かのグループでボストンで最も高

いビルに登って展望を楽しんだり．フリーダ

ム・トレイルと呼ばれる史跡めく．りの道を歩

いたりして、近代的な物とアメリカでも最も

歴史と伝統のある物の好対照性を楽しんだ。

そのあと皆で別行動をとり、ぼくはファニュ

エル・ホール・マーケットというとてもにぎ

やかで大きな市場で買い物を楽しんだあと、

ボストンの港めく‐りのクルーザーに乗った。

最初は一人で一時間半の遊覧船に乗るという

のは退屈するのではないかと思ったが、素晴

らしい景色もさることながら、乗るとすく．に

アイルランドから旅行に来ているという家族

と知り合いになれて．乗っている間中いろい

ろ話ができて楽しかった。とにかくぼくの拙

い英語でも、一般の人と十分に会話が楽しめ

るということがわかっただけでも実に気分が

よかったし意義深かった。途中で港に日本の

貨物船が停泊していたのだが、彼らが五才に

なる子供に日本のことを説明するのに、トヨ

タとかホンダとかいう言葉を使っているのを

聞いて、今さらながら日本の経済面での．ま

たその面でだけの進出をしみじみと実感して

しまった。船を降りる前に一諸に写真を取っ

たりしたのだが．やはり旅先で人と知り合う

ことは素敵なことだと思った。

そのあと短い間だがボストンの街を一人で

歩いた。不思議なもので、一人で歩いている

と急に自分がアメリカにいることが今さらの

ように実感されて、地下鉄に乗るだけでもな

んとなく楽しかった。それがぼくにとっては

なんとも心地よくて、ボストンのホーム・ス

ティがぼくに与えてくれた貴重な体験だった。

そして翌日ホーム・ステイ・ファミリーと

別れを惜しんだあと、ぼくたちはニューヨー

クへむかい、エンパイア・ステート・ビルデ

ィングから最後の夜景を楽しんで、その翌朝

日本への飛行機に乗りこんだのだった。

かつちやんへの手紙

赤 津 晴 子

9月のカレンダーの訪れと共に、季節はゆ

っくりと夏から秋へと動いています。

かつちやん、その後お変りありませんか。

第34回JASCに別れを告げてから早や2

週間が過ぎようとしています。JASCを通

しての様々な出会い。その中でかつちゃんと

の出会いは特に印象的でした。5月の合同合

宿で初めてかっちゃんにお目にかかった時、

正直な事を思い切って言ってしまえば、かつ

ちやんの白い杖に私は非常に距離を感じてし

まいました。隣りに座っても、どうおしゃべ

りを始めたら良いかわからなくて、一言､I赤

津です。どうぞよろしく｡」とポツンと言うの

が精一杯でした。それから7月の出発までは

東京・大阪と分かれていましたので、渡米2

日前にかつちやんが東京に出ていらした時が

2度目にお目にかかった時でした。あの日、

石津君と私でかっちゃんを東京駅にお迎えに
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行った事、覚えていますか。かつちやんを誘

導する為に初めて私の腕を握っていただいた

時、私 わけもなく緊張していたのです。そ

うしたら、やさしく「もっと楽に腕を下げて

下さい｡」って言って下さいましたね。思えば

あの時から少しずつ色々なお話を親しくする

ようになりました。

アメリカに着いて暫らくは私も緊張がとれ

ませんでしたが、かつちやんもだいぶ緊張し

ていたのではないですか。いつもきちんと椅

子に座わってレクチャーを真剣に聞いていた

あなたの姿が今でも目に浮びます。ワシント

ン滞在中、緊張と疲れの為か、かつちやんの

胃腸の具合が悪くなったと聞いた時、本当に

心配しました。でも翌朝、カフェテリアから

朝食を部屋に運んでみると、かつちやん、食

欲がすっかり元にもどっていて、私うれしく

なりました。かつちやん、あなたはいつもま

じめで礼儀正しかったですね。でも時々、あ

まりにも礼儀正しすぎて、まわりの人にとて

も気を使っているのが良くわかりました。け

れどもそれでは疲れてしまいます。だから．

ほら、バスの中で「少くとも私には絶対気を

使ったり遠慮しない」って指切りしたこと、

覚えていますか。

私が実際かっちゃんの側に一諸に居た時間

はこの1ヶ月の中のほんの限られた時間でし

た。しかし毎日遠くから、かつちやんの笑顔

を拝ませていただいていたのですよ!Japan

Nightの劇での活躍、同じくJapanNight

で日本食の説明を舞台の上でしていたあなた

の姿．.…･すてきでした。そうそう、それから、

会議の最後の夜開かれたパーティーで、かつ

ちやんたら酔っぱらって．…･･･パーティーか

ら部屋に戻った時、ポケットから25セント

コインを取り出してそれを必死に錠穴に入れ

ようとしていた．.････って下川君に後から聞き

ましたよ！ でもあんなにくつろいで、楽し

そうだったかっちゃんの姿が私にはたいへん

印象的でした。

かつちやんは目が不自由ですね。でも私は

時々心が不自由になります。何か失敗したり、

いやな事、悲しい事、つらい事があると、す

ぐ落胆してやけを起こしてしまうのです。困

難に立ちむかえずにすぐあきらめてやる気を

なくしてしまうのです。だからかっちゃんが

私のサイン帳に、「僕の信条としている言葉

を一言、、､絶望は怠か者の結論である”」と

書いて下さった文字が鋭く胸にささりました。

この言葉、いつまでも大切にしたいと思いま

す。

先ほどから降っていた雨が止みました。し

っとりと濡れた緑が、雲間から差し込む光に

照らされて、まるで宝石を散りばめた様にき

らきらと光っています。もう秋ですね。

かつちやん．楽しい思い出、本当にどうも

ありがとう。東京に出ていらっしゃる時は御

連絡下さいね。それでは又

お元気で…･･･

1982年9月 赤津晴子

森 勝弘様

JASCの思い出

一心にうかぶままに

清 川 貴 子

東北の秋は突然やって来る。昨日までのう

だる暑さが嘘のように、今日はもう冷んやり

とした冷気が肌を包む。

白蔵という言葉そのままに．この秋の中に
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は、JASC(日米学生会議）の思い出が詰

まっている。私は今、その一つ一つに追憶の

光をあてて、澄んだ秋空のスクリーンに映し

出している。

激しい討論の中で、やがて私たちは、互いの

相違を相違として認めることの重要さに気付

いた。そして、たとえその方法が違っても、

目指す最終ゴールはみな同じであることを知

ったとき、互いに、いい知れぬ親近感を覚え

た。－協調とは安易な妥協ではない。それ

は互いの相異を認めあうことなのだ－

雀色時のジェファーソン記念館。､､Allmen

arecreatedequal……”独立宣言の原文を

読みながら、「"men"というのは、白人で、

男性で、プロテスタントで、相当の財産のあ

る人のことよ」と、有色人種で女性であるア

メリカ人のあなたの口をついて出た一言（ひ

とこと）が印象的だった。－平等とは何だ

ろう－

分科会の討論にしだいに熱が篭もり、日に

日にその密度を濃くした、Duke大学。それ

に比例して、参加者相互の絆も太く強くなっ

て行った。夜ごと、ピアノラウンジから流れ

るバッハのインヴェンション1番．ウェルナ

ーの野ばらの合唱。中庭にこだまするギター

の音色（ねいろ）、歌声、そしてそこここに

広がる議論の輪。－これが平和でなくて何

だろう－Dukeの夜空には．いつも希望の

星が輝いていた。

ワシントンからノースキャロライナへ、ノ

ースキャロライナからボルチモアヘー ハ

スの旅にはお弁当がつきものだ。ある夜、突

然姿を消し、夜更けに戻って来たルームメイ

トのあなたはAEC(アメリカ側実行委員）

だった。「やっと90このサンドウィッチがで

きたわ。これであすは、みんな飢え死にしな

くてすむわよ･｣と、いたずらっぽくウインク

する。聞けば、AECのお弁当の係が注文を

忘れたのだという。いつの間にかベッドに入

JASC－人々との出会い、友情、そし

てアメリカの旅一

雪柳の白い花が春風にそよぐ頃、私は、初

めてJASCの扉の前に立った。それは、ふ

とした偶然が招いたものではあったけれど、

未知なる世界への確かな誘（いざな）いであ

った｡胸をはずませて、私はその扉を開いた。

日に日に強くなる日ざしを意識しながら、

来たるべき夏に向かって悪戦苦闘した日々。

新しい知識をかき集め、考えをめく一らし．考

えがぐるく．るまわってまた振り出しに戻って

くる。苦しみの中で （もが）いて、孤独の

中で後悔と失望に悩んだ。そんな合間合間の

JASCの仲間からの長距離電話、手紙｡｢元

気でやっている？ペーパーは進んでいる？」

励ましの言葉に、いつしか私の心は和（など

）み、新たな希望が生まれる。

そして夏がやって来た。

アメリカ側との初めての出会い－ワシン

トンD.C.o心の隅に持っていた、これから

の三週間への不安をふきとばすような、第一

日目のパーティーの熱気。

ちょっぴり緊張した最初の分科会。いかに

相手の中に溶けこもうかと迷いながら、自分

をさらけ出すことが最短距離だと気付いたと

き、相手もまた自分の意見を出しきることに

恐れなくなっていた。

ひとりひとりの意見は決して同じではない。
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り、すやすやと寝息をたてているあなたの寝

顔を見ながら、私は、表面には出ないけれど

尽きることのない、JEC(日本側実行委員）、

AECの苦労と責任感の一端を垣間(かいま）

見た気がした。－本当のことは、目には見

えないものなのだ－

ボルチモアの湾に浮かぶペダルボートを漕

ぎながら、「疲れても、もう1人がいるのだ

から．….．」とつぶやいたあなた。その横顔を

月の光が照らしていた。－人は、一人では

生きられない－

ひたすらフリータイムをエンジョイしたニ

ューヨーク。完全に孤立したコミュニティー、

チャイナタウン－これもアメリカ。「一週

間ずっとここで過ごしたい｡｣とあなたが言っ

たメトロポリタン美術館。コンサート、ミュ

ージカル．．…｡。

そして・会議の最終地、Wellesley･おと

ぎの国さながらの森と湖に囲まれて、90の心

は、いま．このJASCがいつまでも続くこ

とを願った。けれど、願いはむなしく、閉会

の時が来て、一人．また一人とアメリカ側の

参加者が去っていく。涙をこらえ、再会を約

束して去っていく。

Wellesleyの木々のささやきに包まれて一

人佇みながら．私はJASCの意味をかみし

めた。一日．一日が充実していたのは、決し

て異国の地にあったからではない。新しい生

活だったからではない。互いに、時を、心を

分かちあう友がいたからだ。そうだ、JAS

CをJASCたらしめていたのは、参加者一

人一人なのだ。

－男女の平等を叫ぶあなた。実行の伴わな

い言葉なんてただむなしいだけだと、自ら、

みんなの重いスーツケースを両手に運んでい

たo

－どんな些細な意見にも、きっと耳を傾け

てくれたあなた。あなたのやさしさが忘れら

れない。

－大西洋にかかる虹をいつし上に眺めたあ

なた。あなたの微笑みが清々しかった。

－みんなが寝静まったのも気づかずに、よ

くおしゃべりをしたあなた。幼い頃の思い出

すら話してくれた。

ベートヴェンの「テンペスト」が大好き

だと言ったあなた。あまり私と似ていること

が多くて、驚いたことがあった。

－央竹桃の赤い花のように、いつも明るか

ったあなた。これからが哩新しい友情,'だと

思えば、淋しさなど考えられないと、別れ際

にしェんぼりしていた私に声をかけてくれた。

みんな、みんな、ありがとう。

一日一日が過ぎて行き、JASCが確実に

《､思い出”と化してしまうことは切ない。け

れども、そこで築いた友情が決して過去のも

のではなく、現在も、そして未来もあるのだ

と思えるのは幸せなことである。

地方の医学部という狭い閉鎖社会に身を置

いて、私は、そこにどっぷりと浸（つか）っ

てしまうことが怖かった。私の好奇心は新し

いものを求めた。第34回JASCが自分に

とって成功だったか否か－その答えは今す

ぐ．には出ない。それは、これからの人生の中

で見出していくものだと私は思う。しかし、

絶えず私が追い求めてきた新しい“何か”を、

JASCが与えてくれたことだけは確かであ

る。

JASC－自分への挑戦、夢、そ､して

未来一
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JASCについて今まで

誰も書かなかったこと

があげられる。また、JECは戦前から最近

までの様々な会議OBとの接触によって、会

議の「伝統」あるいは「責任」の重さを自覚

せざるを得なくなるのに対し、AEC側はO

Bとの接触がなく、毎回新しいメンバーのも

と（もっとも、アメリカ側は2年続けて実行

委員を経験する者が多い）、会議の準備を行

なう。

さらに、JASCへの思いいれの日米差が

顕著に反映されているのが、会議参加者の準

備期間の使い方だ。日本側では、5月の選考

試験後に全体合宿をもち、以後東京．大阪

を中心に週一回の定例会を開き、JECと新

参加者が一体となってプログラミングの準備

にあたり、あるいは様々な勉強会を催す。一

方アメリカ側は、地理的事情もあって、会議

が始まるまで新参加者が他の参加者と顔をあ

わせることはない。また．会議以前にJAs

cについて受ける情報量も少なく、シンポな

ど、その趣旨、内容、形式など何も知らず、

時にはテーブルのペーパー作成さえ知らずに

会議をむかえる者さえいる。かくして、会議

前の日米間のペーパー交換は、毎年のように、

一方通行になるテーブルがでてくるのである。

端的にいって、アメリカ側新参加者に、会議

の「準備期間」という概念は存在しないので

ある。

さて、以上述べたことは、日本側とアメリ

カ側の思いいれの差であって、これは会議が

日本で開かれようが、アメリカで開かれよう

が、違わないはずである。しかし、日本で開

かれるときは、JECにイニシアチブがあ

ることや、周囲の環境もあって、日本人ペー

スに、アメリカで開かれるときは、アメリカ

人ペースになるように思われる。そして、こ

山 脇 啓 造

33回会議と34回会議に参加して気付いた点

について述べたい。それは、日本で開かれる

会議とアメリカで開かれる会議とでは．同じ

JASCと言っても中味が相当違うというこ

とである。

会議の構成自体は最近の傾向として、その

是非はさておき、ほぼ似かよった内容となっ

ている｡ではどこが違うか。私は両国での会

議にそれぞれ一回参加しただけであり、そこ

から一般化するのは非常に無理があるのは承

知のうえで、過去の会議報告書を参考にしな

がら、推測も混じえて私見を述べたい。

まず、本題にはいる前に指摘しなければな

らないことがある。それは、JASCに対す

る「思いいれ」が日本側とアメリカ側では大

きく差があるということである。これは以前

から指摘されていた点で、国際社会における

両国の力関係から始まって、両国におけるJ

ASCの社会的地位の違い、両国学生の夏休

みに対する考え方の差まで、いくらでも理由

をあげることができる。より具体的には、日

本側実行委員会(JEc)とアメリカ側実行

委員会(AEC)の意識に大きな差があるよ

うである。日本側は、良く言えば「民間大使」

としての使命感に燃え、悪く言えば非常に気

負っているということである。その理由の一

つは、JECは直接募金活動に携わり、外務

省、企業その他を訪問することによって、J

ASCと社会とのつながりを強く意識するの

に対し、AEC側はその様な機会のないこと
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者が少くないようである。

一方、会議が日本で開かれるときは、まず、

日本人の心が浮わつくことはない。さらに、

プログラミングに直接かかわり、自分が作り

あげた会議という意識が強い。アメリカ人に
● ●

とっては、日本に行くというのは大変なこと

らしく、また高い競争率の中から選抜された

彼らが、相当の決意一日本及び日本人につ

いて学ぼうという熱意一を持ってくるのは

間違いない。こういった事情のもと、日本で

の会議は、より「会議」の様相を呈してくる

のである。

日米両国における会議の違いとして次に指

摘できるのは、会議の雰囲気が違う点である。

ここでも無理を承知で単純化すれば、日本で

の会議は、grourorientedで、参加者全体

としての一体感が強く、またwetな人間関係

が築かれやすいが、アメリカでの会議は、より

individualで、参加者全体としての一体感

が弱く、またdryな・人間関係が築かれやす

いということである。また、アメリカでの会

議では、日本人とアメリカ人の交流不足の問

題もたびたび指摘される点である。

第3に指摘できるのは日本での会議はより

formalで形式を重んじるが、アメリカでの

会議はよりinformalで形式よりも実質を重

んじる傾向にあるように思われる。例えば、

おそらく日本での会議では、正装を要求され

る場面がより多いであろう。またアメリカ人

にとっては、時間に多少遅れることよりも、

充実した議論を行なうほうが、はるかに大切

なのである。また、organizeのしかたをみ

ても、日本では、用意周到に、綿密なスケジ

ュールをたてるが、アメリカでは、looseな

スケジュールのたて方で（野外研修など、前

こで誤解を恐れずに述べれば、まず、アメリ

カでの会議は日本での会議に比べて、より

「観光旅行」的だということである｡｢JA

SCは観光旅行ではない｡」とは毎年、特に

アメリカで会議が開かれるときに、実行委員

の口から強調されることらしいが、実際、遠

路はるばるアメリカにやってきた日本人、日

本にやってきたアメリカ人にとって、「観光」

の意義を否定しさるのは困難であろう。以下、

アメリカで開催される会議が日本で開かれる

会議よりも、なぜより観光旅行的となるか、

順を追って述べたい。

まず、日本人にとってアメリカというのは、

一種独特の雰囲気をもった憧れの地であるこ

とが多い（例、若者の西海岸志向、英語学習

者の留学熱）。初めて訪れたアメリカの地で

は、毎日が発見の連続に違いない。会議のプ

ログラムもお膳立てされたものを順に消化す
● ･ ● り

る中で、どうしてもお客さん気分になりがち

である。昼間の会議よりも、自由時間にどこ

に行くか、ブロードウェーに行きたいし、エ

ンバイヤステートビルにも登りたい、あの有

名なディスコで踊りたいなど、気持ちは「観

光」に傾きがちとなる。一方アメリカ人は、

アメリカで開かれるJASCを、自分の夏休

みのプランの単なる選択肢の一つと考える場

合が多く、手軽にアメリカ各地を回れ、｜日友

にも会え、さらには、就職活動その他の私用

をちゃっかり会議中にすませる者もいる。こ

れは．勿論アメリカ人全員にあてはまるわけ

ではないが、かなりeasyな気持で参加する

アメリカ人も多く（最初に選抜された35名の

参加者のうち．10名前後が参加を辞退すると

いうのもその表われの一つだろう）、必ずし

も日本人と議論をすることを第一と考えない
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を終えてしまわぬ様に、中間反省会が有効な

ように思われる。これまでも全体での反省会

はもたれてきたが、より実質的な討議をおこ

なう場として、また分科会ごとに、あるいは、

JEC、AEC、そして両者合同の中間反省

会も必要であろう。（話はややそれるが、J

ASCの看板である分科会も、より改善の余

地がありそうである。そもそも分科会によっ

て広募者数の差は激しいし、また、日米での

分科会の需要にも差がある。会議の討論では、

やはり英語が大きな障壁となるし、日米の

discussimに対する考え方の違いも浮き彫り

となる。）

以上、大雑把な議論であったが、簡単に日

米両国におけるJASCの比較考察をおこな

ってみた。できる限り客観的記述になるよう

に努めたが、筆者の力不足のため、またアメ

リカ人の視点がどうしても欠けてしまうため、

読者には異論のある点も多いかと思う。その

ような点も含めて、今後の会議参加者が、こ

の拙稿を材料に他の仲間と話しあい、あるい

はアメリカ人と意見を交換するなかで、皆の

より満足のいく会議をつくりあげてもらうの

が、筆者の願いである。

（第34回会議副実行委員長）

日の夜にスケジュールが決まることも多い）、

何か不測の事態がおこっても《､Takeiteas-

y.''的なところがあるように思われる。

その他、日米両国における会議について比

較すべき点は．英語の重要度の違いなど多々

あり、上述の3点も互いに関連しあい、補足

すべき点も多いのだが割愛する。ここでよ

り問題なのは、日本側とアメリカ側のJAS

C像が異なり、そのギャップが両者にfrust-

rationを抱かせ、時としてconflictが生じ

るということである。大体の傾向として、日

本人はアメリカでの会議に不満をもち、アメ

ソカ人は日本での会議に不満をもつ傾向があ

る。特に、日本で会議に参加し、アメリカで

の会議にのぞむ日本人実行委員、アメリカで．

の会議に参加し、日本での会議にのぞむアメ

リカ人実行委員には、その傾向が強い。

では．どうすればこの問題を解消できるか。

ここでは．短期的展望に絞って述べる。まず

準備期間中は、JECとAECがお互いの準

備活動についてもっとよく,知.‘必要がある。

これまでは、良くいえば相互不干渉だが、あ

まりに無知にすぎたように思われる。実施要

領の内容（といってもアメリカ側には存在し

ない）、募金活動．広報活動、選考方法、新

参加者の準備状況など、互いに情報交換する

ことが、あらぬ誤解が生じるのを防ぎ、問題

解決の第一歩であろう。特に新参加者の準備

に関しては、（アメリカで会議が開かれると

きの）日本側は、あまり焦点を絞らずに勉強

会をもち、（日本で会議が開かれるときの）

アメリカ側は、新参加者に対し、JASCに

ついてより多くの情報を事前に提供すること

が大切なように思われる。次に会議期間中だ

が、不満な点を持ったまま、ずるずると会議
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日米学生会議における国際教育の連繋と統合

上智大学大学院修士2年国際関係論

広 里 恭 史

Iは じめ に

すでに国際教育振興会の伊部正信氏が、

「日米学生会議とは「教育機関』である｡」

と述べているように、およそこのような国

際交流プログラムは、教育機関的性格を有

している｡この坐においても､分科会討
論、シンポジウム、野外研修といった多岐

にわたる諸活動を通じて、参加者は、戦争

と平和にかかわる問題や南北問題から、人

権、社会における男女の役割、資源・エネ

ルギーに至る諸問題に関して、意見を交わ

し、認識を高め、将来において何らかの形

でこの会議で得た経験を生かしている。筆

者は、ここに、日米学生の相互理解を基調

として、学生自身のイニシアチブにより各

種の国際教育が連繋、統合的に実践されて

いる具体例を見ることになる。

この小論では、多方面にわたる日米学生

会議の機能の中でも、特にこの国際教育機

関としての性格に焦点をあてて、筆者の報

告としたい。そのためには、まず「国際教

育とは何か」が問われねばなるまい。

得られる教授法、カリキュラム等は開発されて

いない。そのことが、不必要な混乱を教育現場

に生じさせている原因ともなっているが、ここ

では、その概念に関して、一応1974年のユ

ネスコ総会で採択された勧告に従うことにする。

周知のように､それらはP)
1．国際理解のための教育（異文化間教育）

2．国際協力のための教育（開発教育）(3)
3．国際平和のための教育（平和教育）

4．人権、基本的自由についての教育（人権教

育）

という4つの柱からなっており、平和、開発、

異文化間教育は、人権教育のための土台作りと

理解されえよう。

この限られた紙面においては．個々の国際教

育について、その有効性を検証したり、包括的

なパラダイムを展開することは不可能である。

ただ、国際教育の意味するものを問われた場合、

次のように広く定義できる。即ち、国際教育と

は、一つには、相互依存の時代といわれる今日

の国際社会において展開される国境や民族文

化の壁を越えての教育の出会いと交流であり、

また一つには､戦争や平和､開発､錨化摩擦
といった国際社会に存在する多様な諸問題に関

し、人類が学習し､問題解決能力を作り出す過

程である。そして、はっきり断言できることは、

総時代における国際化の進行のなかで､この
ような活動が、今後、益々活発に進められてい

くであろう、という点である。

Ⅱ 国 際 教 育

国際教育に関しては、これまで数多くの

定義が試みられてきたし、また世界のいた

るところで実践されてもいる。しかし、各

国の歴史的、文化的背景の相違や各人の重

点のおき方の相違により、コンセンサスの
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の平和、開発、異文化理解等の概念に関して

は少し説明を要する。平和概念に関しては、

1964年から1972年において、いわゆる

「消極的平和」観をとっている。これは戦争

の廃絶を目指すもので、より広義には、一般

的に暴力(violence)のない状態を平和とみ

なしていた。開発概念に関しては、同じ時期

をとってみると、1960年以降の発展途卜国

の誕生を背景に、それらの国の低開発の現状

を正しく理解するという、チャリティー的で

消極的な範囲にとどまっている。異文化理解

に関しても同様で、日米二国間における国際

理解に限定されていよう。

Ⅲ 日米学生会議と国際教育

ところで日米学生会議の活動内容を制度娘

歴史的に分析してみた場合、それらは明らか

に、前章で導入した国際教育の定義に包括さ

れることに気づかざるを得ない。以下、具体

的に．これまでの日米学生会議の活動内容を

ひもとき、国際教育に関連する事項を中心に

再構成してみよう。

表,(2(,)は、会議創設30周年を期し復活
した1964年から1972年の会議がとり扱

ってきた問題を、分科会の名称を中心に整理

を試みたものである。尚、ここでいうところ
（7）

表1-(1)1965年(16回）～1972年(24回）

’
16回

1964 雲鑑
17回

1965

18回

1966

19回

1967

20回

1968

21回

1969

22回

1970

23回

1971

24回

1972

＃
政 治 政 治 政 治 政 治 政 治 政 治 政 治 政 治

(中国問題）

政 治

人

平
和
り
り

■
■経 済 経 済 経 済 経 済 経 済 経 済 経 済 経 済 経 済 朧

ｌ
昨
今
陸
１
体

・
開
発
・

ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｐ
ｌ
ｌ
ｌ

社 会 社 会 社 会 社 会 社 会 社 会

（都祠上）

(学生運動）

(現代社会
と宗教）

（男性と
女性）

社 会 社 会

（公害）

(少塙E罪
と麻薬）

(人種偏見）

社 会

的
自
由

異
文
化
理
解
り
ウ

文 化 文 化 文 化 文 化 文 化 文 化

（言語）

文 化 文 化

（デート

と結婚）

文 化
■

1教 育 教 育 教 育 教 育 教 育 教 育 教 育 教 育 教 育

（ ）：オープンテーブル

ただしそれらの諸概念は、1970年代に入

って大幅な変容をとげる。平和概念に関して

は、すでに常識化したように、その主目的が、

いわゆる「構造的暴力」の問題にむけられ、

大国と小国との不平等、国際的正義の不在が

叫ばれるようになった。開発概念に関しては、
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その経済的側面だけでなく、社会的、政治的 化理解といった、ユ.ネスコの「勧告」に表わ

側面を含むものとなり、社会が物質的に豊か れる柱の枠組にそって分科会の整理をしたが、

なると同時に、それが享受されるように社会 それらの概念の意味する範囲は、歴史的な広

正義を押し進めることだと考えられ出した。 がりを持っていると判断されたい。

発展途上国だけに限ることではなく、工業 それによると、平和に関しては、政治テー

化された国においても、富の不均衡の是正、 ブルにおいて、国連の役割、中国問題．日米

社会的不平等の解消、社会的、政治的参加、 安保、ベトナム戦争等が．消極的平和観に基

などという開発の課題が山積している。故に、 づく問題として討議されているし、開発に関
（8）

開発は、発展途上国、先進国それぞれにおけ しては、政治テーブル、経済テーブルにおい

る人間の尊厳．社会的正義の問題と結びつい て、途上国への援助問題、南北貿易が討議さ

ていると言えよう。異文化理解に関しても、 れており、社会テーブルにおいては、人種問

従来は、主権国家間の関係を前提とした、他 題、少年犯罪、男女の役割等が討議されてい

国、他国民への理解を目指す国際理解であっ るが、概して消極的なアプローチであった。

たことを反省し、複合国家間はいうに及ばず 異文化理解に関しては、文化テーブルや教育

異なる民族、文化の相互理解を促進すること テーブルで、単に日本両国の文化の相違や教

に新たな展望を見ようとしている。 育システムの相違についての情報交換をして

表1－(1)では、便宜的に平和、開発、異文 いる。

＜ ＞：問題領域
一 ：討論領域

表1－② 1973年（25回）～1982年（34回） 〔 〕：シンポジウム
（ ）：オープンテーブル

雲鑑

回
７
７

９
９
２
１ 30回

1978

31回

1979

32回

1980

33回

1981

34回

1982

26回

1974

27回

1975

28回

1976

25回

1973

詞
国際関

係

国際関
係

国際関
係

第3世
界 ■

政治経

済

国際問
題

国際関
係

政治経
済

政 治

第3世
界

核と平

和

ウ

４
１

和
ン
主
シ

６
§

＜核と
平和＞

＜戦争
と平

和＞

、
１
１
卸

際
和
ン

信
隠
け
し ﾄｯ1

平和｡、
社会変
動シン
ポ

(藤と｝ 社会変
動

政治参
加

政治シ
ステム

政治参
加

政治参
加

政治参

加
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雲鑑
29回
1977

30回

1978

31回
1979

32回

1980

33回
1981

34回
1982

26回
1974

27回
1975

28回

1976

25回
1973

(篭)，
国際
経済(難） (麓）

経 済

▲
▼

企業
問題

企業
問題

企業■企業と
社会鋪暑〉

労働と
人間

余暇と

労働

国
社会A コミュ

ニティ

と心理

鯛 エネル

ギー

資源・
環境

社会に
おける
男女の
役割

エネル

ギー

資源・
環境

社会に
おける

男女の
役割

男女
シンポ

■

平 人

和
権

社会B
<罐〉

“
ノ
ａ
ノ

ロ
糧
性
会

陰
借 環境｜環境｜環境 環境｜環境

社会cI<女性〉 女性と
社会

女性と
社会

性の役
割と家

族

女性と
社会

開’
基

ﾕ“
磯|少数派

少数派少数

民族<猿倫
マイノ

リティ 的
自
由

異
文
化
理
解

９
３

力
民
会
社
動

６
億

慨』
犯罪

呼
鱒 社会

福祉

生と死

人権社会
福祉

社会
福祉

生と死

社会
福祉

社会
福祉

(自由）

バイオ

エシク

ス

1，
将来の
人間関
係（ 現代人

の病理

アルコ

ーノレ

麻薬性 ） 科学と
社会

と堂
Ｊ
会

科
社 科学技

術と社
会

|星蕊）
旧本人）

マスメ

ディア

マスメ

ディア

マスメ

ディア〉

く
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雲鑑
27回

1975

28回

1976

29回

1977

32回
1980

26回

1974

30回

1978

31回
1979

25回

1973

33回

1981

34回

1982

芸術 文化と
芸術

文化と
芸術

文化A 文化と

芸術
文化と
芸術

異文化
間コミ
ュニケ

ーシヨ

ン

文化と

芸術

号期

文化と

芸術

文化と

伝統

|制《ポ 」 際到
kJJ， ノ

‘
と

葉
会

言
社

（
文化B ノコミユ｛

/ニケシ1
1ヨンと／
I文化／

『
皿

■

<宗教〉<宗教〉(宗教） 宗教

園
教育教育と

学問
教育 教育 教育と

社会 篭と.
教育教育 ▲

７

｢アジア1
1シン鋤 {"9

ウ１合
マ
ポ

ド

間関係を中心としたものから、日米関係を軸

とし次がらも．全地球的な視野で多様な国際

問題を討議する場となったのである。

さらに表2-(1)[1965年(16回）～1972

年（24回）〕と表2－②〔1973年(25回）~

1982年(34回)]では平和．開発、異文化理

解という概念を基準に．会議の分科会等の整

理を試みた。

次に表1-(2)は、会議の内容が改革された

1973年から、今夏の1982年までを、同じ

く分科会の名称を中心に整理をしたものであ

る。(9)
分科会は多角的になり、国際社会がかかえ

る問題のほとんどを網羅するようになった。

1978年の第30回からは、新たにシンポジウム

ムという企画も加わり、会議は、日米の二国

表2－(1)1965年(16回）～1972年(24回）

概 念 分 科 会Jオープンテーブル）

政治、経済､（中国問題）平 和

経済、政治、社会、（公害）､（人種偏見）､（都市化)etc開 発

異文化理解 文化、教育

場合、明らかに、平和と開発、異文化概念に

かかわる諸問題を討議しているし、社会変動

シンポをとってみた場合は、平和と開発概念

に深くかかわっていよう。

前者においても、平和、開発、異文化概念

に対して重復している分科会があったが、そ

の傾向は後者において、一層顕著になってい

る。例えば、第3世界テーブルをとってみた
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表2－(2)1973年（25回）～1982年（34回）

分科会（オープンテーブル）、討論領域、＜問題領域夏〔シンポジウム〕概念

政治経済、国際問題、国際関係、＜核と平和＞、〔平和〕、政治参加、〔社会変動〕

〔民主主義〕、第三世界、〔第三世界〕、教育と社会、文化と伝統、〔異文化〕、

企業、〔アジア〕、人権、〔総合テーマ⑳⑫]etc

政治経済、国際関係、政治参加、〔民主主義〕､〔社会変動〕、第三世界、〔第三世

界〕、環境・エネルギー・資源、社会における男女の役割、マイノリティー、社会

福祉、人権、科学と社会、企業、教育と社会．文化と伝統、異文化間コミュニケー

ション、〔アジア〕、〔総合テーマ⑫]etc

文化と芸術、文化と伝統、＜コミュニケーションと文化＞、〔異文化〕〈日本人）

異文化間コミュニケーション、宗教、第三世界、教育と社会、〔アジア〕、〔総合

テーマ⑫]etc

平 和

開 発

異文化

次の図は、表2-(1)、②をもとに平和、開 すぐ図示したものである。

発、異文化概念と分科会等の連関をわかりや

図1-(1)1964年(16回）～1972年(24回）

平
開

●
■
凸
●

Ｐ
，

和

発

文化理解
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図’一(鋤1973年（25回）～1982年（34回）

P：平 和

D:開 発

I:異文化理解

－

方向へ進みつつある。この方向性は今後、益

益強まっていくものと予想されるであろう。

そのことを証明するためには．図1－(2)を

もう少し掘り下げる必要がある。即ち、今夏

の第34回の会議を例にとれば、その分科会

で発表された各参加者のペーパーの内容を、

平和、開発、異文化概念と照合し、連繋．統

合状態を明らかにすることである。そうする

ことによって、より鮮明に会議の取扱う問題

関心も浮き彫りにされよう。（図2参照）

この2つの図からも明らかなように、会議

の活動内容を分科会、シンポ等の名称〃もと

に整理した場合、我々はそこに、各々の問題

が 平和、開発、異文化概念と互いに連繋し

合っている姿を見ることができよう。

ただし図1－(1)のように、消極的平和観や

消極的開発観が支配的な時期においては、異

文化理解は独立している概念であったが、図

1-(2)の時期になると、3つの概諦.分科
会、シンポ等を媒介として．連繋、統合化の
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図2 第34回参加者のペーパーと平和、開発、異文化概念uD

平開異
文

和発化

P

P D

P D I

P D

P D

D

分科会名ぺ 一 パ ー の 夕 イ ト ル

国際関係

国際関係

第3世界

第3世界

企 業

企 業

エネルギー

資源・環境

エネルギー

資源・環境

男女の役割

人 権

科学技術と
社 会

科学技術と
社 会

文化と伝統

文化と伝統

文化と伝統

教育と社会

教育と社会

教育と社会

教育と社会

AnAlternativeStrategyforPeace

TheMilitaryAidSalesandMNCsinU．S･一L、A・Relation

PersonallnvolvementlnfheThirdWorldandHumanRights

Whatls頓B⑭dernizat1on”？

TheJapaneseDefenseProuvementSystem

TheFinancialWOrld

EnergyTodayandltsPerspectivewithDueRegardtoNuclear

energy

PlD

D｜ITheNorthandSouth-DifferentPerspectiveonEnergy

D

P D

AnEconomicObservationoftheGapbetwenMen&Women

CirCumstancesAgainsttheHumanRights

AppropriateTechnology

TechnologyTransferbetMentheU．S&Japan

WhatistheRealM1tualUnderstanding？

PossibilityofluterculturalCoITnnunication-ACaseStuj
AutinuclearMovement．

Ja"neseGarden

PeaceEducationNow

EducationforRacialldentityFormation

PoliticalSocializationandPoliticalEducatlon

TheJapaneseStudentintheU.S：Past＆Present

P｜、

D

P I

P D I

I

P DI

P D I

P D I

D I

第34回会議では、11種の分科会が企画

され87本のペーパーが提出された。この図

2において筆者が考察の対象とした分科会は

10種 並びにペーパーは､19本で､その

ごく一部であったが、筆者の意図する、ペー

パーの内容と平和、開発、異文化概念との連

繋、統合状態の傾向を把握するには十分であ

ろう。

Ⅳ 結びにかえて：日米学牛会議における

国際教育の連繋と統合

日米学生会議は国際教育機関であるという

見方をすると、それが二重の構造になってい

ることに気付くであろう。それは一つには、

国境．民族、文化の壁を越えての、高等教育

における国際交流プログラムという側面であ

り、また一つには、国際社会に存在する多様
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な諸問題に関して、学生自身が学習する場と

いう側面である。その文脈において、会議を

国際教育機関たらしめる要因に関して不安を

感じないわけではない。確かに、実際の会議

においては、日米学生の互いのコミュニケー

ションギャプにより様々な誤解やあせりも生

じたし、過密なスケジュールによる疲労のた

め．分科会討論やシンポジウムにも集中を欠

いた場面が幾度かあった。よって、この小論

において筆者が試みてきたことは、「絵に書

いたモチである｡｣という批判も生じてこよう。

しかし、意図的であれ、無意図的であれ、

参加者が学習の対象としている諸問題は、こ

れまでの考察において明らかなように、互い

に連繋しあっているし、その統合への方向性

は、今後一層、顕著になろう。この会議にお

いては、従来ありがちであった。平和価値偏

重や、異文化理解偏重という傾向は影を潜め

ている。分科会では国際社会において人類が

直面している諸問題のほとんどが配置され、

平和、開発、異文化理解という3つの概念の

学習と、それらの価値を実現するための学習

が、学生自らのイニシアチブのもとで展開さ

れているのである。

故に、現在、あらゆる国際教育の現場にお

いて模索されている国際教育の連繋、統合化

は、この会議の中で、実験、検証されている

と言っても過言ではないであろう。要するに

この会議においては、国際教育の4つの柱の

中でも、平和、開発、異文化概念と現実の世

界を結びつける、平和教育、開発教育、異文

化間教育が連繋、統合的に行なわれていると

理解できるのである。そして、最終的に、そ

れらは、人権、基本的自由という概念と現実

の世界を結びつける人権教育へ収散していく

のである。今回の会議の総合テーマであった。

「人間の尊厳を求めて －相互理解と全地球

的協力一」も、この会議が到達した一応の

終点であり、かつこれからの会議の出発点で

もある。すでに次の新たな実験が．実行委員

の手によって始められているのだ。

(1)例えば．中等教育におけるAFS，YF

U，ロータリークラブ等の留学プログラ

ム。高等教育における各種留学プログラ

ムや国際経済商学学生協会（アイセック)、

日本国際学生協会(IsA)、日本国際

医学生連盟(JIMSA)等の国際交流

プログラムと枚挙にぃとまがない。

② 第18回ユネスコ総会『国際理解、国際

協力、国際平和のための教育、並びに人

権、基本的自由についての教育に関する

勧告」1974年

(3)従来の国際理解教育が主権国家間の関係

を前提とし、国家主権に収數されつつ他

国、他国民への理解をめざす「国際教育

であったことを反省し、複合文化国家間

はいうに及ばず、異なる民族・文化の相

互理解を促進することに新たな展望をみ

ようとするもので、いわゆる、異なる

「文化間の教育」を意味する。オースト

リア、ユネスコ国内委員会『アジア・太

平洋地域文化相互理解教育セミナー』

1974年8月を参照。

(4)石附実「国際教育と比較教育学」沖原豊

編。『比較教育学」有信堂、1981年

177頁

(5)武者小路公秀「国際意識教育と平和教育」

『ソフイア』22巻、2，3号1973年

111頁
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(6) 入手可能な報告書に基づく整理のために、

残念ながら、第1回（1934年）から第

15回(1954年）の会議に関しては、

調査の対象にできなかった。

英文で書かれた会議のInformat｣on

BookやBulletinを参考にした。これらは

すべて、日米学生会議事務局にて入手可

能である。

金谷敏郎、田中治彦『人類共存のために

一開発教育ハンドブックー」中央青

少年団体連絡協議会、1981年、 6～

(9 同じく、英文で書かれた会議のBulIetin

日本文による報告書・エッセイ集、会議

実施要項を参考にした。

この判断は、分科会での討論の内容を基

準とした結果であり、会議全体からみれ

ば、日米学生間の相互理解が平和に通ず

ると考えられていたことは言うまでもな

いであろう。

日米学生会議実行委員会が編集したJA

SClibraryより。アメリカ側のペーパ

ーに関しては、JASC・Inc.，のKa－

⑩

(7)

(8) 111）

11頁 nayama氏の協力を得た。
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自日一

一一一一口平 和

Thepresentsituationintheworldholdsbothperilandpromise.

ThecontinuingdevelopmentandproductionoflWper-destructiveweapons

castsagrowingshadowuponhumanity.Smrmicgunfire,deadlyinitself,

nowthreatenstotriggertheannihilationofmankindaswellasthe

completedevastationoftheenviromnent，Atthesametime,millions

ofvoices,throughouttheworld,arecryingoutforpeace・Asasmall

partofthismovement,we,thedelegatesofthe34thJapan-America

StudentConference,wouldliketosharewiththeworldtheconsensus

gainedthroughouremeriences.

Thebalanceofterrorholdsnopromisefortheabolitionofwar.

Tosecurepeacewemustabolishthecausesandmeansofwar･Wemust

attainmutualunderstandingandestablishbasichumanrightsforall

people･

MUtualtrustandunderstandingcomesfromanexchangeofideasand

opinionsonapersonallevel.TheJapan-AmericaStudentConferencewas

foundedinl934forthispurpose･Today,wbelievethatthesame

principlecanbeappliedonaworldscalewiththesamesuccessthat

wehaveachieved.

UnderthisyealJsthemeofhumanintegrity,wehavestudiedthe

tragedyofwarandsignificanceofpeace;realizedourresponsibility

asstudents;andovercometheobstaclesoflanguage,raceandculture.

Ifthe'mrldhadconqueredthesebarriersbeforeWorldWarn,the

staggeringlossoflifeinHiroshima,Nagasakiandthroughouttheworld

mightneverhavehappened・Suchman-madetragediessymbolizethe

importanceofmutualtrustandunderstandingasameanstobringworld

peace.Inrema叱eringHiroshimaandNagasaki,wewillstrivetomaintain

andstrengthenourbeliefsaswllastakeactiononthebasisofour

convictions.

August5thl982

The34thJapan-AmericaStudentConference
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第34回日米学生会議：主催、後援、賛助団体

主 催 財団法人 国際教育振興会

後 援 外 務 省

国際教育交換協議会

日米文化センター

特別賛助 鋤三菱銀行国際財団

賛助団体・賛助者

味 の 素

側）石 橋 財 団

市 川 比 呂 也

伊 藤 萬

エッソスタンダ－}石油

大 阪 瓦 斯

大間知 隆二郎

花 王 石 鹸

鹿島平和研究所

川 崎 製 鉄

関 西 O、B.会

関 西 電 カ

キ ツ ユ － マ ン

九 州 電 力

京都中央信用金庫

戯 麟 麦 酒

ケミカルバンク

神 戸 製 鋼 所

小西六写真工業

三 共

サ ン 卜 リ ー

三 洋 証 券

三 洋 電 機

三 和 銀 行

塩 野 義 製 薬

新 日 本 製 鉄

住 友 銀 行

住 友 金 属 工 業

住 友 商 事

住友信託銀 行

住 友電 気 工 業

そ ご う

ソ

第一勧業銀 行

第一工業製 薬

ダ イ ェ 一

大 成 建 設

ダイハツエ 業

大 丸

太陽神戸銀 行

大 和 銀 行

大 和 ・證 券

高 島 屋

武田薬品工 業

竹 中 工 務 店

立 石 電 機

電 通

東 京 瓦 斯

東 京 銀 行

東京芝浦電 気

東 京 電 力

東 洋 工 業

トヨタ自動車工業

西日本教育アカデミー

日 産 自 動 車

日 商 岩 井

日 清 食 品

日 新 製 鋼

日本アイ・ビー・エム

日 本 医 師 会

日本光学 工 業

日 本 鋼 管

日本興業 銀 行

日本債券信用銀行

日 本 信 販

日 本 電 機

日本ブリタニカ

日 本 郵 船

野 村 證 券

阪 急 百 貨 店

日 立 製、作 所

日 立 造 船

富 士 銀 行

藤沢薬品工 業

冨 士 重 工 業

プラトン学 園
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三 菱 銀 行

三 菱 地 所

三菱自動車工業

三 菱 重 工 業

三 菱 商 事

三菱信託銀 行

三 菱 石 油

三 菱 電 機

ミノ ルタカメ ラ

宮 沢 喜 一

モ ービル石 油

持 田 製 薬

山武ハネウエル

雪 印 乳 業

ユニコン･ジャパン

ユ ニ チ 力

吉 田 工 業

側)吉田国際教育基金

ワ コ ー ル

本
松
丸
三
三
三
三
三
三
三

田 技 研 工 業

下電器産 業

紅

島 食 品

井 銀 行

井信 託銀 行

井 物 産

井 不 動 産

越

菱化成工業

（9月29日現在五十音順）

日米学生会議は、「学生の、学生による、学生のための会議」をモットーとして、学生

の手により自主的に運営されてきましたが、もとより学生の力だけで成功してきたわけで

はありません。学生の間のみでなく、社会的にも会議の存在意義が認められてきたこと、

そしてこの学生会議に賛同して下さり、経済的援助を与えて下さった多くの団体・個人の

存在が、今日の学生会議を成り立たせています。すなわち主催の国際教育振興会をはじめ、

各後援団体・賛助団体・賛助者です。より多くの学生に、より軽い負担で会議に参加する

チャンスを、学生会議の主旨に賛同して与えて下さった事に対し、上記各位にこの場を借

りて深く感謝致します。
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第35回日米学生会議のお知らせ

第35回日米学生会議は、1983年夏の約1ケ月間、日本で開催されます。

この会議は、「PromotingPeacethroughMutualUnderstanding」という総合テーマ

の下に日米約90名の学生が、分科会討論、シンポジウム、フォーラム、日常生活等を通

じて卒直に意見を交換し、お互いの文化・社会を考えようとするものです。このような経

験に基づいた相互理解は、世界平和に向けての大きな一歩となり、将来の日米関係・国際

協力に貢献することと思います。

会議参加者は、下記の分科会のいずれか一つに属し．自分の研究テーマを定め、討論・

野外研修に参加します。分科会は、次の11を設置する予定です。

（仮称）

文化と芸術、教育と社会、少数派問題、情報化社会、男と女、ライフサイエンス、エ

ネルギー・資源・環境、科学技術と社会、国際政治、国際経済、企業問題

また、現代社会が抱える問題を、様々な分野を専攻する学生で、多面的に把えようとす

る試みにシンポジウムとフォーラムがあります。第35回会議では、シンポジウムとして

「平和と安全保障」について討論し、また「社会に於ける男女の役割」「宗教」について

のフォーラムを持つ予定でいます。

私達の社会のかかえる数々の問題を、アメリカと日本という二つの立場から考えてみま

せんか。積極的な参加によって、必ずや新しい発見があるでし正う。

創意と問題意識．そして熱意にあふれた方々の参加をお待ちしております。
第35回実行委員会

第35回会議の実施要領は、1983年1月に発行の予定です。参加御希望の方、会議に関

する御質問のある方は、下記まで御連絡下さい。

〒160東京都新宿区四谷1－21 財団法人国際教育振興会内
日米学生会議事務局 電話(03)359-962160
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